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「歴史とは過去であると同時に未来でもある」







　これはかの有名な歴史家エンブロイニィスの言葉であるが、極めて真理であろう。

　歴史は、そのままでは過去に起きた出来事の羅ら列れつでしかないが、我々がそこから何かを学ぶのであれば、歴史は未来への道標に変わりうる。

　何な故ぜなら過去と現在は一体として繫つながっているのだから。

　そして現在と未来も、また一体として繫がっているのだから。

　そこで筆者は読者諸しよ賢けんに、現在を考え、未来を展望してもらうため、一つの歴史を振ふり返かえろうと思う。

　我々の世界の大おお本もとを創り上げる契けい機きとなった時代──あの懐なつかしくも特別な世界帝国の時代を、である。




　そこにはあらゆる手がかりが詰つまっている。

　成功も。

　失敗も。

　苦難も。

　危機も。

　打開も。

　栄光も。

　挫ざ折せつも。

　信しん頼らいも。

　裏切りも。

　英えい傑けつも。

　凡ぼん庸ようも。

　ありとあらゆるものが、そこにあるのだ。

　だからこそ、かの時代を振り返ることが未来へのたしかな足がかりとなる。




　とはいえ、筆者は一いつ介かいの好こう事ず家かにすぎないから、堅かた苦くるしいことは好まない。

　学究の労苦を諸賢に押しつけようとも思わない。

　むしろ、どうせ振り返るなら楽しいほうがいいとさえ思う。

　そこで筆者は小説の形式を借りて、かの時代を振り返ることにしよう。

　願わくば、この物語が読者諸賢の歴史への興味を駆かり立たててくれんことを願う。




「よりよい未来への扉とびらは、いつも我々のすぐ側にある。気づいたものだけが、それを開けることができる」とは、これもエンブロイニィスの言葉である。










　中世の終わりの知ちの岸辺に立ち、寄せては返す歴史の波は濤とうを見つめながら、ジェイコブスン・Ｊ・スーニッシャーの記しるす。
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　時はロムニエゥス暦前三年。

　場所はヒッポスの街の郊こう外がい。

　そこで世界の覇は権けんの行方ゆくえを決める一大決戦が始まろうとしていた。




　集結したロムニア王国軍は十二万。

　対する東域諸国連合軍が十八万。

　双そう方ほう合わせて三十万の大軍が荒こう野やを埋うめ尽つくしていた。




　片かた田舎いなかに興おこった小国、ロムニア王国は、今や西方世界ウエスタ・ムンドの支配者になろうとしていた。
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　どうしてロムニア王国がそれほどの急成長を見せたのか。

　その原因は多々あれど、最大にして核かく心しん的てきな要因は、国王ロムニエゥスの卓たく越えつした指導力と戦せん闘とう力にあると言っていいだろう。

　西へ南へと精力的に部隊を動かして、王は何度もの大おお戦いくさに勝利した。しかし、常に勝ち続けたわけではない。幾いく度どとなく手痛い敗戦を喫きつしたことがある。ロムニエゥス王が非ひ凡ぼんだったのは、敗戦を糧かてとできる男だったことだ。

　負けても、王はその都つ度ど、不死鳥のように蘇よみがえった。負けることはあっても、続けて負けることはなかった。そんな王の姿を見せつけられた諸外国の王たちは、進んで恭きよう順じゆんの意を表するか、徹てつ底てい的てきな抗こう戦せんを選んで滅ほろびるかのどちらかだった。




　統一の戦いは、いったん勢いがつくと止まらない。ロムニア王国が強大になれば、敵対する勢力も大きくなる。結果、一度の戦闘での一勝が──相手にすれば一敗が──戦争の趨すう勢せいを決するほど大きな意味を持つようになる。

　この頃ころになると、ロムニエゥス王は負けなくなっていた。

　常勝不敗。

　そんな異名を取るほどになっていた。

　もちろん、王が優れていたのは戦闘の指揮能力だけではない。それだけでは世界を取ることはできない。内政と外交にも優れた手しゆ腕わんを発揮した王だが、何より人の扱あつかいが上う手まかった。身分や地位、家いえ柄がらに縛しばられず、能力のある者を抜ばつ擢てきした。平民から政権幹部に昇のぼった者もいるし、中には奴ど隷れいの身分から将軍に昇った者もいた。

　とはいえ、貴族の家柄や血筋を否定したのではない。能力があれば、誰だれであろうと認められたのだ。逆に言えば、能力のない者は認められなかった。

　いずれにせよ、王は現実主義者で能力主義者だった。

　当然のことながら、抜擢された者は王に感謝し、忠誠を誓ちかった。

　そういう者たちが、軍事のみならず、内政や外交の中ちゆう枢すうを担った。だからこそロムニア王国は強くなったと言えるだろう。




　騎き虎この勢いで勢力を拡大したロムニア王国は、西方世界ウエスタ・ムンドの中央地域と西方地域を併へい吞どんし、残るは東方地域のみとなった。

　そこを制圧すれば、西方世界ウエスタ・ムンドの八割方はロムニア王国の手に落ち、王国は世界帝てい国こくへと昇しよ華うかするだろう。

　それを許すまじと、東方地域諸国は対ロムニア連合を結成し、ロムニア王ロムニエゥスの野望を挫くじかんと、全兵力を糾きゆう合ごうして決戦に臨んだのである。
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　統一戦争の最後に強敵との決戦が待ち構えていたわけだが、ロムニエゥス王にすれば、これに勝ちさえすれば己の覇は業ぎようを阻はばむ大きな敵対勢力が消しよう滅めつすることを意味する。

　勝てば世界の統一が成る。

　だが、負けてしまえば……。

　討ち死にさえしなければ、いずれ巻き返すことは可能かもしれないが、反面、負け方によっては傘さん下かについた各地の勢力の離り反はんを招く虞おそれもある。そうなれば、彼の覇業は大きく後退する。どころか、覇業を諦あきらめざるを得なくなる。最悪の場合、精せい魂こん込こめて築き上げた王国が瓦が解かいするだろう。

　すべてを取るか、すべてを失うか。ロムニエゥス王は、その覚かく悟ごで決戦に臨んだ。

　一方、東域諸国連合首脳にそこまでの覚悟があったかどうか。この戦に勝った後の将来の展望を描えがいていたのかどうか。

　その差がこの大おお戦いくさの勝敗に少なからず影えい響きようを及およぼした……と言ってしまうのは、後世の史家の悪あく癖へき──結果論でしかないのだろうか。

　いずれにせよ、世界の命運を懸かけた一大決戦の幕は切って落とされた。

　三十万の大軍勢が激げき突とつし、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが出現した。

　至る所に血の河が流れ、野には死し骸がいの山が築かれた。
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　大部隊同士の戦闘は、夜明けと共に始まり日暮れの前には終わるのがふつうである。

　なんの通信手段も持たず、人工的な照明もない時代であるから、夜になれば頼たよれるのは松たい明まつの火ほ明あかりくらいで、それでは大軍同士の戦闘は継けい続ぞくできない……というのが軍事的な常識だった。

　兵数の劣れつ勢せいを自覚していたロムニエゥス王は、敢あえてその常識に逆らった。

　けれど、夜や襲しゆうを敢かん行こうしたのではない。

　夜襲を仕し掛かけるには戦場が広すぎた。双方の兵数が多すぎた。夜襲のために部隊を動かせば味方も混乱しかねない。そして、大部隊の移動は敵に察知される。だから王は夜襲を考えず、別の工夫を施ほどこした。

　それは開戦時間をずらすことだった。

　ロムニエゥス王は午後も遅おそい時間になって先せん鋒ぽう部隊に突とつ撃げきを命じた。これが相手の意表を衝ついた。

　すでに日も西に傾かたむきつつあり、日暮れもそう遠くない。




「今日の開戦はないな。決戦は明日あしたか」




　そんな弛し緩かんした空気が東域諸国連合の陣じん地ちに横おう溢いつし始めていた、まさにそのとき。

　大地が響ど動よめき、大気が震ふるえた。

　横隊で陣を構えている東域諸国連合陣地の左さ翼よくに向かって、ロムニア王国勢の右翼先鋒が突撃してきた。

　その非常識な開戦に、諸国連合兵は驚きよう愕がくし、慌あわてふためき、いっそ恐きよう慌こうを来きたした。

　対応が遅おくれ、そのため、緒しよ戦せんではロムニア王国軍が敵を圧あつ倒とうした。

　しかし、諸国連合軍を敗走させることまではできない。

　何しろ兵数が違ちがう。

　最初の混乱を乗り切った諸国連合軍が、数を恃たのみに、じりじりと押し返し始めていた。

　一いつ時ときほどが経過すると戦せん況きようは逆転し、今度はロムニア王国勢が、押し寄せる諸国連合の大軍を必死で支えるという図式となっていた。

　そして日暮れが訪れる。

　流された兵士の血と沈しずみゆく夕日を受けて、大地は見み渡わたす限かぎり赤く染まった。




「今日の戦はここまでか」




　またもやそんな空気が諸国連合の兵士のあいだに流れた。

　今日の戦を無事に生きながらえたことに安あん堵どし。

　押し返したところで戦いが順延となってしまうことを少し悔くやしく思い。

　明日の再戦に手て柄がらを夢見て。

　剣けんを振ふるう勢いを弱め、兵たちは戦せん闘とう終しゆう了りようの合図を待った。

　ところが。

　ロムニア王国勢は一向に戦闘を終わらせる気配がない。

　日にち没ぼつとなれば、双方ともに阿あ吽うんの呼吸で、漸ぜん次じ、戦闘を終わらせるというのがふつうである。なのにロムニア王国軍兵士は未だ狂くるったように剣を振り、槍やりを突ついてくる。

　そうなると、諸国連合軍も撤てつ収しゆうの合図を送れない。

　黄昏たそがれの薄はく暮ぼの中、双方の兵士は止とめどころを見いだせないまま、剣を、槍を、振るい続けていた。

　やがてすっかり日が暮れ、辺りには夜の帳とばりが下りた。

　それでもロムニア王国軍は戦闘を止やめなかった。

　ロムニエゥス王は夜襲こそ選せん択たくしなかったが、夜戦は覚悟していた。というより、それを狙ねらっていた。午後の遅くに開戦し、夜になっても戦闘を継続するという、いわば二重の非常識によって、兵数の不利を補おうとしたのだ。そのため王は、自軍の精せい鋭えい部隊に徹底的に夜戦の訓練を施していた。

　夜になれば敵味方の識別ができなくなるので、自軍兵士には目印となる布を腕うでに巻かせていた。それでも見分けがつかない場合を考え、全兵士に符ふ牒ちよう──合い言葉を教え込んでいた。

　目印と合い言葉で、ロムニア軍兵士は暗くら闇やみの中でも敵味方を誤ることなく闘たたかえた。

　一方、諸国連合の兵士はそうはいかない。彼らは夜戦の準備など何もしていないのだ。夜の暗闇の中では、そこにいるのが敵なのか味方なのかわからず、結果、あちこちで同士討ちが発生した。

　やがて混乱は東域諸国連合軍全体に広まっていき、諸国連合の兵士は戦闘終了の合図を待つことなく、次々と後方に下がっていった。

　さすがに夜や半はんにはロムニア王国軍も兵を引いたため、その日の戦闘は日付が変わる頃ころに終しゆう了りようした。

　しかし。

　後方へ下がっても、諸国連合の兵は気が休まらない。

　非常識な夜戦を繰くり広ひろげたロムニア軍のことだ、いつ夜襲をかけてくるかわからない。そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれる。どれだけ見張りの兵を増やしても、兵はおちおち寝ねていられない。

　結局、彼らのほとんどは一いつ睡すいもしないまま夜明けを迎むかえることになった。

　一方、ロムニア王国軍兵士は、それなりの休息を取っていた。

　この差が翌日の戦闘に大きく影響したのは異論のないところだろう。
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　夜が明け、周囲が見通せるようになると、状じよう況きようは前日と一変していた。

　東域諸国連合陣地のあちこちに、櫛くしの歯が欠けたような空くう隙げきが見られた。夜襲を恐おそれた一部の部隊が大きく後退していたのだ。寄せ集め部隊の弱点がもろに出た恰かつ好こうだ。

　ただ一人の最高司令官を戴いただくのではなく、共同軍議制を採っている諸国連合軍は、臨機応変かつ強制力のある対応が取り難にくい。命令が出ない限り、各国の部隊は各国の王や首長の判断で動かし得るから、いざというときに後ご手てに回りやすい。その体制的欠けつ陥かんが、ロムニア王国軍が採った夜戦という戦術で図らずも露ろ呈ていしてしまったのである。

　櫛の歯が欠けたような相手の陣じん営えいを遠望したロムニエゥス王は、夜が明けた直後に戦せん闘とう再開の命令を下した。




　この時点での戦力は、ロムニア王国軍が十一万余だったのに対し、諸国連合軍は十三万しかいなかったと言われている。諸国連合軍は五万もの兵士が戦場から離り脱だつしていたことになる。

　昨夜の戦闘で死傷した兵はそこまで多くないから、その過半がロムニア王国軍の夜襲を恐れて大きく後方へと下がった部隊である。

　連合軍首脳は大おお慌あわてで下がった部隊へ早馬を飛ばし、戦場までの前進を命じたのだが、結局、彼らは決戦に間に合わなかった。

　兵力比に差がなくなると、ものを言うのは兵の気力、体力である。

　前夜、充じゆう分ぶんとは言わないまでもある程度の休息を取れたロムニア軍兵士に比して、敵の夜襲を恐れてろくに休めなかった諸国連合軍兵士は、開戦の時点で不利な条件を背負っているも同然だった。




　全軍に突撃を命じたロムニエゥス王は、連れてきた王子──自分の息子むすこたちにも参戦の命を下した。

　このとき参陣していたのは第一王子から第六王子までだったと言われている。

　サイファカール王子も二千の部隊を率いていた。

　十二万のうちのたった二千だから、お飾かざり部隊だったとは言えるのかもしれない。

　とはいえ、彼は弱じやつ冠かん十五歳の少年にすぎない。

　その年ねん齢れいで二千の部隊を預けられ決戦の場にいたという事実は、ロムニエゥス王がそれなりにサイファカールに期待していたことの表れと見ることもできよう。

　ここでサイファカールが父王の期待に違たがわぬ大活かつ躍やくを見せたとなれば話は簡単なのだが、そうではなかった。

　突撃を命じられたとき、サイファカールの部隊は弁当を食っていたのだ。

　早朝からの決戦となれば、朝飯を食べることはない。かといって、空きっ腹のまま昼過ぎまで闘うのも難しい。だから各部隊は、臨機応変に戦場の片かた隅すみで用意しておいた弁当を食うことがある。

　その弁当を、こともあろうにサイファカール部隊は夜が明けたところで食べ始めていたのだ。

「弁当を食べよう」

　とサイファカールが言い出したとき、当然、副官は猛もう反はん対たいをした。けれど、サイファカールは、いま食べなくては食べる機を失うと言い張った。

「どういうことでありますか」

　と詰つめ寄よる副官に、サイファカールはこう言ったという。

「正面の部隊が手て強ごわそうだから、たぶん、この戦線の友軍は苦労すると思うんだ」

「は……はい？」

「そうなると僕たちは友軍の側面掩えん護ごに動く必要が出る。それまではここを動かないほうがいいんだ。だから今のうちに腹ごしらえをしておくのさ」

「あの……どうして正面の部隊が手強いと？」

「揺ゆれていないからね」

「え？　あの、どういう意味でありましょう？」

「どっしりと落ち着いているように見える。だから手強いよ、あれは」

　副官は目を瞬しばたたいて、谷を挟はさんで陣じん取どる敵部隊を遠望した。だが、どれほど観察しても、サイファカールの言った「揺れていない」も「どっしりと落ち着いている」も実感できなかった。

　サイファカールがとくに怖おじ気けづいているようには見えない。だとすると、彼の目には本当にそれが見えているのだろうか。

　半信半疑ながらも副官はサイファカールの主張に従うことにした。もしもの場合、王子の命令には逆らえなかったと言い訳すればいい。そんな打算もあっただろう。

　そうして部隊の兵が弁当を食べ始めたところに、ロムニエゥス王から前進の命令が届いたのだった。




　そのときサイファカールは伝令の将兵に、

「今は弁当を食っているから、これを食べ終わったらね」

　と悪びれもせずに応えたという。

　彼の返答を伝令将校から聞かされたロムニエゥス王は、怒おこりもせず、呆あきれもせず、ただ笑っていたという。

　戦闘は意外にもサイファカールの予想どおりの展開となった。

　付近を任されていた第七と第八軍団を指揮する将軍の主力が突とつ撃げきをかけたが、敵の反はん撃げきを受けて突とつ破ぱは叶かなわなかった。敵部隊を突き崩くずすこともできなかった。どころか、主力を援たすけるはずの部隊の一部が逆に崩れ出す始末だ。おかげで主力も苦戦を強いられた。

「よし、そろそろ動こうか」

　弁当を食い終わっていた自分の部隊にサイファカールが前進を命じたとき、その戦線は膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

「敵部隊の側面を衝つくのでありますね」

　と勇む副官に、サイファカールは首を振る。

「べつに突とつ入にゆうする必要はないよ。突入する動きを見せるだけで、敵部隊は退ひいてくだろうからさ」

「あ、はぁ、そうなのでありますか？」

「たぶんね」

　首を捻ひねる副官を後しり目めにサイファカールは部隊を前進させ、前方で激突している敵味方を迂う回かいするように尾お根ねを回り込ませた。その際、旗や幟のぼりを打うち振り、鉦かねや太たい鼓こを叩たたかせ、鬨ときの声こえを上げさせた。それで敵の主力も、サイファカール部隊の機動に気がつく。

「敵の別働隊が自分たちの背後を衝こうとしている」

　そう思っただけで、連合軍兵士の腰こしは引け気味になった。

　他の戦線でロムニア軍が押しているのは正面の敵も把は握あくしているはず。無理に頑がん張ばれば、自分たちだけが敵の只ただ中なかに取り残される。そう思えば、無理に頑張れないだろう。それがサイファカールの読みだった。

　そして、そのとおりになった。

　第七軍団と第八軍団を頑がん強きように支え、むしろ押し返していた敵部隊は、やがて整然とした退たい却きやくを始めた。それを見たときに副官は、まるで狐きつねにつままれたような気がしたと、後に述じゆ懐つかいしたものだ。

　第七軍団と第八軍団及およびそれを補ほ佐さする部隊もかなりの被ひ害がいを出していたため、追つい撃げきはできなかった。

　その戦線では、ただ一隊、サイファカール部隊だけが無傷のまま終戦を迎えた。

　このときのサイファカールの行動とその狙いを正確に見み抜ぬいた者はほとんどいなかった。何しろ彼の副官ですら、よくわかっていなかったのだ。離はなれたところから遠望していた者には、サイファカールの部隊はまったく働かなかったと見えたかもしれない。そのため軍幹部のあいだでは、サイファカール王子はロムニエゥス王から叱しつ責せきされるのではないかという話が持ち上がった。

　しかし決戦が終わったあと、サイファカールが王から咎とがめられることはなかったから、もしかすると王は見抜いていたのかもしれない。

　この件に関して王は何も語らなかったから、様々な憶おく測そくを呼ぶことになった。

　大おお戦いくさに勝利した王の機き嫌げんがよかったからだとか、王はサイファカールに見切りをつけたからだとか、決戦を前に平然と弁当を食らうサイファカールの度量に感心したからだとかいう毀き誉よ褒ほう貶へんが王宮に飛び交ったわけだが、ともあれサイファカールがとんだ虚うつけ者だという評判が王宮と世間に広まる嚆こう矢しとなったのがこのときだったのは間ま違ちがいない。




　それはさておき。

　サイファカールが参戦しようがしまいが、ロムニア王国軍の勝利は動かなかったのも、また間違いない。

　その日の決戦で東域諸国連合軍は六万にも及ぶ死傷者を出し、ちりぢりばらばらになって敗走していった。

　一方、ロムニア王国軍の負傷者は一万ほどで、死者に至っては三千から四千程度だったというから、世界の命運を懸かけた決戦はロムニア王国軍の完勝に終わったことになる。

　もはや東域諸国連合にロムニア王国の覇は権けんを阻そ止しする余力はない。

　そのことを見切ったロムニエゥス王は焦あせらず慌あわてず、それから三年をかけてじっくりと敵対勢力を各個撃げき破はし、ついに西方世界ウエスタ・ムンドを手中にした。そうしてロムニア王国はロムニア帝てい国こくとなり、ロムニエゥス王は皇こう帝ていロムニエゥス一世となったのだった。




　その三年間、サイファカールが虚け者だという評判が覆くつがえることはなかった。

　むしろ評判はいっそう広まり、今では動かし難がたい事実であるかのように、世間の人々はサイファカールのことを「虚け王子」と呼んでいた。
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　そうして、サイファカールにまつわるこの物語は幕を開ける。
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「サイファカール様。サイファカール様！」

　直じき臣しんの若者たちと共に広大な皇こう宮きゆうの内庭で朝から球遊びに精を出していた第六王子──帝国が成立した今となっては第六皇おう子じだ──サイファカールは、自分の名を呼ぶ声に身動きを止め、振ふり返かえった。

　少し離れたところに立った若い女性が、こちらを睨にらんでいる。

　肩かたの辺りで切きり揃そろえた短めの髪かみ、少しきつめの目め許もと、広い額。それらが彼女に理知的な印象を与あたえている。優ゆう雅がな作りの長なが裳もが風に翻ひるがえり、引ひき締しまった白い脹ふくら脛はぎが見えた。

　サイファカールは彼女に手を振って声を返す。

「やぁ、教育官殿どのじゃないか」

「昨日も今日も朝から晩まで飽あきもせずに球遊びですか。まったく精が出ますね。学問のほうもそのくらい熱心にやっていただけるとありがたいのですが」

「勘かん違ちがいしないでほしいな。僕は球遊びだけしているわけじゃないよ？　昨日は釣つりもしたし、一昨日おとといはお忍しのびで城下に出て、市いち場ばで買い食いを……」

[image: ]

　女性の眉まゆが跳はね上がった。

「球遊びだけを非難しているのではございません！　日がな一日、遊び歩いていることを非難しているのでございます！　あなたがそんな有様だから、皇宮内だけでなく世間からも虚うつけ者と呼ばれてしまうのです！」

「あぁ、わかってる。わかっているよ。そんなに興奮しないで、ステラ。勉強なら遊びが終わってからちゃんとやるから、心配しなくてもいいんだよ」

「ステラ」はこの教育官の通つう称しようで、正式の名をステラステラという。

　つかつかと皇子の下もとへ歩み寄ってきたステラステラは、険しい表情でサイファカールを睨みつけた。

「昨日きのうも一昨日も同じことを仰おつしやっていたように思いますが？」

「いや、明日あしたからはちゃんとやる。僕は心を入いれ替かえたからね」

　そう言うサイファカールに疑念の視線を注ぎつつ、ステラステラは冷たく言い放った。

「明日やろうは馬ば鹿か野や郎ろう、という言葉をご存じですか、皇子？」

「……知らないな。誰だれが言ったんだ、それ？」

「わたしが今、言いました」

　かくっ、とサイファカールは小さくずっこけた。

「まぁ、サイファカール様が怠なまけ者もので怠たい惰だで不精者でろくでなしだという件はおいておくとしまして」

「同じことを重ねるなよ。っていうか、完全に僕を貶おとしめてるだろ、ステラ」

「いいえ。これは事実を直視した正当で真っ当な評価だと考えておりますが」

「酷ひどい言われようだな、僕」

「それよりも、サイファカール様」

「ん？　なに？」

「陛下がお呼びでございます」

　彼女が言った「陛下」とは、英えい雄ゆう王と呼ばれているロムニア帝国初代皇帝ロムニエゥス一世のことで、第六皇子サイファカールの実父である。長きに亘わたる統一戦争を戦い抜ぬいた英雄王は、昨年末、ついに世界帝国たるロムニア帝国の成立を宣言し、初代皇帝に即ついたばかりだった。

　それまで飄ひよう々ひようとした態度で教育官と接していたサイファカールだが、教育官の言葉に首を捻る。

「陛下が？　僕を？　なんの用だろ」

「なんの用かは存じませんが、早く行かれたほうがよいかと」

「そうだね。皇帝陛下に呼ばれたら行かないわけにはいかない。あ、今のは洒落しやれじゃないからね？」

「早く行かれたほうがよいかと思うのでございますが！」

「わ、わかってるって。そんなに怒おこると目め尻じりに皺しわができるよ、ステラ」

　彼女の視線が見ている者を凍こおらせそうなほど冷たくなった。ただでさえきつめの目許が完全に吊つり上がっている。伝説の蛇じや神しんメデューサもかくやと思われる恐おそろしさだ。

「早く、行かれた、ほうが、よろしいかと、思うので、ございますが」

「わかった。わかったから、そんな恐こわい顔で睨まないで」

「べつに睨んではおりません」

（噓うそばっか）

　という思いは隠かくして、サイファカールはかくかくと頷うなずいた。

「ああ、そうだね。早く行ったほうがいいよね。で？　政務棟とうに行けばいいのかな？」

　ステラステラは少し表情を緩ゆるめて応えた。

「さようでございます」

「じゃ、行ってくるか」

　サイファカールは球遊びの相手をさせていた十名ばかりの臣下を呼び集め、

「僕は陛下に呼ばれたから拝謁しにいく。みんなは持ち場に戻もどるように」

　と言って臣下を解散させると、教育官に軽く右手を挙げた。

「お遣つかい、ご苦労様、ステラ」

　と労ねぎらって、サイファカールはその場から立ち去ろうとしたのだが。

　彼の背中へ、ステラステラが囁ささやくような声をかけた。

「サイファカール様」

　ステラステラの声は予想外に真しん剣けんな響ひびきを帯びていた。

　思わず足を止めたサイファカールが、振り返って彼女の顔を見つめると、ステラステラ教育官は恭うやうやしく低頭し、抑おさえた声で語りかけてきた。

「陛下の御お言こと葉ばにはお気をつけください。表面だけに囚とらわれてはなりません。御言葉には表があれば裏もございます」

　サイファカールは微かすかに眉を寄せる。

「……忠告、痛み入るけど、どうしてそれを君が言うのかわからない。君は陛下から僕を見張るように言われて僕の教育官に就ついたんじゃないのかい？」

「わたしは皇子の教育官でございますから、皇子のために心を砕くだくのは当然のことでございます」

　サイファカールは自じ嘲ちようの笑みを浮うかべ、

「それはありがたいね。ありがたくて涙なみだが出そうだ。忠告、肝きもに銘めいじておくよ、ステラ」

　と言うや、くるりと体の向きを変え、足早に歩み去っていった。

　その背中を見送ったステラステラは誰に言うともなく口の中で呟つぶやきを漏もらす。

「さて、果たして、英雄王の息子むすこは次代の英雄たり得るのかしら。それとも英雄が必要とされる時代なんて、もう来ないのかしら」
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「よう、馬ば鹿か息子。元気にしていたか？」

「とりあえずは元気ですよ」

　皇宮政務棟に多数ある執しつ務む室の一室でサイファカールを迎むかえた英雄王──サイファカールの実父にして今や初代皇こう帝ていロムニエゥス一世となった男──は執務机の向こうに置いた大きな椅い子すから立ち上がり、革張りの長椅子を指し示した。

「座りな」

「……ええ、はい」

　サイファカールが長椅子に腰こしを下ろすと、皇帝もその対面に腰を下ろした。

　初代皇帝は大おお柄がらな体から覇は気きを撒まき散ちらしている。べつに意図してやっているわけではない。この男の場合、ただそこにいるだけで、覇気、闘気といったものが自然と全身から滲にじみ出てくるのだ。

「そう緊きん張ちようするなって。余人は交えないで、父と子の話し合いだ」

　そう言って笑ったロムニエゥス一世は、長ちよう卓たくの上の酒さか瓶びんを手に取り持ち上げる。

「葡ぶ萄どう酒しゆだ。飲むか？」

「いえ、僕はけっこうです」

「そうか。俺はおまえの年にはもう嗜たしなんだけどな」

「酒なんて、年で飲むものじゃないでしょう？　単なる嗜し好こう品ひんですよ」

「酒も飲まん男は大物になれんぞ？」

「大物になるつもりはないですから、どうかおかまいなく」

　皇帝は、くくっ、と笑って、硝子グラウス製の酒しゆ杯はいに手て酌じやくで葡萄酒を注いだ。

「侍じ女じよを呼べばいいのに」

「言っただろ。余人を交えず、親子の会話だってな」

　サイファカールは小さく肩をすくめ、ですか、と返した。

「で、なんのお話です？」

　赤い液体を飲み干した皇帝は、酒杯をゆっくりと卓に戻した。

「ようやく俺の望んだ世界帝てい国こくが成った」

「ですね。おめでとうございます。おかげで世界に平和がもたらされました」

「だが、この平和は仮かり初そめのものだ。恒こう久きゆう的てきな平和を勝ち取るには、まだまだやらなきゃならんことが山積している」

「まぁ、そうなんでしょうね。頑がん張ばってください」

　とサイファカールが他ひ人と事ごとのように言うと、皇帝は目を細めて皇子を見た。

「いや、俺が頑張るだけじゃ駄だ目めだ。その仕事は俺の代に留まらない。次代、次次代へと引き継つがれていくだろう」

「はぁ。では、兄上にも頑張ってくださいと言っておきますか」

　というサイファカールの言葉を無視して、皇帝は話を続ける。

「俺の見たところ、その仕事、皇太子には少しばかり荷が重いな」

「…………」

（何を言い出すつもりだ、親父おやじ殿は）

　サイファカールは疑わしそうな目を遠えん慮りよなく皇帝に向け、彼の次の言葉を待った。

「どうだ、サイファ？　おまえ、俺の跡あとを継いで、恒久的な平和を世界にもたらす仕事をする気はないか？　つまり、俺が亡きあとは俺の創り上げたこの世界帝国をおまえにくれてやろうっていう話なんだが」

　サイファカールは、なんとか驚おどろきと動どう揺ようを抑えた。

（なるほど。ステラが言ってたのはこのことか。僕が『いただきます』と応えれば、謀む反ほんの意図有りということで、即そく座ざに僕を捕つかまえるつもりなんだな。そういえば）

　余人を交えずと皇帝は言ったが、控ひかえの間まに人の気配がする。侍女や侍じ従じゆうが控えているのだろうと思っていたが、そうではなく、武装した兵を入れているのかもしれない。サイファカールが「いただきます」と応えた瞬しゆん間かん、隠れていた兵たちが槍やりの穂ほ先さきを煌きらめかせて部屋に雪な崩だれ込こんでくるに違ちがいない。

（その手には乗らない）

　サイファカールはげんなりとした表情を作って、力なく首を左右に振ふってみせた。

「遠慮しておきますよ。それこそ荷が重すぎる。僕なんか、担いだとたんに押おし潰つぶされてしまいますしね。もっと楽しく気楽に人生を生きてみたいんです、僕は」

　しばらくのあいだ父と子は互たがいに無言のまま見つめ合った。二人の視線が交わり、目に見えない火花が散ったのをサイファカールは自覚する。

　そうしてどれほどの時間が経過しただろうか。サイファカールは半はん時ときも睨にらみ合っていた気がしたが、実際には十かそこらを数える程度の間だっただろう。

　やがて皇帝は徐おもむろに口を開いた。

「だったらサイファ、おまえこの先、どうするつもりだ？」

　そんなふうに皇帝が訊きいてきたということは、この場で問答無用とばかりに取り押さえられることはなさそうだ。サイファカールは内心密かに安あん堵どの息を漏らす。

（いやいや、安心するにはまだ早い。ここからの受け答え一つで、やはり謀反の意思ありと見なされかねない。慎しん重ちようの上にも慎重に受け答えをしなくては駄目だ）

　サイファカールはそう自分に言い聞かせた。

「どうしましょうかね。気楽に国内を旅して巡めぐり歩あるくなんてのが僕の好みですけど」

「できたばかりの俺の帝国には、無む駄だ飯めし食いを養っておくほどの余よ裕ゆうはねえな」

　サイファカールは、はぁ、とため息を吐ついてみせた。

「仕方がないですね。では、どこか地方の街にでも出向いて、帝国の平へい穏おんと世界の平和の一いつ端たんを担うために働きますよ」

「そうしてくれると俺も助かるんだがな」

　皇帝は意味ありげに言葉を切って息子を見やってから言葉を継いだ。

「いいのか？」

「いいも悪いもないでしょう？」

「帝てい都とを出たら、もう戻ってこられないかもしれないぜ？」

「それも仕方がありませんね。僕には皇太子の邪じや魔まをする気はこれっぽっちもありませんから、お気き遣づかいなく」

「俺はおまえの器量を知っている。だけでなく、おまえが跡あと継つぎに相応ふさわしくはないことも知っている」

　サイファカールは苦笑して頷いた。

「ええ、僕もよく知っていますよ」

　しかし、ロムニエゥス一世は少しも表情を緩めないまま、あくまで真剣な面持ちで畳たたみかけてきた。

「おまえは俺と似ているんだよ。新しく創り出すことはできるが、今あるものを維い持じしていくことはできまい。乱世においては英えい雄ゆうだが平時においては奸かん雄ゆう……というやつだな」

「買かい被かぶりだと思いますけどね。僕の評価は、偉い大だいなる英雄王の息子とも思えない虚うつけ者……というものですよ」

　皇帝は初めて表情を崩くずし、ははっ、と短く笑った。

「俺の目を節穴だと思ってんのか。おまえの評価は、おまえが道化師として振ふる舞まうからこそ定着したものだ。おまえの真価はそんなものではあるまい」

「……それこそ買い被りもいいところだ」

「まぁ、おまえが虚け者であろうとなかろうと、こうして帝国が成立した今となっては、おまえの出番はないということだけは言えるな」

「それも充じゆう分ぶんに承知していますよ。何度も言いますが、僕には兄上の、皇太子殿でん下かの邪魔をするつもりはありません」

　皇帝は笑みを消し、険しい目つきになった。

「おまえにはなくても、おまえを担ぎ出そうとする輩やからがいるかもしれない。俺の若い頃ころの姿をおまえに重ねる重臣がな」

「ですから。買い被りですって」

「俺やおまえがどう思っているかなど関係ないんだよ。臣下がどう思っているか、それがすべてなのさ」

「そんなもんですかね」

　皇帝は葡萄酒の入った瓶びんを持ち上げると、空の酒しゆ杯はいに葡萄酒を注いだ。酒杯の半分ほどを一息に飲み干してから皇帝は酒杯を卓に戻す。そうして間を取った皇帝は、何かを懐なつかしむような顔になって天てん井じようを見上げた。

「俺はこれまでずっと戦場を駆かけ巡ってきた。多くの将兵と共にな。俺と共に戦場を駆けてきた将軍の中には、平和な世界が飽あき足たらないと感じる者も出てくるだろう。そういう奴やつらの目に留まるのが、サイファカール、おまえというわけだ」

　サイファカールは己の眼前で掌てのひらを振った。

「いやいや、買い被りも度が過ぎると嫌いやみにしか聞こえませんって」

　皇帝の目が細められる。

「謙けん遜そんも度が過ぎると腹に一いち物もつ抱かかえてるって疑われるぜ？」

　サイファカールは内心で、ちっ、と舌打ちをする。

（今の答えは、少しばかりしつこかったかな）

「『狡こう兎と死して走そう狗く烹にらる』っていう言葉があるらしいな？」

「聞いたことがありますよ。獲え物ものの兎うさぎがいなくなれば、追いかける犬も要いらなくなるってヤツですね」

「それだ。平和な帝国には、いつまでも戦をしたがる将軍なんか要らねえのさ。そういう連中は、二代目の仕事の邪魔になるかもしれねえ。だから俺はこの先、そんな連中を少しずつ整理していこうと思ってる」

「まぁ必要なことなんでしょうね」

「だが、いますぐには無理だ。帝国臣民の目には、俺と共に戦場を駆け抜ぬけた将軍たちの勇姿が鮮あざやかに焼き付いているからな。いま連中を粛しゆく正せいすれば、俺に対する非難、不満が湧わき上がる虞おそれがある」

　サイファカールは小さく肩かたをすくめてみせる。

「世界帝国の初代皇帝ともなると用心深いことで」

「守る物が大きくなればなるほど、用心深くならなきゃいけないってことだ。おまえにもいずれわかる日が来るだろう」

「今の僕には、守らなきゃならない物なんか何もありませんよ」

「だから、いずれの話だよ。いいから話を聞け」

「べつに僕が話の腰こしを折ったわけじゃ……いえ、どうぞ続けてください」

「つまりだ」

　と言って皇帝は上体を乗り出した。

「そういう連中は皇太子に不満を抱いだくかもしれねえ。皇太子は帝国を維持することはできても、新たな領土を獲かく得とくするには不向きな男だからな。だが、これ以上の領土なんか要らないんだ。これ以上を得ようとしても、仮に得たとしても、労多くして益少なしだ。維持する見返りより維持する苦労のほうが大きくなる。だが軍いくさ馬ば鹿かにはそれがわからない」

　初代皇こう帝ていは目を細めて第六皇子を見やった。

「おまえ自身がどう思うかではなく、そういう奴らがおまえに目を留める危険があると俺は言っている」

「…………」

「だから、おまえには帝都にいてほしくないわけだ。わかるか？」

「ええ、わかりますよ。つまり、国を出て行けということですね？」

「そうじゃねえ、そうじゃねえ」

　皇帝は大おお仰ぎような身み振ぶりで右手を振った。

「おまえは俺の可愛い息子むすこだ、問答無用で切り捨てるなんてことができるわけねえ」

（いやいや、あなたなら平気で切り捨てるでしょうに）

　とサイファカールは内心でツッコんだが、そんな思いは微み塵じんも感じさせないまま、

「では、どうしろと仰おつしやるのです？」

　と訊いてみる。

「おまえに新しい任地と新しい役目をくれてやろう」

「へえ。で、僕はどこで何をすればいいんですか？」

「おまえの任地は東辺境州だ。具体的には要よう塞さい都市アル＝アラだな」

　さすがのサイファカールも今度ばかりは動揺を隠かくせなかった。

「いやいや、あそこは……」

「そうだ。帝てい国こくの北の関門。北方蛮ばん族ぞくに対する防ぼう波は堤ていである要塞都市。いま帝国で唯ゆい一いつ、臨戦態勢を維持している街といっていい」

　サイファカールは長なが椅い子すの背もたれに背中を預け、首を後ろに倒たおすと、天井を見上げて大きなため息を吐つく。

「ずいぶんな場所へ飛ばされるものですね」

「さすがのおまえも怖おじ気けづいたか」

　顔を戻もどしたサイファカールは、そうですね、と頷うなずいた。

「もう膝ひざがガクブルしてますよ」

「暴れたくなったら、北の高原にでも行って暴れてこい」

　皇帝は、くくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

「北の高原地帯には三十万からの騎き馬ば民族がいるらしいからな、暴れがいがあるぞ？」

「そんな自殺行こう為いはしたくありませんが、向こうが攻せめてくれば迎げい撃げきしないわけにはいきませんね。で、兵はどれほど付けてもらえるのです？」

「兵は付けない」

　サイファカールが目を剝むいた。

「はぁ？　どういうことです？」

「向こうにいる兵力だけでやってくれってことだ」

　サイファカールが疑わしそうな目を父に向けた。

「……アル＝アラには、どの程度の兵がいるのです？」

「軍団が一つだから、五千か。いや、今は四千だったか？」

（そういうことか！）

　サイファカールは得心がいった。

　要するに英雄王──初代皇帝は、サイファカールを使い捨ての駒こまとして辺境で働かせ、擂すり潰つぶしてしまおうと考えているのだ。

「その兵力で三十万もの蛮族を相手にしろと？」

「あそこは天険の地に建つ要害だからな。守るだけなら大兵力は要らない」

　と応えた皇帝は、内心で密かにこう付け加えた。

（もっともあそこは、守将も守兵も、大半がなんらかの罪を犯して中央から追われた奴らばかりだがな）

「ちょっと頭が痛くなってきました」

　サイファカールは上体を折り、頭を抱え込んだ。そんな彼を冷ややかに見つめながら、皇帝はきっぱりと断言する。

「おまえを東辺境州の州官に任命する。任地はアル＝アラだ。まぁ、東辺境州にはアル＝アラ以外に都市というほどの都市はないから、自動的にそこになるわけだが。最初に言っておくが、勝手にアル＝アラを離はなれたら謀む反ほんの意志ありと見なす」

　サイファカールは情けなさそうな顔になって皇帝を見やった。

「そんなことはしませんって」

「任地への移動、その他の詳くわしいことは執しつ務む官たちから聞いてくれ」

　話はそれで終わりだとばかりにロムニエゥス一世は手を挙げて寄よ越こした。

「達者でな」

「えぇと、最後に一つだけお訊ききしたいんですが、アル＝アラに駐ちゆう留りゆうしてる兵や指揮官、今の州長官なんかは僕の指揮下に入る……という理解でいいんですよね？」

　王はまたもや、くくっ、と笑った。

「ああ、それでいい。思う存分にこき使ってやるがいい」

　そして腹の中でこう付け加える。

（ただし、連中がおまえの言うことを素直に聞くかどうかは知らんが）

「それと。アル＝アラの軍団はここしばらく補ほ充じゆうされていないので、四千近くまで兵数を減らしているはずだ。規定の五千までなら兵を増やしてもかまわない」

「そうですか。ありがとうございます」

　と応えつつも、サイファカールは内心で密かにため息を吐ついた。

（やれやれ。帝てい都とから追われる可能性は考えていたけど、まさか行き先が東辺境州のアル＝アラだとは思わなかった。参ったね。これは本気で戻ってこられないかもしれない）

　何しろアル＝アラは帝国の版はん図との外れもいいところだ。版図の外れというより、むしろ版図から外れていると言っても過言ではない。たとえアル＝アラの兵を手足の如ごとく自由に扱あつかえるようになったとしても、帝都まで遠すぎる。途と中ちゆうにある拠きよ点てん都市には軍団が幾いくつも駐留しているから、一個軍団（＝五千）では兵力が足りなすぎる。

　それだけではない。

　北方の蛮族は数年前に英えい雄ゆう王が率いる部隊に手痛い敗戦を喫きつしたため今はおとなしいが、隙すきあらば帝国の領域を侵おかそうと狙ねらっているのだ。もし蛮族の通過を許せば、任務に失敗したとして解任されるだろう。

　解任されればサイファカールにはもう行くところがない。失敗の責任を追つい及きゆうされて帝都へ連れ戻されるかもしれない。その状じよう況きようで帝都に戻っても、行き先はきっと牢ろう獄ごくだ。あるいは蛮族を相手に戦い、討ち死にするか。討ち死にしないまま、辺境で年老いていくか。いずれにせよ、サイファカールの未来は閉ざされたも同然だった。

（こうなったら、一か八か挙兵して親父おやじ殿どのを……）

　と考えかけたサイファカールは、慌あわてて脳裏に浮うかんだ野望を打ち消した。

（それは相手の思う壺。こんな話を僕にした以上、親父殿が僕の決起を考こう慮りよに入れていないはずがない。むしろ、それを誘ゆう発はつするための話だったかもしれない。相手の思おも惑わくに乗っては駄だ目めだ。決起の意志など毛頭ないということを親父殿に知らせるため、兵だけでなく、僕は僕の家臣全員を連れていかないほうがいいかもね。アル＝アラへ連れていくのはごく少数に絞しぼって、あとの者には暇ひまを出そう。もっとも、辺境へ追いやられた皇子にこれまでと変わらず仕えようなんていう家臣など、そうはいないだろうけどね。それはともかく。ここは隠いん忍にん自じ重ちようの一手だ）

　それでどんな未来が開けるのかはまったく見えないし、やはり開けない可能性も高い。

　しかし、サイファカールは忍にん耐たい強づよかった。

　彼のこの忍耐が結果として彼に新しい未来を開くことになるのだが、この時点では本人にも夢想だにできていなかった。

「任地に赴ふ任にんするための準備が必要です。どのくらいの猶ゆう予よをいただけます？」

　とサイファカールが訊くと、皇帝は、そうだな、と考え込んだ。

「……一いち旬じゆん日くらいあればいいか？」

　一旬日では、ろくな準備もできないだろう。けれど、それ以上引ひき延のばすのは得策ではない。何か策を講じているのではないかと疑われては困る。

（むしろ着の身着のままで出立したほうがいいな）

　サイファカールはそう決断した。

「連れていく兵も家臣もいないわけですから、そこまでかかりませんよ。五日もあれば、たぶん大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「そうか。おまえがそう言うなら俺はかまわないがな」

「では、これで失礼します、陛下」

　サイファカールは静かに立ち上がった。

「どうかご息災で」

「おまえもな」

　五日で大丈夫とサイファカールは言ったが、それは強がり、瘦やせ我が慢まんだ。家いえ屋や敷しきの処分、家臣の整理と新しい就職先の手配、連れていく家臣の選別、知人、要人への挨あい拶さつと、しなくてはならないことは多た岐きに亘わたる。

（そして任地は辺境の要塞都市アル＝アラと来たものだ）

　暗あん澹たんとした心持ちで、サイファカールは皇帝の執務室をあとにする。

（もっとも、とりあえずは虎こ口こうを脱だつしたことになるんだろうから、そこは喜ばないとね。親父殿の気が変わらないうちに急いで手て筈はずを調ととのえ、さっさと帝都を出ないとならないな。忙いそがしくなりそうだ。しかも、準備をしているあいだも皇宮の動向には気を配らないとならないし。まったく頭が痛い）

　サイファカールは頭の中で様々な手筈を組み立て、対応策を練る。それでも、かなりの部分までが出たとこ勝負になるのは避さけようもなかった。
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　サイファカールが執務室を出て行くと、控ひかえの間まに通じる扉とびらが音もなく開き、完全武装の将が一人、入ってきた。

「ジゥジアーロか」

　ジゥジアーロは皇帝親衛隊の隊長だ。そうでなければ、完全武装のまま皇帝の執務室に入れるはずがない。

「行ってしまわれましたな、サイファカール様。ですが……よろしかったのです？」

「何がだ？」

「あのような御ご仁じんを帝てい都とから遠ざけるだけでいいのですか、という意味と、陛下のご子息の中でも有能なサイファカール様を辺境などに置いておくのはもったいないのではありませんか？　という二つの意味でございます。それに、アル＝アラとなれば、蛮族との戦で命を落とす危険もございます」

　皇こう帝ていは声を抑おさえて笑った。

「おまえの指し摘てきはもっともだ。そう、たしかにあいつは有能さ。上う手まく使えば効こう験けんあらたかな霊れい薬やくになる。だが、使い方を誤れば劇毒になる。そして上手く使えるのは俺くらいだ。そんな危険な奴やつは帝都にいないほうがいい」

「そういうものでございますか」

「あいつの危険さ、有能さは、蛮族相手に発揮してもらえばいいのさ。もしも蛮族相手に討ち死にするようなら」

　皇帝はそこで言葉を切ると、小さくため息を吐いた。

「それまでの奴だったってことだな」

　ジゥジアーロは感情を見せず、ただ頭を下げた。

「かしこまりました」

「だから、あいつがおかしな動きでも見せない限り、とりあえず手出ししないように重臣どもにも伝えておけ」

「それもかしこまりました」

「俺はな」

　と言って皇帝が酒しゆ杯はいに手を伸ばしたので、ジゥジアーロは腰こしを折り酒さか瓶びんを手に取って、皇帝の酒杯に葡ぶ萄どう酒しゆを注いだ。二十年以上も共に戦場を駆かけてきた二人には、肝かん胆たん相あい照らすというほどの絆きずながある。皇帝も、ジゥジアーロの前では本音を漏もらせるのだった。

「サイファのことは息子むすことして愛している」

　そこで言葉を切った皇帝は、酒杯を口許へ運び、一気に葡萄酒を飲み干した。

「だがな、俺は皇帝だ。息子への愛より、帝てい国こくの維い持じ安あん寧ねいのほうが大だい事じなんだよ。だから帝国の安寧を乱す危険因子であるサイファは帝都には置いておけない。これが危険なだけの男なら謀ぼう殺さつしてしまってもかまわないんだが、生あい憎にくとあいつは有能だからな」

　酒杯を静かに卓たくに戻もどした皇帝は、淡たん々たんと言葉を継ついでいく。それはジゥジアーロに対する説明ではなく、たんに己自身の気持ちの整理をつけているだけなのかもしれない。

[image: ]

「俺は、俺があいつを息子として愛してるかどうかとは別の次元で、あいつを殺すことは躊躇ためらってしまう。いざというときの切り札として残しておきたいというのが偽いつわらざる本音なんだよ。もちろん、いざというときなんか来ないほうがいいんだが、明あ日すのことなぞ、誰だれにもわかりゃしないからな。まぁ、そういうことだ」

　ただの武人であるジゥジアーロには、皇帝の言うことがよく理解できなかった。ただ、彼の主人が、とてつもない重責をその肩かたに負っているのは知っている。

　皇帝陛下ともなると大変だな、と思うばかりだ。

（そして皇帝陛下の息子に生まれたサイファカール様も、な。できれば、お二人が相争う事態になど、ならないといいのだが）

　というジゥジアーロの願いは意外な形で実現するのだが、現状、それを予測する者など世界に誰一人としていなかった。
















　　　　１




　父である初代皇帝、ロムニエゥス一世からアル＝アラ行きを命じられた翌日、サイファカールは自身の家臣を評ひよう定じようの間まに集めた。

　集まった者は五十人ほどいただろう。彼らは第六皇子直属の家臣であり、彼らの主人は、あくまでサイファカールということになる。

　もっとも、最後までサイファカールに従おうという覚かく悟ごのある者がどれだけいるのかはわからない。そしてサイファカールは、それほど多くないと予想している。アル＝アラへ連れていく者は、最後まで自分に従ってくれる者でないと困るのだ。

　どれほどの困難に直面しようとも、どれほどの危難に襲おそわれようとも、最後まで自分を信じて付いて来てくれる者だけを連れていく。いま必要なのは数ではなく質だというのが、サイファカールの考えだった。




　長卓が取とり払はらわれた評定の間に並べられた床しよう几ぎに全員が腰を下ろし、椅い子すに座った皇子と相対していた。

「…………というわけで、僕はアル＝アラへ赴おもむくことになった」

　サイファカールが新しい任地を告げると、集まった家臣は目を見開き、声を失った。

「東辺境州は遥はるかに遠く、アル＝アラはさらにその最さい奥おうだ。こうなった以上、全員を連れていくわけにはいかない。皆みんなには家族があり、将来がある。だから僕は君たちに暇ひまを出そうと思う。新しい働き口が見つからない者は、出発するまでに探しておくよ」

　努めて明るい口調でサイファカールがそう言うと、何人かの家臣が立ち上がった。

「わたくしは皇子に付いていきます！」

「わたくしも！」

「ぜひお連れください！」

　だがサイファカールの応えはにべもなかった。

「それはできない」

「どうしてですか!?」

「君たちにこれまでどおりの俸ほう給きゆうを払う余よ裕ゆうがない……というのがいちばんの理由だな。皆の忠誠心には感謝しているけど、ただ働きはできないだろう？　僕もただ働きを強しいるのは気が進まないしね。だから、君たちは君たちの生活を守るために残ってくれ」

　そう皇子に諭さとされ、勢いよく立ち上がった家臣たちは力なく腰を落とした。

（俸給の話は効果絶大だね）

　サイファカールは内心で苦笑するが、彼の本心は違ちがうところにある。

　全員にこれまでどおりの俸給を支し払はらうのは無理なのだが、それより、家臣の中に皇帝や皇太子の息がかかっている者が混じっている可能性があるほうが問題だった。誰が内通しているかわからないのが厄やつ介かいなのだ。そういう者を連れていけば、アル＝アラでの一挙手一投足が筒つつ抜ぬけになる。べつに兵を挙げるつもりなどないが、自分の言動が筒抜けというのは何かのときに不利になるだけである。だからこそ、連れていくのは本当に信の置けるごく少数の者だけにしたかった。

（でも、僕が連れていきたいと思う者が僕に付いてきたいと思うかはわからないけどね）

　そんなことを思いながら、サイファカールは家臣一同の顔を見回した。

「短いあいだだったけど、これまでの皆の働きには感謝している」

　そう言って皇子は椅子から立ち上がる。

「新しい働き口について相談がある者は、遠えん慮りよしなくていい、いつでも来てくれ。出発の準備やここの整理には三日や四日はかかるからね。出発は五日後。それまでに、ある程度身の振ふり方を決めておいてくれると、僕も安心して旅立てるというものだ」

　そう言って王子は家臣に手を振った。

「では解散」

　家臣の何人かは目に涙なみだを浮うかべていた。その姿を見ると少し胸が熱くなるサイファカールだが、その反面、あれが演技ではないという保証はない。

（これからは、あらゆる局面において命いのち懸がけだ。危険な任地で僕が背中を預けられる者は残念ながら、あの中のほんの一ひと握にぎりさ。さて、そいつらはどう出るかな）

　王子は何人かの家臣の顔を脳裏に思おもい浮かべた。

（連中が僕を見捨てて帝てい都とに残ると言うのなら、それはそれで仕方がない。僕を信しん頼らいして付いてきてくれない者など、僕も信頼できないんだし）

　まずは出発までの数日間が最初の関門だな、とサイファカールは覚悟を決めた。
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　サイファカールが自身の執しつ務む室へ戻ると、当然の顔をして教育官のステラステラが付いてきた。

「どうしたのかな、ステラ？　もう皇宮から僕宛あての書類は回ってこないし、準備に忙いそがしいから君に勉強を見てもらう暇ひまもない。早くここを出る支度をしたほうがいいよ？」

　自分の椅子に腰を下ろしたサイファカールをステラステラは執務机越ごしに睨にらみつける。

「何を仰おつしやっているのです？」

「は？　何を……とは、なんのことだい？」

「ですから。わたしは皇子の教育官なのですよ？　皇子の新しい任地まで付いていくのが当然ではありませんか」

「え？　君が？　アル＝アラへ？　来るって言うのかい？」

　サイファカールとしては珍めずらしく素直に驚おどろきの色を顔に浮かべていた。

（どういうつもりだ、ステラは？　教育官の仕事はあくまで帝都において……だろうに。アル＝アラのような辺境まで僕に付いてくると？　仕事熱心にもほどがある。あるいは、もっと別の思おも惑わくがあるのかな）

「どうして？　僕が帝都を出ていけば、君はもうお役やく御ご免めんだろう？」

「わたしは皇こう帝てい陛下から皇子の教育官を任命されましたから、陛下のお許しがなければ、その任を離はなれることはできません。皇子の行く先がどこであろうと、ただ黙もく々もくと付き従うだけでございますが」

「ステラの言い分は正論だけど……」

　たとえ本当の理由はどうであれ、ステラステラがアル＝アラまで一いつ緒しよに来ると申し出てきたことに、サイファカールは驚くと同時に困こん惑わくもした。

（勉学にあまり熱心じゃない僕のことなど、もう愛想を尽つかしたかと思ったんだけどな。まだ僕を真ま人にん間げんに戻もどそうとする気力をなくしてないのか。それとも、あくまで僕を見張り続けろと言われているのか）

　ステラステラは皇帝から送り込まれた教育官。つまりはサイファカールの見張り役でもある。

　教育官としてサイファカールの身近にいれば、彼の思惑や思考を読み取れるだろうし、彼と交わる人物も確認できる。ステラステラはそれを期待されて送り込まれたはずだが、教育官として優ゆう秀しゆうな彼女は、皇帝の側にしても遊ばせておいていい手て駒ごまではない。自分がアル＝アラへ向かうとなれば、当然、ステラステラは呼よび戻されるだろうとサイファカールは思っていた。

（ということは、この申し出は本当に彼女の意志によるものだと？　う～ん、だとすると……どうしよう、困ったな。いや、むしろこれは歓かん迎げいすべき事態なのかな？　見張り役だということがわかっていれば、逆に僕が意図する情報を皇帝の側に流すことも可能になるわけで。彼女が僕に関する報告を定期的に親父おやじ殿どのに送ってくれれば、痛くもない腹を探られる虞おそれは減る……か）

　サイファカールは珍しく迷っている。そこでもう一度、彼女の意志を確認しておく。

「でも、君はそれでいいのかい？　アル＝アラは恐おそろしいまでに辺境だよ？　地の果てと言ってもいいくらいだ。蛮ばん族ぞくが襲ってくる危険だってあるんだし」

「仕方がありません。陛下は引ひき揚あげてもよいと仰ってくださいましたが、一度引き受けてしまった以上、皇子の教育官としては、たとえ辺境だろうと地の果てだろうと地の底だろうと、あなたの任地までご一緒するしかないのです」

　いつもの突つっ慳けん貪どんとした口調ながら、どうも彼女は本当に自分の意志で同行を申し出ているようだ。

「僕、ちょっと感動したよ、ステラ。まさか君がそこまで職務に忠実だったなんて思わなかったからね」

　ステラステラは、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「蛮族が襲ってきたときは、皇子を見捨てて一目散に逃にげ出しますので、ご心配なく」

「僕の感動を返せ！」

「冗じよう談だんでございますよ。蛮族が襲ってきたときは」

　そこで言葉を切ったステラステラは、意味ありげにサイファカールの顔を見つめた。

「皇子がなんとかしてくださるのでしょう？」

　サイファカールは微び苦く笑しようを浮かべて頭を搔かいた。

「どうかなぁ。相手は三十万もいるって話だからね。一方、アル＝アラの守兵は、現状、四千くらいらしい。軍団の定数まで増やしていいって話だけど、それにしたって五千だし。その兵力で僕にどうしろと？」

「それでも、皇子ならなんとかしてくださると、わたしは思っております」

　サイファカールは大げさに肩かたをすくめてみせる。

「過大な評価、痛み入るね。それとも皮肉なのかな？」

「わたしは嫌いやみや皮肉を言うような女ではございません」

「そうか。嫌みや皮肉は言わなくても、噓うそは吐つくんだね」

「…………」

　ステラステラの目が、見ている者に寒気を感じさせるほど冷たい光を放った。

「あぁぁ、えっと……」

　サイファカールは思わず頭を下げてしまった。

「ごめんなさい」

　ステラステラは、ぷっ、と小さく噴ふいて表情を和らげた。

「間ま違ちがったことを言ったと思ったら、言い訳をせず誤ご魔ま化かしもせず、すぐに謝る。それが互たがいの関係をよりよいものに保つための秘ひ訣けつです、皇子」

　顔を上げたサイファカールは、やれやれと頭を振った。

「教育官殿の言葉は、いつも含がん蓄ちくがあって示し唆さに富んでいるね」

「そうでなくては、あなた様の教育官など務まりません」

　サイファカールは、はは、と力なく笑う。

「ともあれ、君が来てくれるというのは心強い。とても心強いよ、ステラステラ。これは僕の本心だからね？」

　と応えてから、サイファカールは密かに心の中でつけ加えた。

（理由がどうであれ、ね。そして君の本音が今一つわからないけどね）

　人の思考や行動を読むことに長たけている皇子だが、微び妙みような女心には疎うといようだった。

「ありがとうございます。微び力りよくではありますが、新天地へ赴く皇子を多少なりとも支えていけたらと思っております」

「こちらこそ、期待しているよ」

　と頷うなずいたサイファカールは、さて、と壁かべに掛かかった布製の地図に目をやった。

「アル＝アラか。あとは誰だれが付いてきてくれるのかな」

　そんなサイファカールの言葉を待っていたかのように部屋の外で衛兵の声が上がった。

「サイファカール様。リ・イン様がお見えになりました」

　その声を聞いてサイファカールの顔が輝かがやいた。

「入れてくれ」
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　開けられた扉とびらから一人の女子が顔を覗のぞかせた。

　東方世界イスタ・ムンド特有の裾すそ割れした長なが裳もに身を包んだリ・インは、この辺では見られないような黒くろ髪かみで、明らかに異い邦ほう人じんだということがわかる。背はステラステラより低くて可愛らしい印象だが、独特の衣装の胸部は大きく盛り上がっている。その山の頂いただきは、ステラステラのそれよりも確実に高度があった。

「席を外しましょうか？」

　と言うステラステラをその場に留め、サイファカールは両手を広げて立ち上がった。

「やぁ、リ・イン、よく来てくれた。今日は暇いと乞まごいかな？」

　サイファカールの執務机の脇わきに立っているステラステラにちらっと視線を送ったリ・インだが、すぐに視線を皇子に戻し、足早に室内を横切って近づいてきた。そして彼の執務机の前で足を止めると、上体を反らせ気味に腕うで組ぐみをして眼前の皇子を睨みつける。

「我が暇乞いをするために来たと思っているなら皇子は底の知れぬ阿あ呆ほうだナ」

「相変わらず口が悪いね、君は」

　サイファカールは苦笑を浮かべつつ椅い子すに腰こしを下ろす。

「今のはちょっとした挨あい拶さつだよ。もちろん君が来た本当の理由はわかっているとも」

「ほう？　では我がここへ来た本当の理由を我に教えてくれないかネ？」

「僕と一緒にアル＝アラまで来てくれるんだろ？」

　サイファカールがそう言うと、リ・インは、はんっ、と鼻で笑った。

「我が？　皇子と？　アル＝アラへ行く？　どうして我がそんな酔すい狂きような真ま似ねをしなくてはならないのかネ？」

「あれ？　違ちがった？」

「違わないネ！　残念ながらそのとおりだネ！」

「な……何を怒おこっているのさ」

「これが怒らずにいられるかヨ！」

　上体を乗り出したリ・インが、どん、と執務机を両手で叩たたくと、重くて大きな机が跳はね、サイファカールは思わず仰のけ反ぞってしまう。

「皇子、我はおまえこそ皇帝陛下の跡あとを継つぐに相応ふさわしい男だと思ってたネ。いや、今でも思ってるのヨ。なのに次の任地が辺境のアル＝アラとは、いったいどういうことかネ!?」

　サイファカールは肩をすくめ、両の掌てのひらを上に向け、わざとらしく嘆たん息そくした。

「どういうこともこういうことも、それが陛下の決定だからね、僕は従うだけだよ」

「あんなところへ行けば跡継ぎ候補から完全に外れてしまうではないカ！」

　リ・インはさらに上体を乗り出し、サイファカールに迫せまった。

「おまえはそれでいいのカ？　満足なのカ？　唯い々い諾だく々だくと従うだけなのカ？」

　リ・インの顔が皇子の顔のすぐ斜ななめ前にある。間近から睨みつけてくるリ・インの瞳ひとみを、サイファカールの力強い視線が射い貫ぬいた。

「陛下の決定なら、僕は従う。それだけだよ、リ・イン」

　リ・インは皇子の視線に押し返されるように上体を引いた。

「そ……そうかネ」

　リ・インは小さなため息を吐つき、皇子の執しつ務む机の斜め後方に立っているステラステラを見やった。

「たしかに告げ口女がいるところでは本心は語れないネ。わかったヨ。おまえの本心は、またいずれ間かん者じやの耳じ目もくがないところで聞かせてもらうとするヨ」

　ステラステラは目を細め、くくく、と笑った。

「あらあらあら、相変わらず頭の悪い言い草だわね、リ・イン」

「なんだっテ？　何か言ったかネ？　頭でっかちの胸無し女？」

「言ったわよ、胸だけ大きくて頭無し女！」

　二人の女が険悪な顔で睨にらみ合うのを見て、サイファカールは少し後こう悔かいした。

（やはりステラは下がらせておくべきだったか。いやでも、これは悪い構図ではないかもしれない）

　自分の思いを隠かくそうともせず素直にぶちまけてしまうリ・インの存在は、むしろステラステラへの牽けん制せいにもなる。同時に、そんなリ・インをサイファカールが抑おさえれば、皇こう帝ていへの二に心しんがないことの間接的な証あかしにもなる。だからこの二人には、適当にやり合っておいてもらおうとサイファカールは考えた。

（だいいち、この二人の喧けん嘩かは、それはそれで面白い見み物ものだからね）

「胸にばかり栄養が行って、残念ながら頭にはあまり回っていないようね、リ・イン」

「おまえこそ頭でっかちの分、胸がとても残念なことになっているのがとてモ残念だヨ。それじゃ皇子は誑たらし込めないネ。何しろ皇子は巨きよ乳にゆうが大好きなすけべ野や郎ろうだものネ」

「ちょっと！」

　二人の口くち喧げん嘩かを楽しんでいたサイファカールは、思わず口を挟はさんでいた。

「僕はそんなすけべ野郎じゃないからね？　人の趣しゆ味みを勝手に決めつけないで！」

「皇子を誑し込むだとか、頭が悪いだけでなく趣味も悪いのね、リ・インは。でも残念。皇子は世にも希な貧乳趣味なの。幾いくらあなたがその牛のような乳を揺ゆらして皇子に迫ったとしても、皇子は見向きもしないでしょうよ」

「ちょっとちょっと！　僕はそんな趣味も持っていないからね？　人の趣味を勝手に捏ねつ造ぞうしないでくれる、ステラ！」

　睨み合っていた二人が、ぐりんっ、と顔を巡めぐらせてきた。

「では、どちらが好きなの？」

「大きいほうが好きだネ？」

「大きいにも限度があるでしょう？」

「抉えぐれているよりはマシだネ」

「ばっっ！」

　ステラステラの血相が変わった。

　凄すさまじい形相で皇子を睨んでいた二人だが、また顔を戻もどし、互いを睨みつけた。

「馬ば鹿かなこと言わないで！　抉れてなんかいないわよ！　ちゃんとあるわよ！　まぁ多少は控ひかえめだけど、垂れてるよりは百倍マシでしょう？　あなたこそ、垂れているのを誤魔化そうとして何かで支えてるっていう噂うわさじゃない！」

「支えてなんかいないネ！　我のは、立派に自立しているヨ。それはもう天を衝つく勢いでそそり立っているのヨ！　揺れる天てん山ざん山脈とは我のことヨ！　なんだったらここで証しよう拠こを見せてやるネ！」

　リ・インが大きく上体を反らせ胸むねを突つき出だすと。

「わたしも抉れてなんかいません。こちらこそ証拠を見せてあげてもいいわよ？」

　ステラステラも負けずに上体を反らせた。

「上等だネ！」

　リ・インは長なが裳もに手をかけ、留め具を外すと、すとんと足下に落とした。長なが裳もは上から下までが一体になっている形なので、それを脱ぬいでしまうと、もはや身に着けているのは胸むな覆おおいと下帯のみである。胸を押さえつけていた長なが裳もから自由になった胸は、なるほど天山山脈の高こう峰ほうのように盛り上がっている。

　ステラステラも長なが袖そでの上着と半袖の下着──上着の下に着る衣服という意味──を外し、短衣と胸覆いだけになって、腰に手を当て胸を突き出した。高さと大きさこそリ・インに負けているが、貧乳というほど低くも小さくもなかった。

（え～～と。何これ？　僕、喜ぶべき？　というか、ステラがリ・インの戯ざれ言ごとに乗ってくるとは思わなかったな。だけど、どうしよう、これ）

　半はん裸らの二人を鑑かん賞しようしつつ、どうやってこの事態を収束させようかと、サイファカールは頭を悩なやませる。すると扉が叩かれ、サイファカールが返事をする間まもなく扉が開き、また一人、女性が入ってきた。軽けい装そう鎧よろいを着込んだ大おお柄がらな女性だった。

「失礼します、皇子様。新しい任地への赴ふ任にんの件ですが……あ？」

　入ってきた女性──親衛隊長のフレイヤは半裸の二人を見て固まった。

「あ！」

「あぁ？」

　ステラステラとリ・インも、思わぬ闖ちん入にゆう者しやに固まってしまう。

「そ、そうでありましたか。皇子様はお楽しみの最中でありましたか。これは大変失礼をいたしました。いえ、このフレイヤ、皇子様のお楽しみを邪じや魔まするような野や暮ぼ天てんではありません。ご相談はまた後ほど改めまして。どうか楽しいことを楽しくお続けになってくださいまし」

　フレイヤは大きく頭を下げた。

「いや、そうじゃなくてね」

　サイファカールが、どうしたらこの状じよう況きようをフレイヤに理解してもらえるだろうかと頭を悩ませながら声をかけるが、フレイヤはまったく聞いてはいなかった。頭を上げた彼女は、半裸のまま固まっている二人に顔を向けると大きく頷いた。

「皇子様に伽とぎの相手を申しつけられるとは羨うらやましい限りだ、ステラステラ殿どのにリ・イン殿。いやいや、わたしもいつかは皇子様のお相手を……などと夢想しなかったわけではないが、わたしのような軍いくさ馬ば鹿かは皇子様のお相手に相応しくないことはよく弁わきまえている。不ふ肖しよう、このフレイヤ、槍やりの扱あつかいには些いささか自信があるが、男性のアレの扱いにはまったく自信がない。お二人は、どうかわたしの分までアレをアレして楽しんでいただきたい」

（相変わらず思い込みとか独断の激しい女ね、フレイヤは）

　とステラステラは呆あきれ、

（我も馬鹿だけド、この女も別の意味で大馬鹿だネ）

　とリ・インは感心した。

「だからフレイヤ！　ぜんぜんまったくお楽しみの最中なんかじゃないからね？　勝手に人を好色漢みたいに決めつけないで！」

「え？」

　サイファカールのツッコミに、フレイヤは目を見開いて彼を見つめる。

「で、ですが……」

　それから彼女は視線をステラステラとリ・インへ向けた。二人とも、それはもう見事に下帯と胸覆いだけの恰かつ好こうで、どこをどう見ても、これから皇子とナニをナニして楽しもうとしているとしかフレイヤには思えなかった。

　フレイヤは、おずおずと視線をサイファカールへ戻す。

「昼ひる日ひ中なかから、自室で女子と三人きり、しかも相手の女子は服を脱いで裸はだかになろうとしている。この状況がお楽しみ以外のなんだと言うのでありましょうか？」

　フレイヤは腕うで組ぐみして、うんうんと頷うなずいた。

「べつに隠さずともよいのであります、皇子様。このフレイヤ、口は堅かたいのであります。帝てい都とにいられるのもあと少し。任地へ旅立つ前に素敵な思い出作りをしたいという皇子様の気持ちは理解いたします故ゆえ、どうかご心配なく楽しいことを続けてくださいまし」

「おまえの思い込みがいちばん心配だわ！」

　サイファカールが、びしぃっと右手を伸のばしてツッコむと、ステラステラとリ・インは内心で大きく頷いた。

（まったくだわね）

（いくら腕が立っても、こいつが皇子の親衛隊長でいいのかネ？）

　憤いきどおった皇子の表情と呆れ返かえったステラステラとリ・インの表情に気づき、ようやくフレイヤも自分が勘かん違ちがいしているのではないかという可能性に思い至ったらしい。

「え？　では……これはいったい、どういう状況なのでありますか？」

「いや、改まってそう訊きかれると、説明に窮きゆうするんだけど。ステラ、ここは一つ、当事者である君から説明して」

「え？　いえ、わたしには少し荷が重いので……リ・インに任せます」

　そう応えると、ステラステラは脱ぎ捨すてた上着と下着を拾い上げ、そそくさと着込んでいった。リ・インも腰こしを屈かがめ、脱ぎ捨てた長なが裳もを拾い上げる。

「我に振ふられても困るネ。でも、そうネ、一言で説明すれば、我とステラステラが自じ慢まんの胸を皇子に披ひ露ろうしていたところ……となるのかネ？」

「全然説明になってないけどっ！」

「むしろ事態をややこしくするから止やめて」

　サイファカールとステラステラの両方から同時にツッコまれ、長裳に足を入れ引っ張り上げているリ・インが口を尖とがらせた。

「だから頭の悪い我に説明させるほうが悪いのヨ？」

　ため息を吐ついたサイファカールは、

「要するに……」

　と自ら説明を始めようとしたのだが、フレイヤを納得させるのがとてつもなく面めん倒どうくさそうなので、あっさりと企き図とを放ほう棄きした。

「二人はアル＝アラへ行く僕に付いてきてくれるんだよ」

「さ、さようでありましたか」

　フレイヤは、ステラステラとリ・インに対して気をつけの姿勢を取った。

「つまり新たな任地へ皇子様と共に赴おもむくには、皇子様のお眼鏡に適う胸を持っていないと駄だ目めだということでありますか。不肖、このフレイヤ、胸にはあまり自信がないのでありますが、皇子様に従ってアル＝アラまで赴く覚かく悟ごでありますから、ここは一つ、恥はずかしさに耐たえ、皇子様に胸を点検していただこうと覚悟を決める次第であります」

　サイファカールは、駄目だこりゃ、とばかりに右手で顔を覆い天を仰あおいだ。

（どうする気です、皇子？）

　という目でステラステラがサイファカールを見やり。

（とことん面倒くさい女だネ）

　とリ・インは頭を振った。

（元々、ステラステラとリ・インの喧嘩で収拾がつかなくなりかけていたんだし。今さらそこへフレイヤが加わったくらい、どうということはない……かな。それに、自ら脱ぐと言っているのを止とめるほど、僕も野暮じゃないさ）

　と考えたサイファカールは、

「もうどうでもいいや。好きにして」

　と投なげ遣やりにそう言った。

「で、では、失礼いたします」

　眦まなじりを決したフレイヤは軽装鎧を外し、その下の軍務服を脱ぐ。現れたフレイヤの胸の巨きよ大だいな盛り上がりを目にしたステラステラは、うっと呻うめいて大きく仰のけ反ぞってしまう。

「いつも鎧を着込んでいたから気がつかなかったけど、フレイヤって……」

「こっこいつハ！」

　自分の胸の大きさには少し自信があったリ・インも、思わず頭を引いてしまった。

「隠かくれ巨きよ乳にゆうネ。というか、超ちよう巨乳だネ！」

「恥ずかしいのであります。恥ずかしいのであります」

　と呪じゆ文もんのように唱えながらフレイヤは胸覆いに手をかけ、勢いよく剝はぎ取ってしまう。すると特大特盛りの胸が、ぶるるんっっ、と弾はずんだ。

「ぐはぁっっ」
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　ステラステラは腰を折り、血ち反へ吐どを吐いた。

「ずが～～ん」

　リ・インは目を見開き、震ふるえる指でフレイヤの裸の胸を指さす。

「あ……あれは反則だネ」

　そして、がっくりと膝ひざを落とし、ばたりと床ゆかに両手をついた。

「揺ゆれる天山山脈の称しよう号ごうは今からフレイヤのものとなったヨ」

（もう、どうしたものかと）

　男としては垂すい涎ぜんの光景が眼前で繰くり広ひろげられているというのに、サイファカールは頭を抱かかえたくなってしまった。が、垂涎の光景の魅み力りよくには抗あらがい難がたく、彼の視線はフレイヤの胸に引きつけられたままだった。

「いけないっ、これはいけないわっ」

　ステラステラがフレイヤに飛びついた。そして素早く彼女の手から胸覆いを奪うばい、特大特盛りの胸に押しつける。

「フレイヤ、あなたの胸は凶きよう器きです。他人に見せてはなりません！」

「おおウ、そのとおりだネ。この女の胸は反則ヨ、反則！」

　リ・インも加勢して、フレイヤの胸に胸覆いを無理やり巻き付けていく。

「な!?　お二人とも、何をなさるのでありますか!?」

「ですから。あなたの胸は他ひ人と様さまに見せてはいけないものなの。とくに皇子には」

「だナ。フレイヤはこれからも絶対に鎧を外したら駄目だヨ！」

「で、ですが、このフレイヤの胸が皇子様のお眼鏡に適わなくては、アル＝アラにご一いつ緒しよできないではありませんか」

「見とれてないでなんとか言ってやるのがいいネ、皇子」

「あ……あぁぁ、そうだね。もう充じゆう分ぶんだよ、フレイヤ、よくわかった」

（何がわかったんだ、僕は!?）

　サイファカールは堪たまらず自分ツッコミしてしまう。

　その巨乳を隠そうとステラステラとリ・インが悪あく戦せん苦く闘とうしているのにかまわず、フレイヤはサイファカールに向かって敬礼をした。

「では、不肖、このフレイヤ、皇子様の任地へお供してもよろしいのでありますね？」

「もちろんだ。親衛隊長である君が来てくれるのは本当に心強い」

「おおお、なんとありがたいお言葉、フレイヤ、感激の涙なみだを抑おさえることができません」

　フレイヤの目には本当に嬉うれし涙が浮うかんでいた。

「身を粉こにして働き、これまで以上に皇子様に尽つくす所存であります」

「き……期待しているよ、フレイヤ」

　少し引き攣つった笑みを浮かべ、サイファカールがそう応えると。

「あの、い……今はまだ未熟でありますが、その、夜よ伽とぎのほうも、が、頑がん張ばりますので、ステラステラ殿どのやリ・イン殿に飽あきたら、このフレイヤにもお声をかけていただければ」

　なんとかフレイヤの胸に胸覆おおいを巻き付けたステラステラとリ・インから、鋭するどいツッコミが入った。

「飽きたらとか言わないで！」

「というか、飽きられるようなことはまだ何もしてないネ！」

「ええぇ!?」

　フレイヤは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

「ステラステラ殿はともかく、リ・イン殿は皇子様の愛人だと思っていたでありますが」

「ともかくって、どういう意味よ！」

　ステラステラが目を吊つり上げて食ってかかる。

「いえ、深い意味はありません、お気になさらずに」

「気にするわよ！」

「あああ愛人って……エ？　我は皆みんなからそういう目で見られていたのカ？」

　怒いかりの形相を抑えたステラステラが、少し可か哀わい想そうな子を見る目になって言った。

「まぁ……あなたの立ち位置は、周りからはそういうふうに見えるわよね」

「ずが～～ん」

　見えない鉄てつ槌ついで殴なぐられたかのように、リ・インは大きく仰け反った。

「相手は第六皇子様で、我はただの風ふう来らい坊ぼう。そんな願望がなかったこともなかったのだけどネ」

　頭を戻もどしたリ・インの額に、ステラステラが手刀を打ち込んだ。

「正直者ね！」

「あう」

　リ・インはもう一度、仰け反ってしまう。

「さようでありましたか。違ちがったでありましたか。では、不ふ肖しよう、このフレイヤにも希望が持てるというものでありますね」

　右の拳こぶしを握にぎったフレイヤの体から熱気が迸ほとばしった。

「いやだわ、この女、何か燃え上がっているのだけど？」

「競争相手が増えたネ、ステラステラ」

　リ・インが、ぽんとステラステラの肩かたに手を置くと、彼女はそれを払はらいのけた。

「べつに競争相手ではないわよ、リ・イン」

　リ・インがジト目になってステラステラを見やった。

「ふうん。そうなのカ？」

「そうね。少なくとも今はね」

「どういう意味かねそれハ？」

「さて、どういう意味でしょう。ま、おいおいわかるのではないかしら」

「くっっ、いつものことながら上から目線で人を見下すのが腹の立つ女だネ」

　二人が睨にらみ合っていると、胸覆いを着け直し、軍務服を着直したフレイヤが割って入ってきた。

「まぁまぁ、お二人とも。これからは三人で皇子様を支えていかなくてはならないのですから、ここは一つ、仲良く」

　フレイヤは、にこやかな顔で二人の肩に手を置くが、ステラステラとリ・インの表情はむしろ険しくなる。

「わたしはもちろん皇子を支えていきますとも。あなたたちは皇子の足を引っ張らないでくれると嬉しいわね」

「引っ張らないヨ。ステラステラこそ教育官だからって皇子を虐いじめるのはよくないネ」

「虐めてません」

「まぁまぁ、冷静に」

「あなたが言うな、あなたが」

「まったくだネ。フレイヤはその思い込み癖ぐせを直したほうがいいネ。でないといつか皇子の足を引っ張ることになるのヨ」

「何を仰おつしやいますか。不肖、このフレイヤ、皇子様を持ち上げることはあっても、足を引っ張ることなど、あり得ないのであります」

「だといいけどナ？」

　言い合う三人を見やったサイファカールは両りよう肘ひじを机に載のせ、本当に頭を抱えていた。

（それぞれは有能で優ゆう秀しゆうな人材なんだけど、こうして三人寄ると収拾がつかなくなるのはどうしてだろう。三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えなんていう諺ことわざが東方世界イスタ・ムンドにはあるらしいけど……この場合、三人寄れば喧けん嘩かの種だよねえ）

　とサイファカールはげんなりしたが、すぐに気を取り直す。

（でも、この三人が付いてきてくれるというのは、やはり心強い。少しくらいの揉もめ事ごとは我が慢まんしよう。この三人の手た綱づなを上手く取れない程度の男が、この窮きゆう地ちを乗り切れるはずがないんだ。そうとも、僕は生き延びてやるさ、なんとしても）

　と、そんな覚悟を決める。

（生き延びさえすれば、道が途と切ぎれることはないんだ。その道がどこに繫つながっているかはわからないけど、僕は歩き続けてやる。そして、その道の先にある僕の未来を自分のこの目で確かめてやるのさ。そのためには……）

　サイファカールは脳裏に何人かの家臣の顔を思い描えがいた。

（有能で信しん頼らいできる家臣が、あと二、三人も付いてきてくれれば、当面はなんとか凌しのげるかもしれないな）
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　翌日の午後──。




　ある程度の挨あい拶さつ回まわりを午前中のあいだに終えたサイファカールは、自室で任地へ持っていく書物の類たぐいをまとめさせていた。

　昨日、今日で、勤めていた者の半数以上が館を去っていた。新しい勤め先の決まった者もいれば、まだ決まっていない者もいたが、いずれにせよ、皇こう帝ていに睨まれて帝都を去っていく皇子のところにいては自分まで睨まれてしまうかもしれない……と、彼ら、彼女らが思ったことは想像に難かたくない。

（沈しずんでいく船から鼠ねずみが逃にげ出すのは早いからね）

　などと内心で自じ嘲ちようしながら、サイファカールが残っている家臣に荷造りの指示を与あたえていると、お茶を運んできた侍じ女じよのソフィが皇子に声をかけてきた。

「サイファカール様、一休みなされてはいかがですか？」

「ソフィか。ありがとう、いただくよ」

　サイファカールは手を休め、手近の床しよう几ぎに腰こしを下ろした。

「ゼフィ、そこの卓たくを持ってきて」

「はい、姉ねえ様さま」

　ソフィの背後にいた、同じような顔をして同じような侍女服──膝ひざ丈たけの裳も裾すそ──に身を包んだ者が空いている小さな卓を運んできた。瓜うり二ふたつというほどではないが、顔の造ぞう作さくはとてもよく似ている。となれば、二人は双ふた子ごなのだろう。

「ゼフィは相変わらずお姉さんにべったりだな」

「す、すみません、あの……」

「かまわないよ。君が恥ずかしがるのは僕にもわかる」

　ゼフィは顔を赤くして俯うつむいてしまった。大人っぽく美人の姉に比べると、ゼフィのほうは少し幼く感じられ、その分、可愛らしく見える。

「サイファカール様、ゼフィを虐めるのはそのくらいにしてくださいませ」

「いやいや。虐めているのは僕じゃなくてソフィのほうじゃないのかな？」

「まぁ？　なんのことでしょう？」

　ソフィが惚とぼけた顔で訊きいてきたので、サイファカールとしては苦笑するしかない。

「いや、いいんだけどね。それより」

　皇子は笑みを消して、ソフィの顔を見つめる。

「君たちは、本当に僕に付いてくるつもり？」

　この二人は、昨夜のうちにサイファカールのところへやってきて、アル＝アラまで連れていってほしいと申し出ていたのだ。

　ソフィは真ま面じ目めな顔になって頷うなずいた。

「もちろんでございます。サイファカール様がご迷めい惑わくでなければですが。サイファカール様の好すき嫌きらいや味の好みを知っている侍女がいないと、あちらでご不便でしょう？」

「そのとおりだね。でも、今までみたいな俸ほう給きゆうは払えないよ？」

「飢うえ死じにしない程度にいただければ、それでけっこうでございます。ね、ゼフィ」

　姉の背中に隠かくれるように立っているゼフィが、こくこくと頷いた。

「というわけですので、サイファカール様はお気になさいませんよう。わたくしとゼフィを今までどおり使ってくださればよいのです」

「感謝するよ、ソフィ」

「もったいないお言葉でございます」

　ソフィが恭うやうやしく低頭した。

「向こうできちんと収入を確保したら、臨時の俸給を弾はずむから」

「あら、サイファカール様、現物支給でもよいのでございますよ？」

「は？　現物支給？　僕の蔵書にほしい本でもあった？」

　まだ活版印刷など発明されていない時代だから書物はすべてが書写された物で、とても高価なのだ。サイファカールの蔵書をすべて売り払っただけで一財産できるだろう。

　ソフィは、くくっ、と笑って妖よう艶えんな目つきになった。

「そうではございません。わたくしとゼフィを手て籠ごめにしてくださってもいいのですよ？という話でございます」

「はぁあ？」

　サイファカールは目を見開いて間ま抜ぬけな声を発してしまう。

「何それ？　僕が美お味いしい思いをするだけで、君たちへの俸給にはならないだろ？」

「いえいえ。わたくしのような身分の低い女にとって、皇子様の子こ胤だねをいただくことは、それはもう素晴らしい俸給でございますから。どうせならゼフィと一いつ緒しよに押おし倒たおしてくださいませ」

「あ～～……君たちを押し倒すのは僕の趣しゆ味みじゃないから、そういう話は、また今度ね」

　ソフィはくすっと笑って、はい、と応えた。本気ではなさそうだが、まるっきり冗じよう談だんというわけでもなさそうだった。

「いつでも押し倒される覚かく悟ごは完かん了りようしておりますので、いつでも襲おそってきてくださいませ、サイファカール様」

「いや、そういう覚悟は持たなくていいから」

　サイファカールは、右手を水平に伸のばした。

「はい、じゃあ仕事に戻ってね。もう出立まで日にちがないんだ」

「申し訳ございません。さ、ゼフィ、荷造りに戻るわよ」

「あ、はい、姉様」

　ソフィは優ゆう雅がに、一方ゼフィは恥ずかしそうに一礼して、他の家臣たちのところへ戻っていった。

（やれやれ、あの二人は。でも今の僕に付いてきてくれるんだから、ありがたい話だ）

　二人の後ろ姿を見ながらサイファカールがそんなことを思っていると。

「皇子、この忙いそがしいときに侍女の尻しりに見とれてていいんですかい？」

　と背後から声がかかった。それはサイファカールが待っていた人物の声だ。

　ようやく来てくれたかと内心で安あん堵どの息を吐はきつつサイファカールが振ふり返かえると、そこには瘦やせて背の高い男と、もう一人、細身でしなやかな体つきの女が立っていた。

「やぁ、シュラトゥ。ネムネモも。そろそろ来てくれるんじゃないかと思っていたよ」

　ネムネモと呼ばれた女は、体の線も露あらわな薄うす手でで生地面積の少ない衣装を着けていて、どことなく獅し子しや豹ひようといった肉食動物を連想させる危険な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　背が高くて瘦そう身しんの男、シュラトゥは、人を揶や揄ゆするような薄うすい笑みを顔に張りつかせている。が、その細められた目から発する光は、欺ぎ瞞まんや誤ご魔ま化かしなど一いち瞥べつで見み抜ぬいてしまいそうなほど鋭するどかった。

「侍女の尻の鑑かん賞しようを邪じや魔まして申し訳ないっすね、皇子」

　一礼したシュラトゥがそう言った。

「いやいや、そんなものは鑑賞していないからね？」

　シュラトゥとネムネモは一礼した後、片かた膝ひざを落とす。床几に座っている皇子を見下ろしているのは不敬だという判断からだ。

「じゃあ、何を鑑賞していたんですかい？」

「何も鑑賞していないよ。ちょっと物思いに耽ふけっていただけさ」

　と応えてサイファカールは立ち上がり、二人にも立つようにと手を動かした。

　立ち上がったシュラトゥは、にやにやと笑っている。

「ソフィとゼフィのどっちを押し倒しちゃおうかな～とか？　まさか、二人同時になんて考えてたんじゃないでしょうな？　それは恐おそろしすぎますぜ？」

「もちろん、そんなことは考えていないよ！　君はどうしても、僕をそういう性癖の男にしたいのかな？　ん？」

　サイファカールが敢あえてにっこりと笑うと、シュラトゥは慌あわてて手を振った。

「いやいや、そういう意味じゃないですぜ、もちろん」

「それを聞いて僕も安心したよ。で、用向きは？　訊くまでもないと期待してしまいそうになるけど、そういう推察でいいのかな？」

　ちらっとネムネモに視線を向けてから、シュラトゥは声を落とし気味に言った。

「ええ、ご推察のとおり、皇子の任地へ連れてってくれっていう話なんすよ」

「わかった。ここはばたばたしているから、別室へ行こうか」

「すんません、お手間取らせて」

　ネムネモは無言で頷いただけだった。

「べつに僕がいなくても荷造りはできるさ」

　サイファカールはソフィに一声かけると、シュラトゥとネムネモをを引き連れ、幾いくつかある評ひよう定じようの間まの一つへ移動した。
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　部屋の中央に鎮ちん座ざしている長卓の前に並んだ椅い子すに二人を座らせると、その対面にサイファカールも腰を下ろした。

「じゃあ、改めて話を聞こうか」

「さっきも言いましたが、もう一度、正式に言わせてもらうとですね、俺をアル＝アラへ連れていってください……ってことっす。こいつも同じ」

　シュラトゥが落ち着いた声こわ音ねでそう言って隣となりのネムネモを指し示すと、彼女はこくりと首を縦に振った。

「そうか。期待はしていたけど、実際に君たちの口からそれを聞くと安心するね」

「じゃあ、いいんすね？」

　サイファカールは両手を広げ、もちろんだよ、と歓かん迎げいの意を表した。

「ただし、だ。僕は今までどおりの俸給を君たちに約束する……とは言えない。僕自身、アル＝アラへ行ってみないと、どの程度の収入を確保できるかわからないんだ」

「そこは心配要いりませんや。俺は飯が食えて酒が飲めればそれでけっこう。どうせアル＝アラには金を使って遊ぶような場所もないでしょうが？」

　サイファカールは眉まゆを顰ひそめて嘆たん息そくする。

「……ないんだろうね、そんなところは」

「だったら、金なんかあっても意味はない」

「そう言ってくれるのはありがたいけど、君のような有能な官かん吏りを安い俸給でこき使うのは気が進まないのも事実だ。君なら引く手数多あまただろうに、どうして僕に付いてくるんだい、シュラトゥ？」

　こうした何気ない問いかけへの答えで、相手の真意をある程度まで量ることができる。サイファカールはまだ若いが、相手の心理や思考を読むことにかけては、経験豊富な大人にも負けていない。そんな王子の思おも惑わくを知ってか知らずか、シュラトゥは細い目を弓なりに撓しならせて言った。

「そのほうが面白そうだから……じゃ駄だ目めっすかね？」

「駄目じゃないけど」

「まぁぶっちゃけ、俺の裏の技術、能力は、こっちに残っても発揮できないしね。あれがないと、どうも物足りないというか充じゆう実じつ感かんがないというか。俺の作った偽にせの書類に真面目くさった顔で署名するお偉えらいさんを見てると、胸がすっとするというか」

　シュラトゥの正直な物言いに、サイファカールは思わず苦笑を浮うかべた。

（たしかに文書や署名の偽ぎ造ぞう、捏ねつ造ぞうなんていう彼の特技は、帝てい都とで王おう侯こう貴族や将軍などに仕えていても発揮できる場面はないだろうね。けれど、僕についてアル＝アラまで来れば使う場面があるだろうと。そう、たしかにあるだろうな。というより、そこまでしないと僕が生き残るのは難しいだろうな）

　それにね、とシュラトゥは意味ありげな顔で言葉を継ついだ。

「金に関しちゃ、出しゆつ世せ払ばらいっていう素敵な方法もあるわけっすからね」

「遊ぶところもない辺境の都市アル＝アラに追いやられた僕なんかが、出世できると思うのかい、シュラトゥ？」

　些いささか自じ嘲ちよう気味にサイファカールがそう言うと、シュラトゥは笑みを消し、予想外に真しん剣けんな面持ちになって答えてきた。

「もちろん思ってますって。でなけりゃ、皇子に付いていくわけないでしょうが」

「ありがたい評価だけど……それは、あまり人前で言わないほうがいい」

　シュラトゥは、ぶんぶんと手を顔の前で振った。

「もちろん言いやしませんて。今ここだけの話っすよ」

「そうか。だったら……仮にもしも万が一の話だけど、僕が一財産を成したら、君の俸給は思い切り弾むよ」

「期待してますわ」

　皇子は話の相手を切きり替かえようと、さて、と言って体の向きを変えた。

「君はどうして僕に付いてくるんだい、ネムネモ」

　ネムネモは少しはにかんだような表情を浮かべて即そく答とうした。

「わたし皇子のこと好き、だから」

　か細い声でネムネモがそう言うと、シュラトゥが笑いを爆ばく発はつさせた。

「ひゃ──っはっはっはっっ、おまえ、意外と大だい胆たんな女だな、ネムネモ？　まさかここで愛の告白とはな！　そういうのは二人っきりのときにやれよ。服を脱ぬいでな！　でもって皇子に抱だかれちまえ」

　一方、サイファカールはどう応えていいのか困っている。

「あ？　え？」

　シュラトゥとサイファカールを交こう互ごに見やっていたネムネモは、自分の意図が誤解されたことに気づいたらしく、顔を赤くして両手をわたわたと振ふった。

「ち、違ちがう。そういう意味では、ない。まったく、ない」

「じゃあどういう意味なんだよ？」

　笑うのを止やめたシュラトゥは、真剣な面持ちになって隣のネムネモの顔を覗のぞき込む。

「わ、わたし皇子のものの考え方とか部下への接し方とか先を読む目とかそういうものを好もしく思っているのであって、だからわたしが皇子に懸け想そうしているということではないのであって……あのその、皇子はわたしのような山の民出身の者にも優しく接してくれた。だからつまり、わたしが皇子を好きという意味はわたしが皇子を敬愛し高く評価しているということで……あ！」

　身振り手振りを交えて熱弁を振るっていたネムネモは、不意に動きを止めた。

「わ、わたし如ごとき下げ賤せんな者が皇子を評価するなどと恐れ多おおいことを申してしまいました。申し訳ございま、せん」

　ネムネモは自分の両りよ膝うひざのあいだに頭を埋うめるほど深々と腰こしを折り曲げてしまった。

　サイファカールは微び苦く笑しようを浮かべてネムネモに呼びかけた。

「気にしなくてもいいんだ、ネムネモ。むしろ僕は君に高く評価してもらっていることを嬉うれしく思うさ」

　顔を上げたネムネモの目が潤うるんでいる。

「皇子のそういうところが、好き」

　隣でシュラトゥが、けっっ、と吐き捨すてた。

「どう見ても懸想してるだろうが」

「ち、違う。してない」

「本当かぁ？」

「ほ、本当」

「昨日の昼間、フレイヤとステラステラとリ・インの三人が皇子を取り合って大変だったらしいぜ？　三人とも裸はだかになって『誰だれを選ぶの？』なんて皇子に迫せまったんだと。おまえもさっさと裸になって皇子に迫ったほうがいいんじゃないの？」

「ちょおぉ？　どうしてそんな出で鱈たら目めを教えるの、シュラトゥ!?」

　ごくりと唾つばを吞のみ込んだネムネモが、恐ろしいほど真剣な表情でシュラトゥに訊きいた。

「け……結局、皇子は誰を抱いた、の？」

「そして本気にしないで、ネムネモ！」

「皇子はな、『僕には誰か一人を選ぶことなんてできない。お出いで、みんなまとめて抱いてあげよう』なんて言って三人を寝しん所じよに連れ込んで……」

「こら！」

「痛いて！」

　身を乗り出した皇子がシュラトゥの額に思い切り手刀を打ち込むと、シュラトゥの首がカクッと後ろに倒たおれた。

「痛いっすよ、皇子。本気で殴なぐらないでくださいよ」

「君が出鱈目を教えるからだ」

「え？　違うんですか？」

「え？　冗じよう談だんを言ってたんじゃないのか？」

「いや、俺は皇子宮に広まってる噂うわさを聞きつけただけっすよ」

「なんだってぇ!?」

　サイファカールは頭を抱かかえてしまう。

「いつの間まにそんな噂が……」

「皇子……三人を……」

　はっとしてサイファカールが顔を上げると、自分を見つめるネムネモの目に涙なみだが浮いているではないか。

（うわ。出鱈目な噂のおかげでネムネモの僕に対する高評価が下がってしまうだろ）

　と危き惧ぐしたサイファカールは、慌てて言い訳をする。

「いやいやネムネモ、今のは単なる噂というか大いなる出鱈目というか、まったくこれっぽっちも本当じゃないからね？」

「誰か一人を選んでしまえばあとの二人を傷つけてしまうからそれを避さけるため三人一いつ緒しよに抱いた、の？　皇子のそういう相手を思いやる優しさと精力絶ぜつ倫りんなところが」

　ネムネモは赤く染まった頰ほおに両手を添そえて俯うつむき、ぽつりと呟つぶやいた。

「とても好もしい」

　どうやらサイファカールの危惧は杞き憂ゆうに終わりそうだったが、別の意味での危険が持ち上がりそうな展開だ。

「だから。人の話を聞けと。そんな事実はまったく少しも微み塵じんも欠片かけらもなかったと言っているのに！」

「は～～、皇子こそ引く手数多あまたで羨うらやましい限りっすねぇ。女から。俺は無性に酒が飲みたくなってきたな」

　とシュラトゥはふて腐くされ気味に言った。

[image: ]

　サイファカールは百万言を費やす勢いで、噂はあくまで噂であって事実ではないことをなんとかシュラトゥとネムネモに納得させた後に、二人を部屋から返した。
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「はぁ。疲つかれた」

　椅い子すの背もたれに背中を預け、力なく天てん井じようを見上げたサイファカールは、やれやれと首を振ふる。そして、アル＝アラへ同道することを申し出た家臣たちの顔を思い描えがく。

（ステラステラ。リ・イン。フレイヤ。シュラトゥ。ネムネモ。ソフィとゼフィ……か。ステラステラが付いてくるのは予想外だったけど、嬉しい誤算ってやつだな。僕の見張り役云うん々ぬんというのは別にして、彼女は頭が切れるしね。残りの者は僕が信しん頼らいし頼たのみとする者ばかりで、ある意味予想どおりというか期待どおりというか。できれば、もう一人くらい来てくれると嬉しいんだけどな）




　その日の夜よる遅おそくまで、サイファカールは一人で自室に残って目当ての人物の訪問を待っていたが、結局、誰も現れなかった。

（まぁ仕方がない。来たくない者を無理に連れていっても足手まといになるだけだ。あの七人がいてくれれば、任地へ行ってもなんとかなりそうだ。いや）

　サイファカールは眠ねむ気けを覚まそうと立ち上がり、燭しよく台だいに照らされた部屋の中を行ったり来たりする。

（なんとかするさ。きっと機会は巡めぐってくる。僕に必要なのは、それまでは中央から目を付けられないようにおとなしくしていて、じっと力を蓄たくわえておくことだ）

　果たしてそんな機会が巡ってくるのかどうか、先を読む目を持っているサイファカールにもわからない。機会は永久に巡ってこないのではないかという、そんな弱気の虫が頭をもたげそうになる。臣下の大半を奪うばわれたも同然の心こころ許もとない現状と、なんの展望も見えない不安な将来に、サイファカールの心は揺ゆれる。だが、ここで一か八かなどという賭かけに打って出ないだけの分別が彼にはあった。

（立ち上がるのは今じゃない。もっと先だ。ここぞというときでなければ立ち上がる意味がない）

　サイファカールは心に湧わき上がる不安を抑えつけ、自らを奮い立たせる。

（このまま辺境で朽くち果はてるなら、僕はその程度の男だったということだ。蛮ばん族ぞくと戦って討ち死にするなら、僕はその程度の男だったということだ。皇こう帝ていや皇太子側の刺し客かくに暗殺されるなら、僕はその程度の男だったということだ。いいとも、やってやろうじゃないか。僕がどの程度の男なのか、僕自身も知りたいからな。僕がどこまで行けるのか、僕自身も知りたいからな。そのためなら泥どろ水みずだって飲むし、泥どろ団子だって食べてやる）

　このときのサイファカールに、帝てい国こくの主あるじになるという明確な野望、目標があったわけではないだろう。けれど、もっと日の当たる場所に出たい、大きな仕事を為なせる位置に立ちたいという欲よつ求きゆうはあったはずだ。

　彼の漠ばく然ぜんとした欲求が明確な目標に取って代わるのは、もう少しだけ先である。
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　そうして約束の五日後──。

　ロムニア帝国初代皇帝ロムニエゥス一世の第六皇子、サイファカールは、追い立てられるように帝てい都とをあとにした。付き従う家臣はたった七人。威い勢せいを誇ほこる皇帝の息子の新天地への旅立ちにしては、あまりに寂さびしすぎる光景だった。




　帝都の大手門にサイファカールを見送ろうという旧知の王おう侯こう貴族の姿は見えない。それはそうだろう。皇帝の不興を買って辺境へ追放されたも同然という噂のサイファカールを見送ったりすれば、同様に皇帝の不興を買う虞おそれがあるのだから。彼を見送ろうとしているのは、皇帝を補ほ弼ひつする宰さい相しようカルガリのみだった。

「サイファカール様、では、くれぐれもお気をつけて」

　仕立てのいい筒つつ袖そでと筒つつ袴ばかまを身に着けたカルガリは、帝国の最高幹部にのみ許された赤い羽マ織ンりテ物ラを風になびかせ、恭うやうやしく皇子に向かって低頭した。サイファカールは彼に対して気軽な態度で手を挙げて応える。

「宰さい相しよう殿どのも達者でね」

「アル＝アラは遠くございます。道中、お連れの者だけでは心許ないと思い、警護の兵を用意いたしました。道案内を兼かねてお連れください」

（なるほど、僕を見張る兵を付けてくれたわけか。途と中ちゆう、僕が勝手なことをしないように。あるいは逃にげ出さないように、ね）

　宰相がただの親切心で追放同然の第六皇子にそんな配はい慮りよをするわけがない。そのことはサイファカールも弁えている。カルガリが用意した部隊は一個中隊百人。なるほど、その辺りの野盗程度なら追い散らせるだろうという兵数だ。ただ、警護の兵が自分を殺そうとする暗殺部隊に豹ひよう変へんする可能性がないわけではない。

（宰相がそこまで露ろ骨こつなことをするとは思えないけど、用心するに越こしたことはないな）

「宰相殿のご配慮、痛み入るよ」

　にこやかな笑みを向けながら、サイファカールは礼を言った。

（やれやれ、狢むじなとか狐きつねとかの化かし合いみたいだな、こりゃ）

　少し離はなれたところに停めた馬車の脇わきに立って二人のやりとりを聞いていたシュラトゥは、呆あきれると同時に感心する。

（あの宰相を相手に腹芸の応おう酬しゆうとは。やはりサイファカール皇子、只ただ者ものじゃないな。まぁそうでなくちゃ俺が付いていく意味がないんだが。とはいえ、皇子と宰相が高度の応酬をしていることに気づいてるのは）

　シュラトゥは、ちらと周囲にいる仲間の顔を見回す。

（ステラステラくらいだろう。ただし。あいつは皇帝の息がかかってる女だしな。ここは一つ、俺がしっかりしなくちゃあな）

　と思うものの、軍事や戦せん闘とうに関してはからっきしだと自認しているシュラトゥとしては、そちら方面ではフレイヤやリ・イン、ネムネモに頼たよらざるを得ない。

（いや、皇子だってその程度のことはわかっているよな。わかっているから、この面子メンツを連れていくんだよな。適材適所ってやつだな）

　などとシュラトゥが思考を巡らせているあいだに、皇子と宰相の挨あい拶さつは終わったようで、サイファカールが馬車まで戻もどってきた。

「よし、行こうか。道中は宰相殿が用意してくれた部隊が警護に当たってくれるそうだ」

　サイファカールは部下たちにそっと目配せした。

「これで安心だな」

「だと、いいんですがねぇ」

　と言ってシュラトゥは小さく肩かたをすくめ、フレイヤは眉まゆを吊つり上げて憤いきどおった。

「あの程度の百人なら、いてもいなくても同じであります。このフレイヤが一人いれば、護衛は務まるのであります」

　ステラステラは訳知り顔でフレイヤを慰なぐさめる。

「そう言わないであげて、フレイヤ。彼らも好きこのんで付いてくるわけじゃないのだから。だいいち、あなたがいて百人がいれば、合わせて二百人がいる計算じゃない」

「まぁ、そうかもしれません、が」

　リ・インとネムネモは何も言わず、ただ兵士たちを見やっただけだった。

「アル＝アラは遠い。長い旅路になるけど、みんな、途中で音ねを上げるなよ？」

「そんな柔やわな奴やつは一人もいやしませんて……あ、いや」

　シュラトゥは馬車の傍かたわらに控ひかえている侍じ女じよ服姿の二人に目を向けて言葉を継ついだ。

「そっちの二人はどうだか知らないっすけどね」

　彼がそう言うと、侍女服の二人のうちの片割れが、にっこりと微笑ほほえんで頭を下げた。

「ご心配なく、シュラトゥ様。わたくしもゼフィも柔ではございません。お気き遣づかいは無用でございますよ？」

「なら、いいんだけどな」

「さ、皇子様、馬車の中へどうぞ」

　ソフィが馬車の扉とびらを開けると、王子は身軽な様子で乗り込んだ。

「ゼフィ、道中、あなたが皇子様のお世話をなさい」

「はい、姉様」

　サイファカールが開いたままの馬車の扉から、ひょいと顔を出してきた。

「どちらかというと僕は君に世話してもらいたいんだけどね、ソフィ」

「いえいえ、皇子様のお世話はゼフィの役目でございますれば」

　皇子は少し情けなさそうな顔になって呟いた。

「いつそんなことが決まったのかな」

　サイファカールがあきらめ顔で馬車の中に引っ込むと、侍女服姿のゼフィが馬車に乗り込んだ。ソフィは外から馬車の扉を閉め、自らは近くに止めてあった馬に跨またがった。膝ひざ丈たけの裳がひらりと翻ひるがえり、ソフィの白い太ふと腿ももが覗のぞく。

　馬に跨がったソフィは背筋を真っ直ぐに伸のばし、臆おくしたところがまったくない。ただの侍女とは思えぬ美しい姿勢だったが、それもそのはず、ソフィは戦場まで主君に付き従う戦せん陣じん侍じ女じよなのだ。乗馬もできるし、刀や弓も扱あつかえる。

「じゃ、俺たちも行くか」

　とシュラトゥが呼びかけると、周りの仲間たちも次々に馬に跨がった。




　警護と道案内の兵百名に先導される形で、サイファカールと僅わずかばかりの従者が帝都の大手門を離れていく。馬車には皇族であることを示す旌せい旗きが翻っているので、歩いている商人や旅人は急いで道を譲ゆずった。だが、それだけだ。侘わびしくも寂しい旅立ちだった。
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　サイファカール一行を見送った宰相カルガリに、一人の男がすっと近寄ってきた。

「宰相様、サイファカール皇子をあのまま行かせてしまって本当によろしいので？」

「リセフトか」

　これといって目立った要素のないリセフトだが、彼はカルガリの懐ふところ刀がたなと言える有能な秘書官だった。のみならず、カルガリのために汚よごれ役やくをこなしている男でもある。例えば政敵を陥おとしいれるために粗あら探さがしをしたり事件をでっち上げたりする。ときには政敵を暗殺することすらある。そんな汚れた裏仕事をこなす組織を差配しているのがリセフトなのだ。

「あの男を野放しにしていては、いつか皇帝陛下の、そして皇太子様の邪じや魔まになるのではありませんか？」

「仕方がなかろう。手出しは無用と陛下に言われておる。軍の部隊は動かせん」

　カルガリにそう言われてしまえば、リセフトとしては如何いかんともし難い。

（だが本当にいいのか。サイファカール様を辺境の都市に追放すれば、たしかに厄やつ介かい払ばらいになるのだろうが、長い目で見れば、翼つばさある虎とらを野に放つようなものではないのか？）

　リセフトは、そんな危機感をどうしても拭ぬぐえない。しかし、カルガリがサイファカールの資質を見み逃のがしているとも思えない。主人が手出し無用と言うのなら、それを承知の上で言っているのだ。

　リセフトは主人に訊きくことはあっても意見することはない。リセフトがサイファカールの件を頭から追いやろうとしたとき、カルガリがぼそりと呟つぶやいた。

「だがな」

　顔は前を向いたまま独りごちるように呟いているが、リセフトにはピンときた。カルガリは自分に向けて話をしているのだ。リセフトは全身の神経を己の耳に集中させた。

「アル＝アラまでの道みち程のりは長い。辺境に近づけば治安も悪化する。滅ほろんだ国の兵が野盗と化して旅人を襲おそっているという話も聞く。帝国の治安を与あずかる者としては耳が痛い話だが、この広い国土すべてに部隊を展開するなど、無理な話よ」

　カルガリは一いつ般ぱん論を述べているようだが、その真意は違ちがう。彼が言いたいのは「野盗が旅人を襲っているのだから、皇子一行が襲われる可能性だってある」ということだ。その程度のことを忖そん度たくできなければ、宰相の秘書役など務められない。

　リセフトは、もう一歩、推論を推し進める。

　皇子一行が野盗に襲われる可能性がある→襲われても仕方がない→襲わせろ。

　つまりカルガリが本当に言いたいことは「軍の部隊は動かせないから、おまえの組織を使って野盗の襲しゆう撃げきに見せかけ、皇子を抹まつ殺さつしろ」ということだろう。

　主人の真意を汲くみ取ったリセフトではあるが、皇子の暗殺となれば大おお事ごとだ。念のために確認しておこうと思った。とはいえ、「暗殺しますか？」などと露骨なことは訊けない。そんな間ま抜ぬけなことをすれば、たちまち馘くびになる。カルガリは一般論を話しているのだ。リセフトも、あくまで一般論で応じなくてはならない。

「皇子様のご一行ともなれば、それこそ金銀財宝などをたくさんお持ちなのでしょうな。野盗どもの目には恰かつ好こうの獲え物ものと映ってしまうのではありますまいか」

「サイファカール様がどれほどの金品をお持ちなのかは知らんが、たしかに野盗どもには魅み力りよく的な獲物と映ろうの。そんなときのために百名の兵を護衛に付けたのだが、しかし、アンブロウ州と東辺境州の州しゆう境ざかいには山さん賊ぞくどもが巣くっているという噂うわさもある。百名程度では足りんかもしれんな」

（間ま違ちがいない。カルガリ様は、アンブロウ州に巣くう山賊どもの仕業に見せかけて皇子を暗殺せよと仰おつしやっている！）

　降って湧わいた大きな仕事に内心で奮い立ったリセフトだが、それを顔にも声にも滲にじませないのはさすがである。いつもと変わらぬ恬てん淡たんとした声で主人に応えた。

「心配でございますね」

「そうよな。今はサイファカール様ご一行が無事にアル＝アラへ着いてくれることを祈いのるばかりだ」

「僭せん越えつながら、わたくしも祈らせていただこうと思います」

「次に何か事件が起きたら、アンブロウ州の大おお掃そう除じを始めないとならんだろうな」

　というカルガリの呟きで、リセフトにはもう一つピンと来ることがあった。アンブロウ州の州都を預かっているのは第四皇子だ。宰さい相しようはサイファカールを抹殺し、返す刀で第四皇子も粛しゆく正せいするつもりに違いない。敗残兵や山賊の活動を野放しにしたままで、第六皇子殺害という重大犯罪を未然に防げなかった失政を論あげつらって。

（恐おそろしいお方よ。だが、それでこそ我が主人に相応ふさわしい）

　と思ったものの、第四皇子については、リセフトには関わりのないことだ。なんの関わりもないことだ。彼はまったくの無反応でやり過ごした。

「ではリセフト、次の仕事にかかりなさい」

「承知いたしました」

　深々と頭を下げたリセフトはそのまま体を回し、頭を上げ、悠ゆう然ぜんとした足取りで元来たほうへと踵きびすを返した。サイファカール暗殺の手順を頭の中で組み立てながら。

　そんな秘書官の後ろ姿をちらりと見やったカルガリだが、すぐに視線を戻し、真っ直ぐ前方に向けた。すでにサイファカール一行の姿は点のように小さくなり、平原の彼方かなたに消えようとしていた。

（あなた様は危険なお方ですからな。皇太子様のためにも舞ぶ台たいから退場していただかなくてはなりません）

　カルガリは自分の娘むすめを皇太子の正せい妃ひとしていた。

　このまま皇太子が何事もなく皇位を襲い、皇太子と娘のあいだに生まれた子が次じ次じ代だいの皇こう帝ていになれば、彼は皇帝の祖父として権勢を揮ふるうことができる。

（幼い皇帝を補ほ弼ひつして孫の背後に立てば、儂わしが世界を手に入れたも同然ではないか）

　その日のことを夢想する度たび、彼は陶とう酔すいにも似た幸福感を覚える。

（まずは皇帝陛下に帝国を盤ばん石じやくなものにしていただこう。次に皇太子殿でん下かに皇帝になっていただいて。最終的には娘の産む儂の孫を帝国の主あるじに据すえる。そうなれば、間接的にではあっても、儂がこの手で世界を動かすことができよう。そのためなら我が手を血に染めることも厭いとわぬ）

　宰相カルガリはふだんの穏おだやかな表情を消し、険しい目つきで彼方を睨にらみつけた。

（皇太子殿下の邪魔になる者は、悉ことごとく消えてもらうしかない）
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　サイファカールが帝てい都とをあとにして五日目になる。

　一行は順調に旅を続けていた。




　第六皇子が新しい任地に赴おもむく途と中ちゆうであるから、途中で寄った街では、それなりの歓かん待たいを受けた。けれど歓待の裏には、厄やつ介かい者ものは早く街から出ていってほしい、州から出ていってほしいという為い政せい者しや側の思おも惑わくが透すけている。

　サイファカールが皇帝によって追放同然に辺境都市アル＝アラへ赴く途中ということは、すでに帝国中に知られていた。皇族であるから粗そり略やくには扱あつかえないが、かといって行きすぎた歓待をすれば皇帝に睨まれてしまうかもしれない。そんな腰こしの引けた微び妙みような空気の宴うたげが行く先々で続き、さすがのサイファカールもうんざりしていた。

　昨夜も、歓かん迎げいしているのか拒きよ絶ぜつしているのかよくわからない奇き妙みような雰ふん囲い気きの晩ばん餐さんを街の執しつ政せい官と共にしたサイファカールは、早く出発してくれという声にならない彼の願いを聞き届け、早朝、夜が明けて城門が開くと同時に街をあとにしたのだった。




　途中で何度か休きゆう憩けいを挟はさみながら馬車を進ませ、そして正午近く。

　昼ひる餉げのため一行の歩みを止めたサイファカールは、警護部隊の兵たちを休ませ、自分が連れてきた部下を一カ所に集めた。

「どうかいたしましたか、皇子様？」

　馬車を降りたサイファカールの下へ全員が集合すると、真っ先にフレイヤが訊いた。

　今日の彼女は頭には小さめの兜かぶと、上半身に白しろ銀がねの鎧よろい、足下は頑がん丈じような長ちよう靴か、手てつ甲こうを着けた腕うでは長なが柄えの槍やりを携たずさえ、まるで戦せん陣じんにいるような出で立ちだが、フレイヤに言わせれば、

「帝都を出た瞬しゆん間かん、そこは戦場になったのであります」

　ということになる。

　シュラトゥなどは、

「大げさだなぁ、フレイヤは」

　と笑っていたが、彼女にしてみればシュラトゥが暢のん気きすぎるのだ。

　成立したばかりの帝国は、その領域が広大すぎるため、まだまだ治安が安定していない地域が多い。盗とう賊ぞくが旅人を襲うなど日常茶飯事、酷ひどいときは砦とりでが敗残兵の集団に襲われ、詰つめていた兵士が殺されるなどという事件も起きているのだ。

　そんな中、皇族であることを示す旗を翻ひるがえし、たった百名の護衛で進んでいくサイファカール一行は、いつ野盗に狙ねらわれてもおかしくない。だからフレイヤは、サイファカールが先を急ごうとしても、夜間の旅は絶対に認めようとしなかった。警護部隊の隊長からも、そんな危険な真ま似ねは御ご免めん被こうむりますと丁重に、しかし断固として断られたため、サイファカールも夜間の移動だけは諦あきらめざるを得なかった。

　思考が真っ直ぐなフレイヤのこと、盗賊の危険は考こう慮りよに入れても帝都から刺し客かくが送られてくることまでは考えていない。だからサイファカールは、自分の危機感を彼女に、そして他の臣下にも伝えておく。

「今までは比ひ較かく的てき治安のいい旧領を旅してきたけど、ここからは新たに帝国の版はん図とに組み入れられた地域だ。治安は旧領ほどよくないから、みんなにも注意してもらいたい」

　そう言われたとき、当然ながらフレイヤは野盗対策のことだと思ったから、自信満々で応えたものだ。

「野盗の五十人や百人、わたしとリ・イン殿、ネムネモ殿の三人で蹴け散ちらしてご覧に入れます。ご心配なく」

「当たり前だネ」

　とリ・インも腕を撫ぶし、ネムネモも静かに頷うなずいた。

　しかしサイファカールは。

「ああ、それは心配していないよ。僕が心配しているのは野盗じゃなくて、野盗を装った連中が襲おそってくることさ」

　フレイヤは、え？　と目を瞬しばたたかせた。リ・インも怪け訝げんそうな顔だ。ネムネモも皇子の言わんとすることがわからないらしく、小首を傾かしげている。

「サイファカール様は、暗殺者が襲ってくるとお考えなのですね」

　というステラステラの指し摘てきに三人は目を剝むくが、サイファカールはあっさりと頷いた。

「うん、そう思っている」

「誰だれの手の者が来るとお考えです？」

　重ねてステラステラがそう訊きくと、サイファカールは、そうだなぁ、と宙を見上げる。

「皇帝陛下か、皇太子か、宰相カルガリか、内務卿きようスピカス辺りだろうね」

　というサイファカールの答えに、フレイヤが跳とび上がった。

「こっっ皇帝陛下がどうして皇子様を暗殺しようとなさるのです!?」

　顔を戻もどしたサイファカールは、穏やかな目をフレイヤに向ける。

「もちろん僕が邪じや魔まだからだよ、フレイヤ」

　と言う彼の声音はいつもと変わらない。とくに憤いきどおりも恐きよう怖ふも感じていないようだ。

「い……い……いえ、しかし……」

　フレイヤが目を白黒させていると、ステラステラが横から口を挟んできた。

「政治には政治の力学というものがあるの、フレイヤ。軍事とは違ちがってね。正面から斬きり合うだけが勝負を決める方法ではない。というか、戦だって敵の裏をかいたり奇き襲しゆうしたりするし、味方を裏切る者だって出る。降こう伏ふくした他国者に先せん鋒ぽうを命じてその兵力を削けずることもある。それと同じよ」

「な……なるほど」

　軍事方面に喩たとえられると、すんなりと納得できるフレイヤだった。

（さすが、軍いくさ馬ば鹿かだわね、フレイヤは）

　ステラステラは感心するやら呆あきれるやら。

　他方、リ・インやネムネモは、皇子の頭脳と、そこまで読んでおきながら平静さを崩くずさない皇子の態度に感心していた。

「まぁ、とくに怪あやしいのは皇太子か宰さい相しよう辺りでしょうねぇ」

　とシュラトゥが相変わらず暢気な声で言う。

「そうだね。僕もその二人のどちらかが、あるいはどちらもが怪しいと思うよ」

「しかし、であります、皇子様」

　フレイヤが割り込んできた。

「皇子様を邪魔だと思う何者かが皇子様を抹まつ殺さつしようとする。仮にそれが事実だとしても、我々には百からの警護の兵が付いているのであります。そうなると少なくとも二百や三百の部隊を動かす必要が出てくるであります。それは目立ちすぎませんか？　というより、誰が兵を動かしたかが丸わかりではありませんか。皇こう帝てい陛下なら、そんなまどろっこしいことをされる意味がありません。他の方々は皇帝陛下に叱しつ責せきされてしまいます」

　サイファカールは嬉うれしそうに笑った。

「そうそう、そこなんだ、フレイヤ。だから相手の打つ手はある程度まで読めるのさ」

「は……はい？」

「表だって軍の部隊を動かせば、すぐに周囲に知られてしまう。だけど、僕は除いておきたい。すんなりアル＝アラに入れたくない。そんな場合、相手はどうするかな？」

「え……えっと……」

　軍事学校で教官に質問されたときのことをフレイヤは思い出していた。

（襲しゆう撃げきの手勢、少なくとも二、三百は用意したい。けれど、それだけの兵を動かせば周囲にバレてしまう。となれば……）

「そうですか！　盗賊団に金を渡わたし、襲撃者として雇やとうでありますか！」

　フレイヤが勢い込んでそう言うと。

「惜おしい！」

「ち、違ったでありますか」

　フレイヤはがっくりと肩かたを落とした。

「いやいや、いい線を衝ついてはいたよ、フレイヤ。ただし。相手は盗賊だ。金を渡して『誰それを襲って殺してくれ』と言っても、素直に言うことを聞くか怪しいだろ？」

「そ、そうでありますね。貰もらった金を持もち逃にげするかもしれません」

「だろうね。そもそも盗賊を相手に話をまとめるのが難題だ。帝てい国こくの人間が来たら、自分たちを捕つかまえようとしていると盗賊たちは思うだろうしね。だから、盗賊に襲わせるのはアリだけど、盗賊を雇うのはナシだ」

　フレイヤは必死で考えたが、正解らしきものに辿たどり着つけない。

　リ・インやネムネモも正解がわからないらしく、首を捻ひねっている。

　サイファカールは顔をステラステラに向けた。

「君ならどうする、ステラステラ？」

「自分の手勢を盗賊に見せかけ、皇子の行く手に伏ふせておきますね。行き先も経路も把は握あくできているのですから」

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモの三人が、はっとして顔を上げた。

「おそらくそれが正解だね」

　とサイファカールは重々しく頷いた。

「盗賊が隊商や旅人を襲う事件が頻ひん発ぱつしているから、僕たちが襲われても、またかという話になる。もちろん、皇族相手だから、ただの旅人が襲われたときよりも大きな事件にはなるだろうけど、大事件になればなったで、それも利用できる」

　そこまでサイファカールが言うと、ステラステラの顔色が変わった。

「つ、つまり、皇子を暗殺し、ついでにその責任を誰かに押しつけて、そちらも粛しゆく正せいしてしまう……ということですか？」

「皇太子ならそこまではしないかな。でも、宰相ならやるだろうね。何しろ彼は皇太子の義理の父だからさ」

　シュラトゥが、なるほど、と低く唸うなった。

「そうだった。娘むすめを皇太子に輿こし入いれさせたんでしたね」

「だから皇太子の利益が彼の利益だ」

「となると、奴やつの秘書官、リセフトが飼っている連中、『鴉からす』を使うのですな。たしかにこの手の仕事にはうってつけの連中だ」

「シュラトゥ、何かネ、その『鴉』というのハ？」

「それはな、リ・イン、情報収集や破は壊かい工作、ときには暗殺なんかもやる裏の組織だよ。カルガリはそいつらを使って政敵を蹴け落おとし、今の地位まで昇のぼったんだ」

　シュラトゥがそう応えると、リ・インは感心した顔をサイファカールに向けてきた。

「皇子はそいつらが山さん賊ぞくを装って襲ってくると考えているのだネ？」

「可能性は高いと思っている。そして、連中が襲ってくるのなら、この先ではないかなと疑っている」

「その理由は奈な辺へんに？」

　と今度はステラステラが訊いてきた。

「さっきも言ったけど、この先、新たに帝国領に組み込まれた地域だ。旧領よりも治安が悪く、じっさい、盗賊による襲撃事件が頻発している。そしてこの先、アンブロウ州まで行けば、そこを預かっているのは第四皇子のロキシーヌさ。彼は皇太子と仲が悪い。皇太子のためにロキシーヌも除いておこうとするなら、アンブロウ州で事件が起きてくれれば都合がいい」

　というサイファカールの説明に、居合わせた部下はみな言葉を失った。もっとも衝しよう撃げきのあまり、ではない。サイファカールの洞どう察さつ力に感心し、むしろ感動したのだ。

　フレイヤも。

　リ・インも。

　ネムネモも。

　シュラトゥも。

　この人物こそ、帝国の次代に相応ふさわしいという思いを新たにした。

　皇帝の意を受けて教育官に就いたステラステラだけは複雑な思いだったが、サイファカールが只ただ者ものではないことを改めて思い知らされた。彼女にしても、刺客が襲って来るなら、なんとしてもサイファカールを刺客の魔ま手しゆから守らなければと決意を新たにしたのは他の四人と同じである。

　それにしても本当に惜しい、とステラステラはそう思ってしまう。

（帝国の覇は業ぎようが未だ道半ばであれば、陛下もご自身の跡あと継つぎはサイファカール様を選んだかもしれないのに。けれど、覇業が成ってしまった以上、サイファカール様の出番はない……いえ、本当にないのかしら）

　教育官としてサイファカールに接しているうちに、頭のいいステラステラは彼の力量をある程度まで見み抜ぬいてしまった。そして、自分の分ぶを弁え、敢あえて虚うつけ者の真似をすることで周囲との軋あつ轢れきを回かい避ひしようとする皇子の度量に魅みせられてしまった。

　サイファカールが虚け者の汚お名めいを着たまま辺境で朽くちてしまうのかと思うと、なんともやりきれない思いがするが、かといって、隠かくしている真の力量を発揮するために立ち上がれなどとは絶対に言えない。もしサイファカールがそんな愚ぐ行こうに走ろうとすれば、立場上、彼女はそれを皇帝に告げ、阻そ止ししなくてはならないのだ。

（皇子がその才覚を存分に揮ふるう場面を見てみたい。でも、そんな局面は現れてほしくない。あぁもう、世の中、上手くいかないわね）

　そんなステラステラの苛いら立だちなど知らぬふうに、フレイヤが力んで言った。

「では、皇子様、この先の街で兵を借りましょう。五百もいれば、その鴉とやらが手て練だれ揃ぞろいだとしても、問題はないであります」

　サイファカールは思わず苦笑を浮うかべてしまう。

「問題は大ありだよ、フレイヤ」

「え？　そうなのでありますか？　もしかしてその鴉とやら、一千を超こえる人員を抱かかえている大組織なのでありますか!?」

「それはないだろうね。せいぜい二、三百じゃないかな。もっとも、食くい詰つめ者ものを雇って使い捨ての駒こまとして使えば、五百を超える人数で襲ってくるかもしれないけど」

「でしたら、兵を借りれば……」

　と言いかけたフレイヤを遮さえぎって、サイファカールが言葉を継ついだ。

「僕が陛下に無断で兵を集めれば、謀む反ほんの意志ありと見なされるかもしれない。こちらは一時的に拝借するつもりでも、宰相や皇太子からすれば無断で兵を集めていると見える。というか、そう見ようとする。相手に糾きゆう弾だんの理由を与あたえることになる。相手はそこまでを考こう慮りよに入れているだろう。兵を借りるのは相手の思う壺だよ」

「では、我々はどうすればよいでありますか？」

　とフレイヤが迫せまると。

「そうだなぁ。逃げるのがいちばん現実的な解決策かな」

　フレイヤの顔が情けなさそうに歪ゆがんだ。

「に……逃げるのでありますか？」

「それはもう、尻しりに帆ほを掛かける勢いでね」

　気を取り直したステラステラが口を挟はさんできた。

「ですが皇子、逃げるといっても、具体的にどうするのです？　警護の兵を連れて逃げるわけにもいかないでしょう？」

「そう、問題はそこだね。警護の兵は僕の見張りも兼かねているだろうからね」

　サイファカールは顎あごに手を当て宙を睨にらんで何かを考えていたが、やがて顔を戻もどし、シュラトゥに向き直った。

「持ってきた金品はどのくらいある？」

「え？　えぇと……」

　シュラトゥは頭の中で素早く計算し、その金額を王子に告げた。

「そうか。では、その半分を警護の兵にくれてやろう」

　シュラトゥが跳とび上がった。

「なんですってぇ!?　そりゃ、どういうことですかいっ!?」

「有あり体ていに言ってしまえば、兵を買収しようということさ」

　シュラトゥの顎が、ぱかっと落ちた。

「ですが皇子、買収してしまえば、それこそこちらの私兵になってしまいますが。謀反の意志ありと見なされるのではありませんか？」

　ステラステラが心配そうに訊きくと、皇子はにやりと笑った。

「問題ないよ。兵には任務を続けてもらうだけだからね」

　ステラステラには皇子の狙ねらいがわからなかった。フレイヤやリ・イン、ネムネモは言わずもがなだ。

「彼らには予定どおりの道を通り、予定どおりの街に寄ってもらうということさ。多少の延着はあるかもしれないけど」

「ということは……」

「僕たちがいなくてもね」

　ステラステラは思わず、ああ！　と手を打った。

「つまり空からの馬車を引いて旅を続けてもらうと？」

「そう。それなら兵に金品を渡わたしても、私兵として使ったことにはならないだろ。何しろ課された任務を続行してもらうだけなんだから。僕たちがちょっとどこかへ寄り道するのに目を瞑つぶってもらうだけでさ」

　シュラトゥが少し呆あきれたような、それでいてどこか感心したような顔になった。

「な……なるほど。刺し客かくの目をそちらに引きつけておいて、俺たちは間かん道どうを通ってアル＝アラへ急ぐわけですか。けど、寄り道って、どこへ？」

「アンブロウ州に入る手前に有名な湯とう治じ場ばがあっただろう？」

　シュラトゥは己の記き憶おくを探るように宙を見上げ、目を細めた。

「えぇと、マステリアの温泉でしたか」

「そう、そこだ。僕たちはそこで二、三日、遊んでいくことにしよう。でも、遊んでいるのが皇宮に知られたら不ま味ずい。だから警護の兵には、僕たちがいるという振ふりをして先へ進んでもらう。で、僕たちは湯治場に残り、警護の兵が離はなれたら即そく座ざに逐ちく電でんするのさ」

「そいつぁいいな。遊ぶ真ま似ねとはいえ、実際に温泉に浸つかれるんだから」

　とシュラトゥが言うと、ステラステラがにっこりと笑った。

「虚け皇子と評判を取るサイファカール様に相応しい行動ですね。たしかにそれなら警護部隊の隊長も怪あやしまないでしょう」

「相変わらず手厳しいな、ステラは！」

「いえいえ。わたしが言っているのではありませんよ？　世間の評価がそうだという話をしているだけです」

「ああ、そう」

「わたしも旅の汗あせと埃ほこりを流せるのですから、この策には全面的に賛成いたします」

「おう、我も賛成だナ」

　とリ・インが手を挙げ、こくこくとネムネモが頷うなずいた。

「そうと決まれば、すぐにでも手て筈はずを調ととのえましょうや」

「そうだね、シュラトゥ。そこで君の出番というわけさ」

　シュラトゥは自分の胸を指さした。

「ん？　俺ですかい？　なんです？」

「警護部隊の隊長と交こう渉しようして、僕たちがマステリアの湯治場へ寄りたい、温泉でのんびり羽はねを伸のばしたい……ということを告げて、相手の反応を探ってほしい」

「この場合、いいですよ、と言われたら不ま味ずいんすよね？」

「そうだね。肯こう定ていされてしまうと困る。けれど向こうも任務だから、いいですよとは言わずに反対するだろう。反対の度合いを探ってほしいんだ。とりつく島もないのか、少しは交渉の余地があるのか、その辺りをね」

「わかりました。じゃ、ちょいと行って話してきまさぁ」

　そう言って、シュラトゥは休きゆう憩けい中の警護部隊のほうへと歩み寄っていった。

（こういう交渉事は彼に任せるに限る）

　シュラトゥの背中を見やりながら、サイファカールは頭の中で具体的な策の構築を始めるのだった。
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「やぁ、隊長さん、調子はどう？」

　木こ陰かげで休憩を取っている警護部隊の隊長にシュラトゥが親しげな口調で呼びかけると、隊長は気け怠だるそうな目を向けてきた。

「あぁ、あんたか。この辺は埃っぽくて参るわ」

　警護部隊相手の交渉や調整はシュラトゥの役目なので、隊長以下、幹部たちとは何度もやり取りをしている。だから相手も気安いのだろう、皇子直属の臣下というより、同どう僚りように接するような態度だった。

「気候風土も、帝都辺りとはだいぶ違ちがうよなぁ」

「いや、ほんとにご苦労さん」

　と左手を挙げてから、シュラトゥは隊長の前まで進み出て腰こしを曲げ、声を落とし、背中に回していた右手をそっと差し出した。

「ちょいと一いつ杯ぱい、どうすか？」

　隊長はシュラトゥの右手に握にぎられている酒さか瓶びんに気づいて目を見開いた。

「おい、それって、まさか……」

「皇子のお屋や敷しきから持ってきた、とびきりの葡ぶ萄どう酒しゆですぜ」

　隊長はシュラトゥに顔を近づけ、囁ささやくように訊いた。

「いいのか？」

　シュラトゥも囁くように応える。

「かまいやしませんよ。意にそぐわない任務に就いている隊長さんに、俺からの差し入れってことで」

「い、いや、べつに意に添わないとか、そういうことはないんだが。それに、任務の途と中ちゆうで酒盛りなど、できんしな」

　そう否定しながら、隊長は視線をシュラトゥの右手に据すえたままだ。

「気にしなくて大だい丈じよう夫ぶっすよ。これは俺が勝手に持ってきて、嫌いやがるあんたらに無理やり勧すすめたんすからね。皇子様の家臣から無理強じいされれば、立場上、断り難にくいでしょうが。だから、あんたらが非難される謂いわれはないんすよ」

「そ……そうか、な。そう言われると……そうかもしれないな」

「ってことで、俺は勝手にこいつを開けて、勝手に皆みなさんの器に注いで回るだけなんで、そこのところをよろしく」

「まぁ勝手に開けられて勝手に注がれたんじゃ、しようがないな」

　だらしなく表情を緩ゆるめた隊長は、周りにいた部隊の幹部連を呼び集めた。

「じゃぁ、まぁ、お疲つかれ様さまってことで」

　シュラトゥは真ま面じ目めな表情のまま、手にした酒瓶の中身を幹部たちが手にした器に注いで回った。
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　半時ほどでシュラトゥが戻ってきた。

　サイファカール以下、ステラステラ、リ・イン、ネムネモが彼を取り囲む。

　侍じ女じよ服姿のソフィとゼフィは、立場上、こういう密談の席には寄ってこない。少し離れた場所に控ひかえたままだ。




「どうだった、シュラトゥ？」

　と皇子に訊かれ、彼はにやりと笑った。

「もちろん、『そんなことは許されない』と断られましたぜ」

「そうだろうね」

「そこをなんとかと泣きついたり脅おどしたり宥なだめたり賺すかしたり。『温泉なんかに寄り道したことが知られたら儂わしが上からこっぴどく怒おこられるわ』という隊長に、迷めい惑わくをかけないからとか代だい償しようは用意するからとか言ってなおも迫ったら、少し興味を示しましてね。『代償とは具体的にどうするつもりだ？』と訊いてきましたぜ」

　サイファカールは、くすりと笑った。

「そうか。脈ありだね」

「具体的にどうするかは皇子様のご意向次第なんでと言って、とりあえず交渉は中断しておきましたが、それでよかったですかい？」

「ああ、それで充じゆう分ぶんだ。助かったよ、シュラトゥ」

　サイファカールは満足そうに頷いた。

（やはりこういう交渉事はシュラトゥに任せるに限る。フレイヤだと真っ直ぐで駆かけ引ひきができないから下へ手たをすると相手を怒らせるし、リ・インはこちらの慣習に疎うとい上、怒るとすぐに手を出すから交渉にならないし、ネムネモは無口だから交渉どころか話し合いにすらならないものな。やっぱり適材適所が肝かん心じんだ）

「では、続きは僕が行って、上手いことまとめてこよう」
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　サイファカールと警護部隊の隊長との交渉は、さほど難航することもなくまとまった。決め手はサイファカールが持ち出した金品の額だった。隊長だけでなく兵士全員にも配ると言われれば、隊長も断り切れない。交渉に同席していた部隊の副官や小隊長連に聞かれてしまった以上、隊長の一存で断ったりすれば、あとで部下から吊つるし上げられるかもしれない。隊長も人の子、そのことを恐おそれると同時に、危険な軍で何年間も汗あせ水みず垂らして働いてようやく得られる俸ほう給きゆうと同等の金額を、たった一度、皇子の愚ぐ行こうに目を瞑れば得られるという誘ゆう惑わくには勝てなかった。

　で、交渉の結論としては。





・皇子一行と警護部隊は、皇子の具合が悪くなったため、マステリアの温泉地に寄って、皇子を介かい護ごする。

・皇子は翌朝には快復したので、警護部隊は温泉地を離れる。

・けれど、皇子の一行はまだ温泉地に留まる。

・警護部隊は皇子の警護をしているという状じよう況きようを続けたまま次の街までゆっくり進む。

・二、三日、温泉で遊んだ皇子一行は、急いで警護部隊を追いかけ、街の手前で合流し、いかにも今まで一いつ緒しよにいましたという顔で街に入る。

・皇子一行が温泉地で遊ぶのを見み逃のがす代償に、皇子は警護部隊に多額の報ほう奨しよう金を支し払はらう。

・部隊への支払いは警護部隊が温泉地を離れる時点で済ませておく。

・支払った金品をどう分けるかは隊長に一任する。






　ということになった。

　戻もどってきたサイファカールは、皆みんなを集め、交渉の結果をそっと耳打ちし、最後に片目を瞑つぶってこう言った。

「ってことで、僕はマステリアに近づいたら具合が悪くなるので、あとはよろしく」
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　サイファカールたちにすれば予定どおりに、一方、話を聞いていない警護の兵たちからすれば思わぬことになるのだが、アンブロウ州まであと一日かそこらという地点で、急にサイファカールの体調が悪化し──表向きは旅の疲ひ労ろうの蓄ちく積せきということにした──一行は急きゆう遽きよ、主要街道を離はなれ、州しゆう境ざかいに近い森の中にある湯治場、マステリア温泉を訪れることになった。湯治客の耳目を集めては不ま味ずいので帝てい国こく旗や皇家の旗は隠かくされた。

　百名の兵を引き連れている時点で注目は集めてしまうが、その程度なら、どこかの王おう侯こう貴族がお忍しのびで温泉地に来たという程度に思われるだけだろう。まさか帝国の第六皇子が僅わずか七人の供回りと百人の警護兵を連れただけで訪れたとは誰だれも想像しない。




　この地では、ロムニア帝国がまだロムニア王国だった昔から温浴の習慣が広く浸しん透とうしている。王国の版はん図とが広がり、帝国となった今では、辺境地域や周辺の蛮ばん族ぞくにも温浴の風習が広まりつつあった。そのため帝国領内には温泉を抱かかえた湯治場が数多く点在しており、マステリアもそれらのうちの一つだった。

　マステリアには湯治客相手の宿が幾いくつか建っていたが、さすがに百名の兵を一度に収容できるほど大きな宿はないので、一部の幹部を除いて兵たちは幾つかの宿屋に分宿することになった。兵たちの宿は自じ炊すいが当然の安宿だが、宿しゆく泊はく費は皇子持ちの上、温泉には入り放題なのだから、誰も文句を言う者はいない。

　季節は初夏、長い戦争も終わって帝国には平和が訪れて、という時じ節せつ柄がら、湯治客もそこそこ多かったが、皇子一行は湯治場でいちばんいい宿の部屋を押さえることができた。

　このくらいの高級宿になると、相部屋ということはない。食事も出してくれるから自炊の必要もない。

　森の木を伐きって建てられた建物は木造で石造りの建物のような重厚感はないが、造りは丁てい寧ねいで、そこはかとなく木の薫かおりも漂ただよい、湯治には相応ふさわしいと思われた。部屋に置かれた椅い子すや卓たくも樫かしや檜ひのきを使った手間のかかった物で、床ゆかの絨じゆう毯たんは東方世界イスタ・ムンドからの移入品。用意された部屋は王侯貴族を迎むかえ入れても恥はずかしくないという印象だった。




　部屋は中央の居間の周りに三つの寝しん室しつがあるという作りだ。サイファカールは、状況の確認と今後の行動予定を打ち合わせておくため、早速、全員を居間に集めた。
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「地図を見てほしい」

　皇子は卓上に広げた地図を指さした。

「警護部隊は明朝、街道まで戻って北上を続ける。たぶん午後の早いうちに州しゆう境ざかいを越こえてアンブロウ州に入るだろうから、明日あしたの夜はこの辺りで夜営することになるね」

　皇子の指先が地図上の一点を押さえ、全員が地図を覗のぞき込む。

　皇子の指先が押さえているのは、ちょっとした山地と山地のあいだの盆ぼん地ち状の場所で、小さな川が流れているようだから、たしかに夜営するには適していそうだ。

「そこで襲しゆう撃げきがあると思われるのですね？」

　ステラステラがそう訊きくと、サイファカールは小さく頷うなずいた。

「街からは遠く、兵が詰つめる砦とりでも周囲にない。襲撃する側としては恰好の場所だからね。急いで進んで開けた土地まで出ておきたいところだけど、警護部隊はあまり速く進むわけにもいかないし」

「俺たちが追いつく前に街に着いたら具合が悪いですもんな」

　とシュラトゥが言った。

「次の街まで三日はかけないとね。百人の帝国部隊を襲おそおうとする野盗もそうそういないだろうから、ふつうならそれでもいいんだけど」

「相手は皇子様を抹まつ殺さつするために送られてきた刺し客かくどもでありますから、兵が百だろうが二百だろうが、襲ってくるというわけでありますか」

　そう応えたフレイヤは、宿に入ったにも拘かかわらず、手にした槍やりを放そうとしない。何かあればすぐ手に取れるよう、今も足下に置いている。

「ですが、そうなりますと、警護の兵どもは少し可か哀わい想そうな役回りでありますね」

　神しん妙みような顔でフレイヤがそう言うと、サイファカールは意外に明るい表情で応えた。

「そう心配しなくてもいいと思うよ。襲撃者側が自分たちよりも人数が多ければ、警護の兵たちはすぐに逃にげ出すさ。だって、護るべき対象者がいないんだから、戦っても仕方がないじゃないか」

「ああ、そうでありました」

「それに襲撃者が狙ねらっているのは帝国の兵じゃない。僕と、君たちだ。逃げる兵を追いかけて殺すなんていう手間もかけないだろうと思うよ」

「それに目もく撃げき者がいてくれたほうが、連中にしてみればありがたいでしょうからね」

　とステラステラが補足した。

「そういうこと。どこかの野盗に襲われたということを帝国兵が証言してくれれば願ったり叶かなったりだ。警護の任を全うできなかったとなれば、なんらかの処しよ罰ばつはあるだろうけど、それも形式的なものだろうね。もしかすると、隊長は『それほど熱心に仕事をしなくてもいい』なんて言われているかもだよ」

「それは、つまり……」

「そう。襲われたら抵てい抗こうしなくていいと示し唆さされているかもしれない。言われた時点ではなんのことかわからないだろうけど、襲撃されれば『なるほど、このことか』と思い至るんじゃないかな。だとしたら、即そく座ざに逃げ出すよ」

　深いですな、とシュラトゥが呟つぶやいた。

「いや、その程度のことは割とふつうだと思うよ」

（それをふつうだと言い切ってしまう皇子が深いんですよ）

　と思ったシュラトゥだが、それを口にはせずに、ただ肩かたをすくめただけだった。

「それで事件は、たまたま野盗に襲われた部隊に、たまたま第六皇子がいたという方向で片が付くわけさ」

「そして世間は、そんなふうに横おう死しするとは虚うつけ皇子に相応しい間ま抜ぬけな最期だと噂うわさするのですね」

「相変わらず手厳しいね、ステラは！」

「いえ、これはわたしが言っているのではなく、世間がそう言うであろうことを想像しているだけでございますので」

「ああ言えばこう言う奴やつだね、君は」

「ああ言えばこう言うことに関しては、皇子の足下にも及およびませんが」

「だから。それが厳しいと……」

　皇子は情けない顔になって天を仰あおいだ。

「気にしなくてもいいのヨ皇子。どうせ虚け者という世間の評判は皇子がそうなるように仕向けてるのだロ？　だったら自業自得ってものだしナ？」

「君も厳しいな、リ・イン」

「それより我々はどう行動すればよいのカ？　ちゃんと教えてくれないと困るのヨ？」

「どう行動するかは簡単な話で、明日の朝、警護部隊がここを離れたら、僕たちは即座にここから逃げ出すのさ。だから荷物は今夜中にまとめておくこと。逃げ道は……」

　そう言って地図を覗き込んだサイファカールは、指を地図上で滑すべらせていく。

「こちらの山中を突とつ破ぱして、街道に戻らずアンブロウ州に入り、そのまま街に近づかずに山やま間あいを一気に駆かけ抜ぬけ、東辺境州に入る。僕が乗る馬車も荷馬車も警護部隊に預けてしまうから、全員が馬で駆けることになるけど、それは問題ないな」

　サイファカールはもちろん、侍じ女じよ服の二人、ソフィとゼフィであっても馬に乗れる。

「フレイヤに先さき駆がけを頼たのみたい」

「お任せあれ！」

「可能性は低いと思うけど、もしかすると敵は二段構えで罠わなを張っているかもしれない。君には危険な役を頼むことになるけど」

「何を仰おつしやいますか、皇子様。わたしが今ここにいるのは、皇子様をお守りするためであります。危険であるかどうかなど、なんの意味もなしません」

「相変わらず頼もしいな、フレイヤは」

　とサイファカールが言うと、顔を赤くしたフレイヤは、椅子に座ったまま、しゃきりと背筋を伸のばした。

「そそそ、そうでありますか。光栄であります」

　リ・インが、む、と眉まゆを顰ひそめ、フレイヤとサイファカールを交こう互ごに見やった。

「我も皇子のためなら火の中水の中なんだけどナ！」

「わかっているよ、リ・イン、いつも感謝しているんだ」

　と皇子が言うと、リ・インも顔を赤くした。

「お、そそそそうかネ。わかっているならいいんだヨ」

　ネムネモも何か言いたそうに身じろぎしたが、結局、彼女は何も言わなかった。

（皇子には女誑たらしの素質が充じゆう分ぶんに備わっているわ。それを無自覚に行っているのが、またなんとも。もっとも、わたしも半ば誑されているような気がしないでもないけれど）

　皇子の横顔をチラ見しながら、ステラステラはそんなことを思うのだった。

　とにかく、とサイファカールが本題に戻す。

「僕たちはどこにも寄らずにアンブロウ州を駆け抜け、そのまま東辺境州に入る。東辺境州に入ってしまえば安心だとは思うけど、念のためアル＝アラまで駆け続ける」

「ですねぇ。どこかで一服入れようにも、都市と言えるほどの都市もありませんし。馬がちと心配ですけど、一気に駆け抜けるしかないですねぇ」

　と言ってシュラトゥが賛意を表す。

「それに、だ。時間をかけていると、僕たちが行方ゆくえ不明になったことが帝てい都とに知られる。逃げたと見なされれば、叛はん意いありということで、追討令が出されかねない。そうなる前にアル＝アラへ入らなくてはならないんだ。かなりの強行軍になるけど、頼んだよ」

「お任せあれ！」

　と立ち上がったフレイヤが敬礼をして。

「任せるがよいのヨ」

　とリ・インが手を挙げ。

「俺は乗馬はあんまり得意じゃないんですけどねぇ。ま、頑がん張ばりますわ」

　とシュラトゥも手を挙げ。

「頑張り、ます」

　とネムネモが頷き。

「皆みな様さま方に後れは取らないつもりです。ねえ、ゼフィ？」

　とソフィが言うと。

「精せい一いつ杯ぱい、頑張ります」

　とゼフィが頭を下げた。

「よし。じゃあ、今日のところは明日からの強行軍に備え、温泉に浸つかり、美お味いしい物を食べて、存分に英気を養うとしよう」

　全員が、おお！　と手を突つき上げた。

「なら皇子、一いつ緒しよに湯に浸かるとするかネ？」

「……は？」

　この当時、男湯とか女湯とかの概がい念ねんはなく、温泉はどこも混浴がふつうだったが。

「いや、それは不ま味ずいんじゃないかな」

　さすがに皇族と臣下（の女性）が一緒に温泉に浸かるという話は聞いたことがない。

「何か問題があるかネ？」

「問題がというか、君はいいのかい、それで？」

「この場合よいも悪いもないネ」

「どういう意味、リ・イン？」

「だって虚け皇子のサイファカール様がお忍しのびで温泉地に来たのだヨ？　何もしないまま帰ったら怪あやしまれるネ。だから、虚け好色すけべぇ皇子に相応ふさわしい乱らん痴ち気き騒さわぎを演出するため恥はずかしいのを我が慢まんして一緒に温泉に浸かって騒ごうと言っているのヨ。少しくらい具合が悪い程度で、すけべぇ皇子が乱痴気騒ぎしないだなんて怪しまれるネ」

　えほん、と咳せき払ばらいをしたサイファカールは、ことさら渋じゆう面めんを作ってみせた。

「リ・イン、君には少しばかり言っておきたいことがある。僕はたしかに虚け者の振ふりをしていたけど、好色な皇子を装ったことはない」

「振りしていなかったのかネ。だったら好色なのは皇子の本性だったんだネ？」

　サイファカールは、ぐぅと呻うめいて押おし黙だまった。

「あはははは。皇子がリ・インにやり込められるとは思わなかったわ」

　ステラステラが声に出して笑った。

「いや、僕も思わなかったけど」

「まぁいいじゃない。リ・インの言うことは珍めずらしく正せい鵠こくを射ているわ」

「え？　僕が好色だってこと!?」

「そうではありません。いえ、それも射ているような気はしますけれど」

　皇子はジト目になってステラステラを見やった。

「相変わらず酷ひどいな、ステラ」

「そうではなくて。温泉に来たのに虚け皇子が何もしないのでは怪しまれるという指し摘てきのほうですよ」

「だけどさ、ここに僕が来ているということは誰だれも知らないんだよ？　敢あえて虚け皇子を演じることもないと思うんだけど」

「用心深い皇子様の言葉とも思えない楽観論ネ。どこに敵の目や耳があるかわからないと思うのヨ？　もしかしたら敵は湯治客を装ってこの地に偵てい察さつ要員を潜もぐり込ませているかも……と思わないのかネ？」

「……正論だね」

「だったラ。そんなとこへどこかの王おう侯こう貴族を警護した帝てい国こく部隊が来たとなれば、我々に注目しているかもしれないのヨ。刺し客かくを送った黒幕の手の者なら皇子の正体を見み抜ぬくかもしれないネ。そんなとき虚け皇子が何もしないで一晩を過ごせバ、もしかして偽にせ者ものではと疑われるかもヨ？　警護部隊は影かげ武む者しやを護っているんじゃないかと思われたらいろいろと不味いと思うのだがネ？」

「それも正論だね」

（驚おどろいたな。リ・インがそこまで考えているとは思わなかった）

　リ・インの意外な一面を見たと思うサイファカールである。

「というわけだから温泉に入るしかないと思うのヨ？」

「そう……だねえ。まぁ、君がそれでいいというのなら、お願いしようか」

「よくはないけど仕方がないからネ。敵の間かん者じやの目を欺あざむく程度には暴れて騒いでやるから安心するがいいのヨ」

「いやいや、ぜんぜん安心できないんだけど」

　いきなりフレイヤが椅い子すから立ち上がり、びしりと姿勢を正した。

「では、不ふ肖しよう、このフレイヤもお供いたします」

「え？　おまえも来るのかネ？」

　リ・インは凄すごく嫌いやそうな顔になった。

（こいつのあの巨きよ乳にゆうを皇子には見せたくないのだがネ）

「もちろん行くのであります。わたしは皇子様の親衛隊長でありますから、たとえ火の中お湯の中なのであります」

（うぜえ奴だヨ）

　とは思うものの、リ・インの立場としては断れない。何しろ乱痴気騒ぎを提案したのは彼女なのだ。そして乱痴気騒ぎとなれば、人数が多いほうが相応しい。

「そうね、わたしもお供いたしますわ」

　とステラステラが手を挙げ。

　サイファカールが、え？　と驚いた顔を向けると、ネムネモも遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「わ、わたしも行きま、す」

「ええぇぇえ？」

「あの……ご迷めい惑わく、ですか？」

「い、いや、迷惑ではないけれど、でも……」

　すると、ひっそりと控ひかえていたソフィまでもが一歩、二歩と進み出てきた。

「では、わたくしとゼフィも、お供いたします。皇子様のお背中を流すのは侍女の役目でございますし」

「そんな役目なんか頼んだ覚えはないんだけど？　というか、君と……ゼフィも？」

　ソフィはにっこりと笑って、はい、と頷うなずいた。

「それは……いいのかな？」

　サイファカールは女性陣じんの反応を窺うかがうべく周りを見回したが。

「べつにかまわないのヨ？」

　とリ・インが応え。

「とくに問題ないであります」

　とフレイヤも応え。

「そうね。いいのではないかしら。乱痴気騒ぎを演出するのですから、そのくらいのことはあったほうが」

　とステラステラも応え。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

　とネムネモも応えた。

「みんながそう言うのなら、僕はかまわないんだけど……」

　リ・インは、よし、決まりネ！　と手を打った。

「この宿には露ろ天てんの風ふ呂ろがあるらしいのヨ。そこを貸し切りにするがいいネ？」

「そうか、よし、わかった。じゃあ俺もお供しますぜ、皇子」

　立ち上がったシュラトゥが右の拳こぶしをぐっと握にぎり締しめたが。

「「「おまえは来るな！」」」

　女性陣全員から、手刀や拳げん骨こつがシュラトゥめがけて飛んできた。
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　そして露天風呂である。




　同行を拒きよ否ひされたシュラトゥだが、宿屋との交こう渉しようはしっかりとやらされた。ぶつぶつと文句を言いながらも、宿代に相応の額を上乗せする形で露天風呂の貸し切りを認めさせたのはさすがである。

「シュラトゥはあっちの一いつ般ぱん客きやく用のお風呂に入ってるネ」

　露天風呂への入り口でリ・インに駄だ目め押おしされたシュラトゥは、なおぶつぶつと文句を垂れ流しながら廊ろう下かを遠ざかっていった。

　シュラトゥの姿が廊下の曲がり角に消えるのを見送って、サイファカール、フレイヤ、ステラステラ、リ・イン、ネムネモ、ソフィ、ゼフィの七人は露天風呂に続く廊下を進んでいく。乱痴気騒ぎには必要だろうと、女性陣は酒の入った器と酒しゆ杯はいを携たずさえていた。

　辿たどり着ついた湯ゆ殿どのは離はなれの形式になっていて、壁かべはなく素通しだ。四阿あずまやふうの建物の中に大きな湯船が設しつらえてあり、木製の樋といを伝って熱い湯が流れ込んでいる。基本的に混浴だが、脱だつ衣い室などという洒落しやれた物はない。全員、四阿の周囲に張はり巡めぐらせてある木床ゆかの上で服を脱ぬぐことになる。

「本当にいいのかなぁ」

　と首を捻ひねっているサイファカールの向こうで、リ・インは早くも長なが裳もを脱ぎ捨すて、下した帯おびと胸むな覆おおいを外し、全ぜん裸らになってしまった。

「ひゃっホ──」
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　湯船に突とつ進しんしたリ・インは、そのままお湯の中に飛び込んだ。水みず飛沫しぶきが上がり、お湯が波を立てて湯船からこぼれる。

「ちょっとリ・イン、非常識な入り方をしないでちょうだい」

　服を脱ぐ手を止めたステラステラがそう注意すると。

「何を言うかネ、ステラステラ。虚うつけ皇子様が乱痴気騒ぎをしに来てるのヨ？　非常識なことをこれでもかと繰くり出ださないと駄だ目めではないかネ？」

「あぁ、そうだったわね」

　リ・インの指摘に納得すると、ステラステラも素早く服を脱いで下帯と胸覆いも外し、リ・インに倣ならって全裸のまま湯船に突進した。

「きゃっほ──っ」

　そして大きく跳ちよう躍やくし、体を宙に浮うかせ湯船に落下した。リ・インのときと同様、盛大に水飛沫が上がり、大量のお湯がこぼれる。

「こラ！　そんな入り方したらお湯がもったいないネ！」

「あら、非常識なことをしないと駄目と言ったのはあなたではないの」

「う……そうだったネ」

「というか、そもそもあなたがそんな非常識な入り方をしたから見習っただけだわよ」

「うぅ……ぐうの音ねも出ないのヨ」

「あなたって本当に非常識が似合う女よね」

「がっふぅぅ」

　見えない鉄てつ槌ついに額を叩たたかれたかの如ごとくリ・インは大きく頭を仰のけ反ぞらせる。その拍ひよう子しに水面上に出た豊かな両胸が大きく揺ゆれた。

（いや見てない見てない。見てるけど見ていない）

　微び妙みように視線を逸そらしながらも、見事な胸が見事に揺れる様をしっかりと観察してしまうサイファカールだった。

「承知したであります。不肖、このフレイヤも、いつもなら絶対にしない、はしたなくも下品な入り方をさせていただくであります」

　そう宣言したフレイヤが、鎧よろいを外し服を脱ぎ胸覆いを外すと、特大特盛りの胸が大きく弾はずんだ。

　それを見た湯船の中のリ・インとステラステラが、びくぅっと上体を引く。

「くぅぅ、あいつの胸は凶きよう器きだネ。男にとっても女にとってモ」

　フレイヤの胸を睨にらみつけ、リ・インが唇くちびるを強く嚙かんだ。

「男にとっては凶器と言うより凶きよう喜きなのでは？　そして凶器な凶喜で狂きよう喜きするとか」

　とステラステラが言うと。

「誰が上手いことを言えト」

「それにしても、どうやったらあそこまで育つのかしらね。しかも、あれだけ大きいのに垂れていないだなんて」

　ステラステラは羨せん望ぼうの眼差しをフレイヤの胸に注いだ。

　そのフレイヤは、湯船に走り寄ると大きく跳躍し、空中で体の向きを反転させ、手足を伸のばし広げて大の字になり、そのまま背中から着水した。リ・インやステラステラのときより大きな水飛沫が上がり、大波が湯船に打ち寄せる。

　ステラステラは波に攫さらわれそうになり、湯船の縁ふちを摑つかんで体を支えた。

「うわぁ、本当に非常識な！」

「お湯が半分くらいこぼれたのではないのカ？　非常識にもほどがあるのヨ！　そのまま浮いてくるナ！」

　大の字のままの体勢で湯船の底に沈しずみ、浮かび上がろうとしたフレイヤを、リ・インはもう一度沈めようとする。

「ぐばばばっ!?」

　必死でリ・インの手を払はらいのけたフレイヤは、顔を空中に出し、大きく息を吸った。

「あっはぁっ」

　必死で息を整えたフレイヤは、きっとリ・インを睨みつける。

「何をするでありますか、リ・イン殿どの!?　危うくお湯を飲んでしまうところでしたよ！」

「そのまま溺おぼれてしまえばよかったのにネ」

「無理無理、リ・イン。フレイヤは超ちよう巨きよ大だい浮うき袋ぶくろを二つ持っているもの。どれほどの重しを付けても浮かんでくるわ」

　ステラステラがやけ気味にそう言うと、リ・インはフレイヤの胸に目を落とし、がっくりと肩かたを落とした。

「そうだったネ」

「船が転てん覆ぷくしても、フレイヤさえいれば、彼女の巨大浮き袋のおかげで二、三十人くらい助かるのではないかしら？」

「何かとてつもなく失礼なことを言われてる気がするでありますっっ!?」

　湯船の中で言い合っている三人は、もちろん全裸だ。

（見てない見てない。全部見えてるけど、僕は見ていない）

　サイファカールは気分を落ち着けようと頭の中でその言葉を繰り返かえし唱える。けれど、そう言いつつも目を完全に逸らすことができない皇子だった。
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　ネムネモは下帯と胸覆いをしたまま湯船に浸つかろうとしてリ・インに怒おこられた。充じゆう分ぶんに非常識な入り方だったから、この場の目的には合っていると思えたが、ネムネモはわざとやったわけではなく、素でそうしようとしたらしい。

「だってこういうお風呂に入るのは初めてだ、から。それに……皇子様いる、し」

　と彼女は言い訳をしたが、リ・インによって却きやつ下かされた。

「風呂に入るときは全部脱ぐのが決まりなのヨ？　脱がないのなら我が脱がせてやってもいいのヨ？　むしろそうしたいのヨ？」

　両の掌てのひらをわきわきと動かしながらリ・インが迫せまってきたので、ネムネモも抵てい抗こうを諦あきらめ、おとなしく全裸になって湯船に浸かった。静かに足から入り、静かに体を沈めるという、じつにまっとうな入り方だった。

「そこは非常識な入り方でもいいのニ」

　と非難がましい目でネムネモを見ていたリ・インだが。

「これで残るは皇子とそこの双子だヨ？」

　湯船に浸かったリ・インが、右手でお出でお出でとサイファカールを手招く。

「いや……本当にいいのかなぁ」

　洗い場の上でサイファカールは頭を搔かきながら迷っている。

「我らがいいと言ってるのだから問題ないのヨ？」

「そうだねぇ。じゃあ、入らせてもらうか」

「遠えん慮りよは無用ネ」

　湯船にいる四人の目がサイファカールに集中し、彼は服に伸ばした手の動きを止める。

「みんなにガン見されてると、とても脱ぎ難にくいんだけど？」

「遠慮しなくてもいいのヨ。むしろドンと脱ぐがいいのヨ。そしてドドンとご開かい陳ちん。ご開、陳！　チンなだけニ」

　自分で言ったことに自分で受けて、リ・インは、きゃははハ、と大声で笑う。

「僕は遠慮なんかしてないけどね！　むしろ遠慮するのは君たちじゃないのかな！」

「こんな千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に遠慮なんかしてられるっカぁァ！」

「リ・インに逆ギレされたっっ!?」

「早く脱ぐんだヨ、皇子。脱がないのなら我が脱がせてやるのヨ？　でもって、うっかり触さわっちゃったりするのだヨ！」

「リ・イン、君、もう酔よってないかい？」

　女性陣じんが持ち込んだ酒さか瓶びんをちらっと見やったサイファカールがそう言うと。

「安心するがいいネ。本格的に酔うのはこれからだからナ？」

「少しも安心できないな」

　湯船の中で涎よだれを垂らしそうな顔になって上体を乗り出しているリ・インやステラステラを見ながら、どうしようかとサイファカールが考えていると。

「皇子様、お召めし物ものをお預かりいたします」

　と言って控ひかえていたソフィが寄ってきた。その後ろから俯うつむき気味にゼフィが続く。

「ささ、早く。早くお脱ぎくださいませ」

「いやいや、ソフィ。そんなふうに側に張りつかれたら、よけいに脱げないんだけど？」

「ご遠慮なさらずともよいのです」

「だから。遠慮するのは君たちのほうだと」

「侍女など犬か猫ねこのような存在です。皇子様は脱衣所に犬や猫がいても気にはされないでしょう？　ですから、わたくしやゼフィ如きを気にされなくてもいいのです」

「いや、君はどう見ても犬や猫には見えないんだけど」

「さ、お早くお脱ぎください。お手伝いさせていただきます。お手伝い中、もしも万一、手が滑すべったりしたら、どうか失礼をお許しくださいませ」

　うふふ、と笑いながらソフィがサイファカールに向かって手を伸ばしていく。

「ちょっと待つネ！」

　というリ・インの叫さけび声ごえが聞こえ、何事かとサイファカールとソフィ、ゼフィが湯船のほうへ顔を向けると、リ・インがお湯の中で腰こしに手を当て上体を反らせ気味に仁王立ちになっていた。お湯の深さは太ふと腿ももくらいまでしかないから、もう何から何まで丸見えだった。サイファカールはなんとか視線を引ひき剝はがしたが、横を向いたあと、少し後こう悔かいした。

（本人がいいと言うんだから、もう鑑かん賞しようする勢いで直視してもよかったんじゃないかな）

　などと思う。

　皇子の葛かつ藤とうなど知らぬ顔で、リ・インは、びしっと右手を水平に伸ばした。

「そこの侍女も脱ぬぐのヨ？」

　はい？　とソフィが小首を傾かしげる。

「湯ゆ殿どのにいるのにおまえたちだけ服を着てるのはおかしいナ。乱らん痴ち気き騒さわぎに水を差すヨ。やっぱり裸はだかになる必要があるネ」

　ソフィはリ・インに向かって深々と低頭した。

「ですが、わたくしどものような下げ賤せんな者が皇子様や皆みな様さまとご一いつ緒しよに入浴させていただくなど、恐おそれ多おおいことでございます」

「大だい丈じよう夫ぶだヨ。ここじゃ身分なんか関係ないものネ。我だってどこの馬の骨ともしれない流れ者だからナ？」

（それを自分で言ってしまうの？　まぁ、そこがリ・インのいいところでもあるけれど）

　ステラステラは上うわ目め遣づかいに、横で立っているリ・インの裸ら身しんを見上げる。

（でも、胸が大きいのがむかつくけど）

　それから、澄すました顔で湯に浸かっているフレイヤのほうへ視線を移す。

（こいつの胸はむかつくどころではないのだけれど……ある意味、人にん間げん離ばなれした大きさだから、まだ諦めがつくわね）

「むしろ上も下もまぜこぜになってこその乱痴気騒ぎだヨ！」

　リ・インが胸を張ってそう断言すると、片かた膝ひざを落としたまま、ソフィはもの問いたげな表情でサイファカールを見上げた。

「うん、まぁ、リ・インの言っていることは正論のような気がしないでもないけど、実じつ践せんしてしまうのはどうだろうね」

　いいとも悪いとも言えず、サイファカールは適当なことを言う。

「いいから脱ぐのヨ。そして湯船に浸かるのヨ。脱がないなら我が脱がすのヨ？　それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに脱がしてやるのヨ？　ういひひひヒ」

　両手を挙げたリ・インがお湯の中をにじり寄ってくる。どこのすけべ親父おやじだとツッコミたくなる顔と態度だった。そんなリ・インに対し、ソフィはあくまで恭うやうやしく一礼する。

「わかりました。では僭せん越えつながら、恐れ多いことですが、脱がせていただきます」

「いいのかなぁ」

　サイファカールは首を捻ひねるが、止めようとまではしない。

「ゼフィもいいわね？」

　と姉に訊きかれ、ソフィは困ったような顔で頷うなずいた。

「では、失礼いたします」

　すすっと背後に退いたソフィとゼフィが、侍女服に手をかけ、脱いでいく。

　二人が侍女服を脱ぎ捨てたところで、リ・インから素すっ頓とん狂きような声が上がった。

「おややヤ？　妹のほうは絶ぜつ壁ぺきじゃないかネ。ネムネモも可か哀わい想そうな奴やつだと思っていたけどそれに輪をかけた貧乳だネ」

「失礼、なリ・イン」

　ネムネモがリ・インを睨にらみつけるが、彼女はそ知らぬ顔でゼフィを指さした。

「ゼフィはネムネモの上を行くネ？　貧乳どころか無乳ネ？　真っ平らだヨ？」

　たしかに姉のソフィは大きく盛り上がった胸を胸むな覆おおいで押さえつけているが、ゼフィは胸覆いをしておらず、そしてリ・インの言葉どおり、まったく膨ふくらみがなかった。

「あ……あ～～」

　ステラステラやフレイヤが奇き妙みような声を上げた。

　サイファカールも怪け訝げんそうな顔になったが、すぐに、ああ！　と手を打った。

「何が、ああ！　なのかネ？」

　ステラステラ、フレイヤ、そしてサイファカールと、リ・インが怪訝そうな顔で順じゆん繰ぐりに視線を巡めぐらせていくと、サイファカールは目を逸そらせ気味にして応えた。

「そうか、リ・インはまだ知らなかったんだね」

「だからなんのことかネ？」

「ゼフィは男子なんだよ」

「……はいィ？」

「ソフィの妹じゃなくて、弟なの」

　思わずリ・インはお湯の中で跳とび上がっていた。爪つま先さきが完全に宙に浮うくくらいの、それは見事な全ぜん裸ら大跳ちよう躍やくだった。空中で大きな胸が大きく揺ゆれているのを、サイファカールは視界の端はしに捉とらえる。やはり完全に目を逸らしきれないのは、男子の男子たる所以ゆえん……というか、本能だ。

「なんですとおォォォ!?」

　着水したリ・インは、傍かたわらのステラステラとフレイヤを見下ろした。

「おまえたち知っていたのかネ!?」

「え？　ええ、知っていたわね」

「不ふ肖しよう、このフレイヤも知っておりました。てっきりリ・イン殿どのもご存じだと」

（わたしは面白いから黙だまっていたけれど）

　とステラステラは内心で舌を出す。

「い……いや聞いてないネ。まったく何も聞いてないネ。というカ」

　リ・インは改めてゼフィに目を向ける。

「マジかネ？　マジで男なのかネ？」

　リ・インの視線に圧おされるように、ゼフィは身を縮め、ぺこぺこと頭を下げた。

「も、もうしわけございません。僕は恥はずかしいから嫌いやだったのですが、姉にそうしろと言われると、言うことを聞かないわけにはいかないもので」

「あら、そうだったかしら。喜んで侍女服を着ていたような気がするけど」

　とソフィが揶や揄ゆすると、ゼフィは手を前に挙げ、ぶるぶると首を左右に振ふった。顔だけでなく、その仕草も可愛かった。

「こ、これが男子……だト？　騙だまされたネ。完全完かん璧ぺきに騙されたネ」

「あぁぁ、ごめんなさい、お許しください」

　ゼフィは思い切り腰の引けた体勢で何度も頭を下げ、がくがくと体を震ふるわせている。

「おい、リ・イン、ゼフィに悪気があったわけじゃないんだから、虐いじめるな……」

　と言いかけたサイファカールの言葉を、リ・インの絶ぜつ叫きようが遮さえぎった。

「とても可愛いのヨ──っ！　男子とは思えない可愛さじゃないかネ──っ！」

　湯船に仁王立ちになったまま、リ・インは右の拳こぶしを握にぎりしめ、なおも叫んだ。

「だけど、可愛すぎて信用できないネ！　本当に男子なのかを確認するまでは少しも信用できないネっっ！」

「いえええぇ、あのあのあの……」

　リ・インの迫はく力りよくにゼフィは姉の後ろに隠かくれるようにしてガクブルしている。

「我がこの目で、あいヤ、この手で確認してやるネ──っ！」

　ゼフィに向かって突とつ進しんしたリ・インは、ソフィを突つき飛とばすように押しのけ、ゼフィに飛びかかる。

「あぁれぇぇ、何をなさいますか何をなさいますか、リ・イン様!?」

「くっくっクっ、よいではないカよいではないカ。悪いようにはしないのヨ？　我に任せておけばよいのだヨ？」

「あぁぁ、駄だ目め駄目、駄目ですぅぅぅ」

「悪いようにはしないのヨ。痛いこともしないのヨ。むしろ気持ちいいのヨ。だからおとなしくするがいいのだヨ？」

　嫌がるゼフィを押さえつけ、リ・インが彼の下帯に手をかける。

「あぁぁ、困ります困ります、それ以上はお止やめくださいぃぃ」

「止とまらないヨ。今の我を止められるものなどコノ世界に存在しないのヨ！　今の我なら火か竜りゆうの群れでも蹴け散ちらせるネ！」

　必死で抵てい抗こうするゼフィの下帯を、リ・インは無理やり引っぺがす。

「なんかもう……完全に悪代官と無む辜この町まち娘むすめの構図になっているわね」

　と言いつつも、ステラステラは大きく身を乗り出し。

「女子のように可愛いゼフィを男子のようにすけべぇな目つきでリ・イン殿が襲おそう図式はそれなりに正しいような気もいたしますが」

　とフレイヤは感心した顔をしつつ大きく身を乗り出し。

「ゼフィが可愛すぎて少し憎にくら、しい」

　とネムネモは悔くやしがりつつ大きく身を乗り出し。

「ひいぃぃぃ」

「おおおおお!?」

　ゼフィの下帯を外したリ・インは、彼の両手を自分の両手でがっちりと捕つかまえ、全裸になった彼をまじまじと──主に股こ間かんの辺りを──見やった。

「本物だったネ！　本当に本物の男子だったネ！」

「だから、そう言ってるじゃないか」

　とサイファカールがツッコんでも、リ・インはゼフィの両手を放そうとしない。視線を逸らそうともしない。

「お許しください、お許しください」

「こんな可愛い顔してこんな立派な槍やりを股間に装着しているとは驚おどろきだネ」

「槍？」

　ゆらりとフレイヤが立ち上がり、彼女の肌はだをお湯が滑すべり落ちていった。

「槍と聞いては黙っていられないであります。不肖、このフレイヤ、帝てい国こくでも五指に入る槍使いと詐さ称しようしております故」

「詐称なのっ!?」

　とサイファカールがツッコむと。

「間ま違ちがえたであります。自じ称しようであります」

「酷ひどい間違え方だね！」

「些さし少ようの言い間違いは誰だれにでもあると思うであります」

「駄だ洒落じやれで言いい逃のがれようとするなよ」

「いえ、それよりも。いま大だい事じなのはゼフィの槍なのであります」

「大事なの、そこかっ!?」

　なんだかもうツッコむのにも疲つかれてきたサイファカールだった。

「不肖、このフレイヤが、ゼフィの槍を確認するであります。長さとか。太さとか。硬かたさとか。ぷふっ。言ってて自分で赤面してしまうであります」

　たしかにフレイヤは顔を赤く染めていた。すでに酒を飲んでしまっているらしい。が、その足取りに迷いはなく、特大の胸を揺すりながら湯船から出て、リ・インに捕らわれているゼフィのところへ突き進んで、そして。

「おおぅ、これはなかなか見事な槍であります。さぞかし使い出があろうかと思われるのであります」

「どれどれ？　わたしにも見せてちょうだい」

　ステラステラも参戦してきた。

「わたし、も見たい。わたし、揉もみたい。あ。わたし上手いこと言った！」

　ネムネモもすでにほろ酔よい状態だった。

　リ・インに捕まっているゼフィの前に、ステラステラ、フレイヤ、ネムネモがしゃがみ込んだ。ちょうど顔がゼフィの腰こしの辺りだ。ということは三人の眼前にゼフィの槍があるということで。

「可愛い顔に似合わぬ凶きよう器きねぇ」

　ステラステラが感心の声を上げた。

「こんな槍で突かれたら死んじゃうわね。即そく、逝いってしまいそうだわ。むしろイッてしまいそうだわ。天国に」

「今度はステラステラが上手いこと言ったヨ！」

「裸はだかでここにいたら体が冷えてしまうであります。どうでありましょう、皆みなさん。ゼフィをお湯の中に連れていって、思う存分、彼の槍の検分をいたすというのは？」

　とフレイヤが提案すると、ステラステラが即そく座ざに賛成した。

「そうね。学術的見地からも徹てつ底てい的てきな観察と分ぶん析せきが必要だわ」

「ネムネモに否定する意思は、ない。むしろ大いに賛同、する」

「決まりだネ。ほれ、こっち来るがいいヨ、ゼフィ」

「あぁれぇぇ」

　リ・インはゼフィの体を引きずって湯船の縁ふちまで戻もどると、彼を湯船に放り込んだ。

「さあ思う存分、観察して点検して検分して確認して分析しようじゃないかネ!?」

「おお──！」

　湯船の中のゼフィに、女子四人が襲いかかった。

「おお？　おおぉ？　凄すごいのヨ？　この槍、凄いのヨ？」

「あぅあぅあぅ、リ・イン様、それ以上は駄目駄目駄目でぇすぅ」

「こっ、この手応え、神殺しと異名を取る彼かの伝説の名槍、メッシナシゥスの槍に勝るとも劣おとらない名槍なのであります」

「あぁぁあぁ駄目駄目駄目ですっフレイヤ様駄目ぇぇぇ」

「ふぅぅん、これがああなってそこがこうなってこっちはこうなっているのね。とっても勉強になるわ」

「はぅあっぁぁステラステラ様おゆおゆお許しくださいっぃぃぃ」

「じ────」

　ネムネモは槍にくっつきそうなほど顔を近づけ、無言で見入っていた。

　サイファカールは少し離はなれたところに澄すまし顔で控ひかえているソフィのほうに目をやり、湯船のほうを指さして訊きいた。

「いいの、あれ？」

　とはいえ、サイファカールは、リ・インたちの興味が完全に余よ所そに移ってくれたことに密かに胸むねを撫なで下おろしていたのだが。

「かまわないと思います。皆みな様さま、お楽しそうですし」

「……ゼフィは少しも楽しそうじゃないけど？」

「いいのです。皆さんのお役に立てれば、わたくしも弟も本望でございます」

（この姉も、弟には容よう赦しやないなぁ）

「では、わたくしも弟弄いじりの輪の末席に加えさせていただこうかと。失礼いたします」

　サイファカールに一礼したソフィが目の前で侍じ女じよ衣装を脱ぬぎ出したので、サイファカールは慌あわてて視線を逸そらす。

（っていうか。僕がいなくても滞とどこおりなく乱らん痴ち気き騒さわぎができているじゃないか。だったら僕がここにいる必要はないわけで）

　全ぜん裸らになって湯船へ歩んでいくソフィの後ろ姿──主に白くて柔やわらかそうな臀でん部ぶの双そう丘きゆう──をちらちらと横目で見ながら、サイファカールは内心で呟つぶやいた。
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（乱痴気騒ぎはみんなに任せるよ。このままここにいると、僕まで実地検分や研究の対象になりそうだし）

　サイファカールは服を脱ぐことなく急いでその場から逃にげ出して、シュラトゥが入っているであろう別の湯ゆ殿どのへ足早に向かうのだった。




　その後、露ろ天てん風ぶ呂ろの乱痴気騒ぎは夜よる遅おそくまで続いたらしいが、ゼフィがどんな目に遭あったのか、サイファカールは恐こわくて確かめることができなかった。
















　さて、幕まく間あいである。




　どうせ蛇だ足そくだ。大したことを言うつもりはない。ただの筆者の言い訳である。




　読者諸しよ賢けんはゼフィの正体について、どう思われただろうか。

　騙だまされた！　だろうか。

　それとも、待ってました！　だろうか。

　読者諸賢の趣しゆ味み嗜し好こうはさておくとして。

　ここで言っておきたいのは、筆者は諸賢を騙してなどいない、ということである。

　読み返していただければわかるのだが、ここに至るまで、筆者はゼフィのことをただの一度も「彼女」と記しるしていない。もちろん「侍女」とも記していない。ソフィとゼフィを「姉妹しまい」とも記していない。それぞれ名前を記すか、そうでなければ「侍女服を着た二人」、「双ふた子ご」という表記しか使っていないのだ。

　だから筆者は噓うそをついていない。

　その点を強調したいが故ゆえに、ここに無ぶ粋すいな「幕間」を挟はさみ込んだ。

　まぁ無む邪じや気きな自じ慢まんと受け取ってもらってもよいのだが。




　では、そろそろ本題に戻ろう。

　サイファカール皇子に危機が迫せまっている。

　もっとも我々は皇子が最初の危機を乗のり越こえたことを知っている。彼が無事に要よう塞さい都市アル＝アラに着いたことを知っている。しかし、皇子一行がどうやって着いたかはあまり知られていない。

　要塞都市に至るまでに、サイファカール皇子は一つ重要なことをやっているのだ。

　この段階では些さ末まつなことのように思えるが、けれど後のちに振ふり返かえると、意外なほど大きな意味を持つ出来事だった。

　それを見ておくとしよう。

　そこでの出来事が、後の彼の行動とその結果に大いに影えい響きようするのだから。
















　　　　１




　翌早朝──。




　誰だれも乗っていない空の馬車を警護して、百人の護衛部隊が湯治場を離はなれていった。その直後にサイファカールたちも動き出す。




「さて、ここからは本格的な逃とう避ひ行こうだ。本当に刺し客かくが僕たちをつけ狙ねらっているかどうかはわからないけど、もし狙われているのなら、大きな危機が迫っていることになる。それを確かめることは不可能だから、ここからは狙われているという前提で、覚かく悟ごを決めて行動するしかない。でないと、いざというときに対応が取れない。取れなければ」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、家臣たちの顔を見回した。

「誰かが死ぬ。最悪、僕も君たちも、みんな」

　全員、緊きん張ちようした顔で重々しく頷うなずいた。

　いつもなら、刺客など蹴け散ちらしてみせるであります、くらいは言いそうなフレイヤも、皇子の生命に危険が迫っているとなれば、そうそう気楽なことも言えず、無言で頷くだけだった。




　一同は急いで着き替がえを済ませ荷をまとめ、馬を馬房から引き出した。

　宿屋と交こう渉しようし、予備の馬も購こう入にゆうした。相場より高値だったが、背に腹は替かえられない。馬車と荷馬車は警護部隊に預けてしまったため──そうしないと合流する気がないことを悟さとられてしまう──大きな荷物は捨てたも同然で、予備の馬は荷運びのためでなく、いま乗っている馬が途と中ちゆうで潰つぶれたときに備えて用意した。

　シュラトゥなどは、

「持てるだけ、荷物は持っていきましょうや」

　と惜おしそうな顔だったが、サイファカールはきっぱりと言い切った。

「荷物は警護部隊にくれてやると考えるべきだね。彼らが戻もどってきたとき、置いていった荷物を回収するだろうから。分け与あたえた金品に加えてあの荷物があれば、そこそこの金になる。仮に警護に失敗した責任を問われて馘くびになっても当面は食うには困らないはずさ。よけいな荷を運ぼうとすれば速度が犠ぎ牲せいになる。どうせ持っていけないなら、捨てるより彼らにくれてやるほうがマシだな」

「そんなもんですかね」

　シュラトゥはまだ少し不満そうな顔だったが、とりあえずは納得したようだ。

　そうして身軽になったサイファカールたちは、馬を飛ばしてアンブロウ州を駆かけ抜ぬけ、途中の街には寄らず、一気に東辺境州へ駆け込む予定だ。大だい事じなのは、皇こう帝てい側に、そして皇太子側に居場所を把は握あくさせないこと、行方ゆくえ不明になった（＝逃とう走そうした）と相手が考えるだけの時間的余よ裕ゆうを与えないことだ。だから街には寄らず、野宿を重ね、できる限り先を急ぐことになる。




「おそらく警護部隊が、僕たちが戻ってこないといって騒さわぎ出すのが合流予定日の翌日か翌々日。その後に温泉地へ兵を遣やって、僕たちがまだいるのかどうかを確認する。僕たちが湯治場にいないことを知って、最寄りの街に駆け込むまでにさらに二、三日。街の責任者が即そく座ざに帝てい都とへ使者を派は遣けんしたとして……そうだな、全部で十日くらいの猶ゆう予よはあると思っていいのかな」

　サイファカールはそう読んだ。

　けれど東辺境州はまだ先だ。アル＝アラはさらにそのいちばん奥。街道を行かない分、急いで馬を駆けさせても通常より時間がかかる。六日から七日、あるいはそれ以上。途中で天候が荒あれたりすれば、さらに日にちを要することになる。おまけにアル＝アラに着いたら到とう着ちやくを知らせる使者を帝都に送らなくてはならない。帝てい国こくによる追討令が出てしまう前に、サイファカールは己のアル＝アラ到着を、最低でも近きん隣りんの州都に報告しておかなくてはならない。可能なら帝都にも。時間的な余裕はほとんどないと考えるべきだった。

（可能な限り、先を急ごう。アル＝アラに着くのが遅おくれて追討令が出てしまったら、その時点で僕たちはお終しまいなんだから）




　サイファカール、ステラステラ、フレイヤ、リ・イン、シュラトゥ、ネムネモ、そしてソフィとゼフィの八人は寝ねる間も惜しんで馬を駆けさせた。
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　サイファカール一行は、あと半日ほどでアンブロウ州を抜けられるという地点まで辿たどり着ついていた。

　アンブロウ州と東辺境州の州しゆう境ざかいには山地が広がっていて、街も集落もない。州境の手前、街道からほど近い地点に大きめの城じよう塞さいが一つあるだけだ。城塞には千人以上の兵士が詰つめているから、サイファカールたちは街道を避さけ、山中を突とつ破ぱしようとしていた。馬で山中を抜けるのはかなり厄やつ介かいだし時間もかかるが、街道付近を進んだら見回りの兵に見つかる虞おそれがあるから、これは致いたし方かたない。

　ところが。

　州境に広がる山地は標高はそれほどでもないが意外と複雑な地形をしていて、おまけに山やま懐ふところが深く、一行は道に迷ってしまった。




　馬を止め、樹林のあいだから空を見上げてサイファカールが自じ嘲ちようする。

「やれやれ。先を急ぐあまり夜間行軍を強行したのは失敗だったかな」

　皇子につられるように皆みんなは上空を仰あおぎ見みるが、生あい憎にくと空は雲に覆おおわれていて、星を見て方角を確かめることはできなかった。

　少し先で松たい明まつの炎ほのおが揺ゆれている。偵てい察さつに出ていたフレイヤが戻ってきたのだ。ステラステラが松明をぐるぐる回して合図を送ると、やがて闇やみの中から馬上で松明を手にしたフレイヤが姿を現した。

「どうだった、フレイヤ？」

　とサイファカールが声をかけると、彼女は皇子の期待に応えられないことを恥はじるかのように身を縮め、頭を下げた。

「申し訳ありません、皇子様。尾お根ねの上まで登ってみたのですが、星明かりもない暗くら闇やみの上に木が密生していて、どうにも地形が読めないのであります」

「そうか。ま、仕方がない。時間は惜しいが、この状態で下へ手たに動き回れば僕たちも馬も消しよう耗もうするだけだ。どこかで夜が明けるのを待とう」

「本当に申し訳ありません」

「べつに謝る必要はないよ、フレイヤ。君が悪いことなど何もないんだから。悪いのは、こんな星も出てない夜に進もうと言った僕のほうさ」

「お、皇子様……」

　馬上のフレイヤは、感激に身を震ふるわせている。

　そんなサイファカールとフレイヤの様子を横目で見て、ステラステラは小さなため息を吐ついた。

（相変わらずの女誑たらしね、皇子は。息をするように自然に女を誑すわ）

　英えい雄ゆう王と呼ばれたサイファカールの父親で現皇帝のロムニエゥス一世は、正せい妃ひのほかに妾しよう妃ひが十人もいるという。

（皇子は陛下の血筋をたしかに受うけ継ついでいるわね。わたしもうかうかしてはいられない……って!?　いえいえいえ。うかうかとか、わたしは何を言っているのかしらっ！）

　思わず自分ツッコミを入れてしまうステラステラだった。

「どこか野宿できる場所を探そう。ネムネモ、頼たのめるかい？」

「わかりまし、た」

　下馬したネムネモは、松明も持たずに走り出した。

　山中を駆けるだけなら、山の民であるネムネモの場合、馬よりも自分の足で走るほうが早い。おまけに夜よ目めが利くから、今夜のように星明かりのない闇やみ夜よでも活動に不自由しないのだった。
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　ネムネモは四し半はん時ときほどで戻ってきた。

「この先にちょっとした平へい坦たん地があって小川が流れて、います」

「そうか。じゃあ今夜はそこで仮か泊はくして、夜が明けて辺りの見通しが利くようになったら移動を再開しよう」

　ということで、七人はネムネモに先導され、馬に跨またがり山の斜しや面めんを進んでいく。

　少し登った後、今度はだらだらと斜面を下っていくと、ネムネモが言った場所に出た。

「馬の飼い葉がないのが痛いけど、それは明日あした、山を下りたところで牧草を食べさせるとして、とりあえず水の補給をしておこう」

　というサイファカールの言葉に、残りの七人は手分けして馬に水をやったり水すい筒とうに水を補給したり仮泊のための準備を調ととのえたりした。

　寝ねる準備といっても、持参した厚手の布を敷しいて皇子の寝ね床どこを作る程度だ。あとの者は直じかに地面に寝転がるか木の幹に背中を預けて眠ねむるかのどちらかで、手間がかかるわけではない。見張りに立つ気満々のフレイヤなど、体を横たえるどころか、皇子の側で仁王立ちになっている。

「平気かい、フレイヤ？」

「もちろんであります、皇子様」

「そうか。じゃあ頼むよ。でも、立ってたら疲つかれるだけだ。腰こしは下ろしていいからね」

「ありがたいお言葉、不ふ肖しよう、このフレイヤ、感激で目が曇くもって周りが見えません」

「それでは見張りの役に立たないからフレイヤは寝てるがいいネ。見張りは我がするヨ」

　と横からリ・インがしゃしゃり出てきた。

「いえいえ、リ・イン殿どのにそのようなご苦労をおかけするのは申し訳ありません。どうかお気き遣づかいなく」

「そうだよ、リ・イン。君は夕べも不ふ寝しん番ばんだっただろ。今日のところはフレイヤに任せて寝ておくんだ。まだアル＝アラまでは遠い。なるべく消耗しないようにしないとね。それが僕のためでもあるんだから」

「そ、そうか、ネ。皇子がそう言うなら我はいざというときに備えて体力を温存しておくとするヨ」

「うん、そうしてくれ」

（女誑しね。極上の女誑しね。以前からその素養があるとは思っていたけど、一いつ緒しよに旅をしてみるとはっきりわかるわ。この皇子、恐おそろしいまでに女誑しだわ。しかも、あくまで自然体に女誑しというのが恐ろしいわ。フレイヤやリ・イン、ネムネモだけでなくソフィやゼフィまで敬けい慕ぼの目つきで皇子を見ているし。ソフィはともかくゼフィはどうなのよ。女子だけでなく男子まで誑すなんて、危険すぎだわ、この皇子。本当にわたしもうかうかしていられない……って、いえいえ！　うかうかしていられないとか、何を言っているのかしら、わたしは！）

　またもや自分ツッコミを入れてしまうステラステラである。

（駄だ目めよ、駄目駄目、わたしまで誑されかかってる。しっかりするのよ、ステラステラ！　あなたにはやるべき任務があるでしょう！）

　ステラステラは思わず手近の木の幹に額をごつごつと叩たたきつけてしまった。それを見て、サイファカールが驚おどろきに目を瞠みはる。

「な？　ど、どうしたんだい、ステラ!?」

「あ！」

　ステラステラは動きを止め、ゆっくりと振ふり返かえった。サイファカールだけでなく、全員の視線が自分に突つき刺ささっていて、とても痛い。木にぶつけたおでこも痛い。

「あ……えぇと……ね、眠ねむ気けが……そう、眠気を覚まそうと思って、それでこう、えい！な～んて……」

「いや、無理に覚まさなくていいから。眠いのなら寝てもらったほうがいいから」

「で、ですよねぇ。ええ、わかっています。わかっています、皇子。疲ひ労ろうで少し判断力が鈍にぶっただけで……す」

　苦しい言い訳に自分でも言ってて恥ずかしくなったステラステラは、思い切り身を縮め、そそくさと皆に背を向け、敷しき物ものの上に横になった。

（あ～～、もう、何をやっているのかしら、わたしは。教育官、失格だわ）

　サイファカールの教育官の役目は、彼に学問を教えるに留まらない。サイファカールが皇子としての道を踏ふみ外はずさないよう導くということも含ふくまれている。つまり、皇こう帝ていや政府に反旗を翻ひるがえしたりしないよう皇子を見張り、指導することも彼女の役目なのだ。

　もしもサイファカールが反旗を翻そうとしたら、ステラステラはそれを抑おさえると同時に帝てい都とへ報せる義務がある。一緒に旅をしている今、彼女はサイファカールの決断を真っ先に知ることができる立場だ。それなのに彼に籠ろう絡らくされてしまっては務めが果たせないと、ステラステラはそのことを心配した。

（もっとも、今のところ皇子には反旗を翻すつもりはまったくないようですから、そこは安心なんですけど。でも、もしも万が一、皇子が反旗を翻そうとしたら……わたしはそのことを伝えられるかしら……って、何を言っているの、わたしは！）

　ステラステラは内心で自分を強く叱しつ咤たする。

（そのためにわたしは皇子に付いてきているというのに、何を弱気なことを！　だいいち、追い込まれての決起なんか成功するはずがないわ。皇帝陛下は恐ろしいお方。いくら皇子でも、あの方と戦って勝てるとは思えません。もし立ち上がれば、待ち受けるのは悲ひ惨さんな敗北と無残な死。そんなことになるくらいなら、わたしが帝都に報告を送り、皇子の無む謀ぼうな決起を阻そ止しするほうがずっとマシ……と思うわ）

　反旗を翻しても皇子に勝ち目などなく、待つものは死あるのみ。皇子の力量を見み抜ぬいているステラステラは何よりそれを恐れている。

（未み遂すいであれば陛下のお慈じ悲ひに縋すがることだってできる。わたしがお頼みしてもいい。いえ、それ以前に。できれば皇子には辺境の守将として帝国の安あん寧ねいを保つために働いてほしいわ。たとえ皇子には役不足であろうとも）

　そう、サイファカールは辺境の街の守将に収まるような器ではない。そこが問題なのだ。皇子本人にとっても、帝国にとっても。

　仮にサイファカールが無事アル＝アラに着任しても、この先、平へい穏おん無事に過ごせるとは思えない。皇帝には大恩があり、サイファカールには煌きらめく才能があると認めるステラステラとしては、皇帝と皇子に争ってほしくないと切実に思う。

　けれどサイファカールの安全を優先させれば彼の未来を閉ざすことになるし、サイファカールの未来を優先させれば彼の命を危険に晒さらすことになる。その二律背反にステラステラは懊おう悩のうする。




　と、そのとき。

「誰だれか来ます！」

　見張りに就いていたフレイヤが鋭するどい声を上げ、それでリ・インやネムネモが飛び起きた。サイファカールも掛かけ布を撥はね除のけ、上体を起こした。二人で寄より添そうように横になっていたソフィとゼフィも急いで身を起こす。シュラトゥだけが些いささか緩かん慢まんな動作で起きてきた。ステラステラも慌あわてて起き上がり、フレイヤが指し示す方向に目を向ける。

　闇やみの中で小さな火ほ明あかりが三つ四つ、ちらちらと揺ゆれているのが目に映り、全員に緊きん張ちようが走った。

　サイファカールが立ち上がったので、ステラステラも急いで立ち上がる。

「まさか、見回りの兵が!?」

　とステラステラがサイファカールに声をかけると、皇子は、いや、と首を横に振る。

「砦とりでの兵がいくら任務に熱心でも、こんな山の中まで夜中に巡じゆん回かいしては来ないだろうな」

「では、あれは？」

「さて。もしかするとネムネモの親しん戚せきかもしれないね」

　サイファカールが言う「親戚」とは、彼女と同じ山の民ではないか、という意味だ。

　ネムネモは首を捻ひねっているだけで何も言わなかった。

「もしかすると山さん賊ぞくじゃないんですかい？」

　いつもは暢のん気きそうなシュラトゥの声に珍めずらしく緊きん張ちよ感うかんが感じられた。

「シュラトゥどうしてわたしの後ろに隠かくれて、いる？」

　背後を振り返ったネムネモがそう訊きくと。

「あ、いや、ほら、俺は戦せん闘とうが苦手だからよ。山賊とかだったら困るじゃないか」

「わたしは皇子を守るので、忙いそがしい」

「つれないこと言うなよ。山の民のおまえが街で市民として暮らせるように、租そ税ぜい台帳に細工してやったのは誰だよ!?」

「……それは感謝して、いる」

「だったら！　今こそ恩を返すときだろうが」

「仕方ない。皇子を守るついでにおまえも守って、やる」

「ついでかよ！」

　などと二人がやりとりしているあいだにも火明かりは近づいてくる。

「皇子様、如いか何がなさいますか!?」

　フレイヤが割と切せつ羽ぱ詰つまった声で訊いてきた。

「ネムネモ、様子を見てきてくれないか。山の民なら君が話すのがいちばん早いだろう。山賊だったら合図を。すぐに応おう援えんを遣やる。万一、兵士だったら……戻もどってきてくれ」

「わかり、ました」

　ネムネモはしなやかな身のこなしで斜面を駆かけ上がり、夜の闇に溶とけて消えた。
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　ほどなくしてネムネモが駆け戻ってきた。

「山の民を名乗っています。話をしたい、そうです」

　そう彼女が報告すると、すぐに数人の男がサイファカールたちの前に姿を現した。手にした松たい明まつの炎ほのおに照らされた彼らは、なるほど獣けものの毛皮を羽織り鞣なめし革の筒つつ袴ばかまを穿はいていて、いかにも山の民という出で立ちだ。その中の一人が進み出てきた。

「代表者は誰だ？」

　松明を掲かかげたその男は目つきが鋭く、腰に鉈なたを差している。背後に控ひかえている仲間も、弓や鉈、剣けんなどの得物を持っていた。

（山の民にしては物ぶつ騒そうだな。まぁ、いきなり余よ所そ者ものが縄なわ張ばりに現れたら警けい戒かいするか）

　と思いつつ、サイファカールは右手を挙げて一歩、前に出た。彼を守るように、フレイヤとリ・インが左右に立つ。

「僕が代表者だよ」

「ここへは何しに来た？」

「道に迷ったので仮か泊はくできる場所を探していたんだ。場所的に具合よさそうだったから、ここで夜が明けるのを待とうと思ってね。べつに君たちの縄張りで獣を捕とろうとか、そういうつもりはないよ」

「どこへ行くんだ？」

「この先、東辺境州へね」

「何をしに？」

「いや、ちょっとした旅行なんだけど」

　男の目が細められた。

「旅行？　辺境州へ？」

「うん、そう。アル＝アラに叔お父じさんがいてね、彼を頼たよって行くところなんだ。ちょっと中央にいられなくなって……」

　サイファカールは照れ笑いを浮うかべて頭を搔かいた。

　男はサイファカールから視線を外し、舐なめるような視線を他の者たちに這はわしていく。そして視線を一いち巡じゆんさせた後、彼は再びサイファカールに視線を戻して言った。

「そうか。こんな山奥で道に迷ったら難なん儀ぎだろう。俺たちの里に泊とめてやる」

「いいのかな？」

「かまわない。困ったときはお互たがい様さまだ」

　両りよう隣どなりに立っているフレイヤとリ・インが、どうしますか？　といった顔でサイファカールを見たので、彼は二人に小さく頷うなずいてから男に応えた。

「では、ご厚意に甘えさせてもらおうかな」

「ついてくるがいい」

「ありがとう」




　こうして男たちに先導され山中を進んでいったサイファカール一行は、やがて山の中の窪くぼ地ちにある男たちの集落に着いた。周囲に簡単な木もく柵さくを巡めぐらせてあるが、大小の掘ほっ建たて小ご屋やが幾いくつか建っているだけの、小さくて粗そ末まつな集落だった。
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　サイファカールたちは、着いてすぐ、集団の長おさだという男の下へ連れていかれた。

　男の住居棟とうは掘っ建て小屋の中でいちばん大きく、中には長だけでなく集団の主立った者が勢せい揃ぞろいしていた。おそらく先に連れん絡らくを受けて集まり、サイファカールたちが来るのを待っていたのだろう。




「俺がこの集落の長、グラゥクスだ」

　そう名乗った男は恐おそるべき巨きよ漢かんだった。

　木床ゆかの上に敷しき物ものを敷しいて腰こしを下ろしているのだが、同様に座っている他の男たちよりも頭の位置が抜ぬきん出でて高く、一人だけ中腰になっているのではと思えるほどだ。

　背が高いだけではない。鍛きたえ上げられた男の肉体が見事な筋肉の鎧よろいを纏まとっているのが、厚手の服の上からでもわかる。巌いわおのような彼の体は、恐ろしいほどの迫はく力りよくと凄すさまじい量感で見る者を圧あつ倒とうした。

　サイファカールは感かん嘆たんの息を漏もらす。

（一ヤルドとは言わないけど、身長が四分の三ヤルドくらいはあるかもね。そして、あの鍛え方……そうとうにデキそうだよね）

　サイファカールたち八人が敷物に腰を下ろしたとたん、その巨漢の男が口を開いた。

「山ん中で迷子になってたのは、あんたらか」

　ええ、そうです、と頭を下げてからサイファカールは話し出した。

「僕たち、ちょっと訳ありでして、街道を離はなれて進んでいるうちに山の奥まで入り込んでしまいまして。そこで、戻ろうとうろうろしていたら、ますます訳のわからないことに。やっぱり夜に移動するのは無謀でした」

「訳あり、なぁ」

　男は丸太のように太い腕うでを組んだまま、サイファカールを睨ねめつける。

「どんな訳ありか知らねえが、砦の兵に見つかると不都合があんのか」

「まぁ、そう思っていただいてかまいませんよ」

「賞金でもかかってんのか？」

　サイファカールは前に出した右手を、ふるふると振ふってみせる。

「まさか。そこまで悪党じゃありませんよ」

「ま、あんたらの事情なんてどうでもいいんで、とくに訊くつもりもねえ。今夜はここに泊まっていきな。明日あしたの朝、案内を付けて辺境州の側まで送ってやる」

「ありがとうございます。お世話になります」

「なぁに、いいってことよ。ほれ、懐ふところに入れば窮きゆう鳥ちようも殺さず……とかなんとか言うだろ」

（僕たちは窮鳥か。ま、現状はそうかもね）

　内心で自じ嘲ちようの笑みを浮かべつつ、サイファカールはもう一度、頭を下げた。

「ありがとうございます」

「とはいえ、空いてる小屋は一つしかねえから、雑ざ魚こ寝ねをしてもらうしかないがな」

「雨あめ露つゆを凌しのげれば、それで充じゆう分ぶんですよ」

「ベルガス」

　サイファカール一行を案内してきた目つきの鋭するどい男が、はい、と返事をした。

「小屋へ案内してやれ」

　一言、承知、とだけ応えて、ベルガスという男が立ち上がった。

「こっちだ。ついてこい」

　と手招くので、サイファカール以下も立ち上がる。

　立ち上がったサイファカールにグラゥクスが声をかけてきた。

「ところでおまえの名は？」

「ザインフェルと言います」

　サイファカールは皇族であることを明かさない相手に名乗る場合の偽ぎ名めいを口にした。

「そうか。ザインフェル、まぁゆっくりと休みな」

「ありがとうございます」

　サイファカールが丁てい寧ねいに腰を折ると、グラゥクスは軽く手を挙げた。

　こっちだ、と呼ぶベルガスのあとについて八人は小屋を出た。
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　八人の足音が遠ざかると、控えていた男たちが腰を浮かせ、素早くグラゥクスの周りに集まってきた。

「どうすんです、大将？」

　と一人が訊きくと、グラゥクスは、ふん、と鼻を鳴らして小さな酒さか樽だるを手づかみにした。

　小さなといっても、酒樽だ。ふつうなら大人が両手で持ち上げるほどの大きさと重さで、それをグラゥクスは右手で鷲わし摑づかみにして栓せんを抜き、中の液体を喉のどに流し込んでから酒樽を乱暴に床に戻した。

「男二人は殺して……いや。もしかするとどこぞの貴族のお坊ぼつちゃんがお忍しのび旅行でって可能性があるな。とりあえず捕つかまえて正体を尋きき出すとするか。もし貴族の息子むすこだったら身代金を取れる。女は売うり払はらえば、いい金になるだろう」

「ですな。女六人は上玉ばかりでしたもんな」

　グラゥクスは「男二人」と言った。そして部下も「女六人」と言った。つまりグラゥクスも部下もゼフィが男子だと見み抜ぬけなかったことになるのだが……まぁ無理もない。

　別の一人がいやらしい笑いを浮かべて膝ひざを進めてきた。

「売り払う前に楽しんじゃ駄だ目めですかい」

「傷物にしたら売値が下がるだろうが。おまえが同じ値段を出して買い取るってんなら、それでもいいがな」

「あ、いや、俺にそんな金はねえですし」

「俺たちは金を稼かせがなきゃならんのだ。俺たちの悲願のためにな。いざというときの資金を貯め、なおかつ百五十人以上もの人間が食っていかなきゃならねえ。最近は帝てい国こく部隊が巡じゆん回かいする頻ひん度ども上がってるし兵数も増えている。これまでみたいに気軽に輜し重ちよう部隊を襲おそえなくなるだろう」

　自分でそう言っておきながら、グラゥクスは少し虚むなしくなった。

（俺たちの悲願など、実現するはずもねえ。それはわかってる。わかってはいるが、口にすることはできねえ）

　悲願のためだと、そう言わなければ心が折れてしまう。心が折れてしまえば、こんなところで山さん賊ぞくを続けてはいられない。全員がちりぢりばらばらになるだけだ。だからグラゥクスは集団の長として、悲願のためと言い続けなくてはならなかった。

（けど、こんなことをいつまで続けなきゃならないんだ。こんなことをしてて、俺たちに未来なんかあるのか。今は食えてても、そのうち帝国部隊に取り囲まれ、みんな捕まって山賊として処しよ刑けいされるかもしれねえってのに。いや……いっそ、そうなっちまったほうが楽かもしれねえな）

　今のグラゥクスの心を占しめているのは、虚しさや迷いだけだ。帝国の輜重部隊を襲い、帝国兵と闘たたかい、まんまと積み荷を奪うばっても、彼の心が以前のような充じゆう実じつ感かんに包まれることなど、まったくなかった。

　心の内の虚しさ、迷いを押し殺してグラゥクスは部下を睨めつけた。

「だから今は、女より金だ」

　部下は震ふるえ上がり、かくかくと首を縦に振った。

「すぐに襲いますかい？」

　と別の男が訊いたが、グラゥクスは、いや、と否定した。

「寝ね入いってからにしよう。女の中にはデキそうな者がいた。抵てい抗こうされると面めん倒どうだ」

　フレイヤやリ・インなどの腕を見抜いたのなら、彼もそうとうな腕だ。

「頭かしらなら、奴やつらが全員でかかってきたって問題ないでしょうが」

「抵抗されると怪け我がをさせる虞おそれがあるからな。女の顔に傷でもつけたら、売値が下がっちまうだろうが」

「ですね」

「眠ねむり薬ぐすりを入れた水や酒、食い物を差し入れてやれ」

「了りよう解かいでさぁ」

　男が二人、小屋から外に出て走り去っていった。
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　サイファカールたちが案内されたのは住居というよりも物置小屋で、部屋のあちこちに雑然とした荷物や道具が散乱していた。案内役の男たちが散らかっている物を部屋の隅すみに押しやり、木床の中央に空いた場所を作ってくれた。サイファカール一行はそこに敷物を敷いて腰を下ろしていた。




「いやぁ親切な山の民ですね、皇子様。一夜の宿を提供してくれるだけでなく、こうして飲食物まで差し入れてくれるとは。不ふ肖しよう、このフレイヤ、山の民というのはもっと閉へい鎖さ的で愛あい想そのない者たちだと思っていました」

「……喧けん嘩か売って、いる？」

　とネムネモがフレイヤに迫せまると。

「え？　いえいえ、このフレイヤ、ネムネモ殿どのを見ていた印象からそう感じた次第でありますが？」

「あははは、それは言えてるネ」

　リ・インが爆ばく笑しようし、ネムネモは悄しよう然ぜんと肩かたを落とした。

「せっかくいただいたのですから、遠えん慮りよなく頂ちよう戴だいするとしますか、皇子様」

　目を輝かがやかせたフレイヤが酒食に手を伸のばそうとするのをステラステラが押し留めた。

「ちょっと待って、フレイヤ！」

「あ、そうでありますね。まずは皇子様からお好きな物を取っていただくのが当然でありました。臣下の分を弁わきまえぬ物言いを注意してくださって、まことにありがたく……」

「いえ、そうではなくて」

　座ったまま深々と腰を折っていたフレイヤだが、頭を上げると、怪け訝げんそうな顔をステラステラに向けてきた。

「……このフレイヤ、他にも何か皇子様に失礼なことをいたしましたか？」

「だからそうではなく。問題はあなたに、ではなく、そこの食べ物にあるかもしれない、という話」

「……？」

　フレイヤは不思議そうな顔で首を捻ひねった。

「ネムネモ、あなたは彼らが本当に山の民だと思う？」

　というステラステラの問いかけに、サイファカールは目を見開いた。

「つまりステラ、君は彼らが山の民を装った山賊だと言いたいのかい？」

　皇子の指し摘てきに、フレイヤやリ・インが驚おどろきに目を見開く。

「その可能性はあると思いました。どうなの、ネムネモ？」

　フレイヤに鋭い目つきで見つめられ、ネムネモは少し頭を引く。

「えっと……ちょっと違ちがうかなとは感じて、いた」

「どの辺が違うと感じた？」

「なんというか雰ふん囲い気き、で」

　サイファカールが、そうか、と低く唸うなった。

「山の民のネムネモが少し違うと感じたのなら、やはり彼らは真性の山の民ではないのかもしれないな」

「ステラステラは奴らのどこを怪あやしいと思ったのかネ？」

　リ・インにそう訊かれ、ステラステラは顎あごに手を当て、そうね、と応えた。

「雰囲気もそうだし、山の民の集団にしては統制が取れている、むしろ取れすぎているように思えたわね。それに、この表現でいいのかどうかわからないけれど、山の民にしては品があるようにも」

　というステラステラの指摘に、サイファカールは頷うなずいた。

「なるほど。言われてみればという話だね。たしかに一族の長だというあの大男、山の民にしては凄すご腕うでだったみたいだけど」

　さすがのサイファカールも山の民の実態までは把は握あくしていなかったから、男たちが山賊かもしれないという可能性には思い至らなかった。

「もう一つ、傍ぼう証しようがあります。いえ、二つかしら」

　とステラステラが言ったので、全員の視線が彼女に集中する。

「彼らはここに定住しているように見えます。ですが、山の民なら一いつカ所に長期間、定住することはありません。そうよね、ネムネモ？」

　ネムネモは黙だまって頷いた。

「定住するのは農耕するため。けれど、彼らは畑を耕しているようには見えません。獣けものを狩かっているのなら、こんなふうに定住はしません。では彼らは、生活の糧かてをどこから得ているのでしょうか。そう考えたとき、思い出したことがあります」

　それが二つ目、とステラステラは指を折った。

「かつてこの辺りには、エスファール王国という国が存在していました」

　サイファカールが、そうか！　と小さく叫さけんだ。

「なるほど！　それで話の辻つじ褄つまが合うね」

「どういうことかネ、ステラステラ？　我にもわかるように説明してくれないかネ？」

「つまり。山の民を名乗る彼らはエスファールの旧臣ではないかしら、ということを疑っているの、わたしは」

「なんと!?」

　フレイヤが大きく上体を仰のけ反ぞらせた。

「ではステラステラ殿どのは……奴らが王国再興を狙ねらって、山賊をしながら帝てい国こく打だ倒とうの機会を窺うかがっていると仰おつしやるのですか!?」

「しっ。声が大きいわよ、フレイヤ！」

　ステラステラに窘められ、フレイヤは慌あわてて自分の口を自分の手で覆おおった。

「彼らが今さら王国再建なんていうことを夢想しているのか、それとも他のことを考えているのか、それはわからないけれど、アンブロウ州と東辺境州の州しゆう境ざかい辺りで頻ひん発ぱつしている帝国の輜重部隊や民間の隊商が襲われた事件は、たぶん彼らの仕業ではないかしら」

（さすがにステラステラ、知識量も洞どう察さつ力も思考力も大したものだ。やはり頼たよりになる）

　ステラステラが付いてきてくれたのは幸運だったとサイファカールは改めて思った。

「その蓋がい然ぜん性は高そうだね」

　そう言って頷いたサイファカールは、フレイヤに顔を向ける。

「グラゥクスというあの頭目の腕うでは並じゃない。そうだろ、フレイヤ？」

「あ、はい、恐おそろしく腕の立つ男だと思ったであります」

「闘やり合って勝てる？」

「どうでありましょう。負けるとは思わないでありますが、確実に勝てるかと問われれば、少しばかり考えてしまうであります」

「リ・インは？」

「我か？　相手の得物にもよるナ。無む手て同士でなら負ける気はしないのだがネ」

「ネムネモは？」

「卑ひ怯きような手を使っていいなら、勝つ」

「あ～～、うん、具体的な方法は聞かないでおくよ」

　苦笑しつつ、サイファカールは一同の顔を見み渡わたした。

「ずば抜ぬけた戦せん闘とう力を誇ほこるフレイヤやリ・イン、ネムネモでさえ、まともに闘ったら苦戦する、そんな腕の持ち主ってことだ。その事実だけでもただの山賊とは思えない。ステラステラの言うとおり、十中八、九、エスファールの旧臣で間ま違ちがいないんじゃないかな」

「となれば、帝国に仇あだなす輩やからということであります。いい機会ではありませんか。ここで退治してしまいましょう」

　フレイヤが、ぐっと上体を乗り出し皇子に迫った。

「こらこら、顔が近いネ、フレイヤ」

　皇子に額がくっつきそうなほど顔を寄せたフレイヤの後頭部をリ・インが右手で摑つかみ、ぐいと後ろへ引き戻もどす。

「なっ、何をしますか、リ・イン殿!?」

「接せつ吻ぷんしそうな勢いで皇子に迫らないようにナ？　というか、どさくさに紛まぎれてしようとしてないカ？」

「そっ、そんなことはしないであります！　夢にもしないであります！」

　顔を赤くしたフレイヤが、わたわたと両手を振ふり回す。

「ちょっと。手を振り回さないで、フレイヤ。危ないじゃないの。あなたに殴なぐられたら、わたしの頭が粉々に砕くだけてしまうわ」

　ステラステラから冷ややかなツッコミが入り、フレイヤは手を止め、首をすくめた。

　サイファカールは真ま面じ目めな顔かおを崩くずさないまま告げる。

「退治するのは却きやつ下かだね」

　フレイヤは顔を上げ、皇子に迫った。

「どうしてであります、皇子様!?　わたしがあの頭目に勝てないから、でありますか!?でしたら石にかじりついても、いえ、死んでも勝ってご覧に入れるのであります！」

「いやいや、死んだら勝ったことにはならないだろ。というか、僕は君にこんなところで死んでほしくないからね？」

「お、皇子様……」

　サイファカールを見やるフレイヤの目が潤うるんでいる。

（は──も──。どうしてこの皇子はこうまで見事に天然の女誑たらしなのかしら）

　ステラステラは内心で大きなため息を吐ついた。

「では、どうするのかネ、皇子？　奴やつらが帝てい国こくの輜し重ちようや隊商を襲おそっている山さん賊ぞくだったら、たぶん夜中に我らを襲ってくるネ。逃にげるがいいのカ？」

　と訊きいてきたリ・インに対して、サイファカールは首を左右に振る。

「いや、もう見張られてるだろうし、黙って逃がしてはくれないな」

「ならばこちらから先制攻こう撃げきするのかネ？　我とフレイヤ、ネムネモでかかればあの男がいくら強くても倒たおせるのヨ」
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「あの男だけならその手もあるだろうけど、他に仲間が数十人はいるからね。下手すると百人以上いるかもしれない。君たちがあの頭目と闘たたかっているときに僕たちが襲われると、ちょっと厳しいな。ねえ、シュラトゥ？」

「言っときますが、俺は戦力外ですからね」

　シュラトゥがそう応えると、ネムネモが、ぽん、と彼の肩を叩たたいた。

「言われるまでも、ない。戦力外だけならまだしもみんなの足を引っ張ることだけはしないよう、にね」

「おまえ……ときどき酷ひどいな」

「いつも酷いリ・インに比べれば、マシ」

「おう？　何を言うかネ。我はいつも酷くはないヨ？　ごく希まれに酷いかもしれないがナ」

「いやいや、リ・イン殿どのはかなり酷いであります」

「酷いのはおまえの胸だネ」

「むむむ、胸は関係ないであります」

「フレイヤの胸は最悪」

「ネムネモ殿まで酷いであります！」

「はいはい、みんな落ち着いて！」

　サイファカールがぱんぱんと手を打って、皆みんなの注意を喚かん起きする。

「今は大だい事じな話をしているんだから、私語は慎つつしむようにね」

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモの三人は、顔を赤らめて俯うつむいた。

　そんな三人をドヤ顔で見つめているステラステラを視線で牽けん制せいしつつ、サイファカールは肝かん心じんの話を再開させる。

「で、これから僕たちはどうするか、ということだけど」

　全員の視線がサイファカールに集中した。

「彼らを配下にしてしまおう」
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「…………はい？」

　サイファカールの言葉を聞いて、ある者は首を捻ひねり、ある者は目を瞬しばたたかせた。

「まぁ彼らというか、主にあの頭目、グラゥクスという男だけど。アル＝アラへ赴ふ任にんするに当たっては一人でも多くの有能な部下がほしいからね。ここで彼のような男に遭そう遇ぐうできたのは幸運だ」

「あ……いえ……」

　フレイヤが困った顔でサイファカールを見ている。彼女だけではなく、リ・インもネムネモもシュラトゥも、ステラステラも困こん惑わくの色を隠かくせなかった。とくに困っても驚いてもいないのは、ソフィとゼフィの二人だけであるが、二人は侍じ女じよという立場──一人は正確には侍「女」ではないのだが──だから当然だ。

「部下にすると仰いますが、どのようにして、でありますか、皇子様？」

　とフレイヤがもっともなことを訊いた。

「それはこれから考えるよ」

「あ……はぁ、さようであります……か」

　彼女の顔が情けなさそうに歪ゆがんだ。

「いえ皇子、その前に。勝手に山賊を部下にしてもいいものですか？　本当に彼らがエスファールの旧臣だったら、よけいに不ま味ずいのではありません？」

　そう訊くステラステラに、サイファカールはにこやかな笑みを返した。

「彼らは山の民だよ、ステラ。彼ら自身がそう言ってるじゃないか」

「あ……あ～～、なるほど、たしかにそうでございます……ねぇ」

　つまりサイファカールは、彼らの正体には目を瞑つぶる、知らん顔をすると言っている。

「僕は僕のお金で人を雇やとうことができる。家宰や料理人、侍女や警護人などをね。それは誰だれからも文句を言われることではない。そうだろう？」

　ステラステラは力なく首を横に振った後、力なく頷いた。

「ええ、仰るとおりですね。ですが、百人というのは個人で雇うには少し多すぎるのではありませんか？」

「だったら帝国兵として召めし抱かかえればいい。北方蛮ばん族ぞくに備えて新規の兵は募ぼ集しゆうするつもりなんだ。駐ちゆう留りゆう軍団は正規の人数まで増やしていいと陛下からお墨すみ付つきをもらっているしね。兵の募集に応おう募ぼしてもらえばいいだけの話さ」

（なるほど。皇子の言うことは筋が通っているわね）

　と感心するステラステラだが、肝心のところが決まっていないのでは感心してばかりもいられない。

「皇子の言い分は承知しました。が。どうやって彼らを配下にするのかという点が難しいと思うのですが」

「そうだなぁ。あの頭目は腕うで自じ慢まんのようだから、仕合を申し込んで負かしてしまう、こちらの強さを見せつける、というのが手っ取り早いのかな」

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモが同時に身を乗り出した。

「その役目、このフレイヤに是ぜ非ひ」

「何を言うかネ。その重責を担えるのは我以外にいないネ」

「わたしやります。むしろ殺やっても、いい」

　腕うで組ぐみしたサイファカールは三人の顔を順じゆん繰ぐりに見やり、そして決断を下した。

「ここはやはり親衛隊長のフレイヤに任せるとしようか」

「不ふ肖しよう、このフレイヤ、必ずや皇子様のご期待に添そう覚かく悟ごであります！」

　フレイヤが躍おどり上がるようにしてサイファカールに敬礼を送ると、リ・インとネムネモが少し不服そうな顔になった。

「ほら、リ・インとネムネモは僕の食しよつ客かくだからね。正式な仕合を申し込みたいから、帝国軍人のフレイヤに任せたいのさ」

「え？　ちょ、ちょっとお待ちください、皇子！」

　慌あわてた様子でステラステラが手を挙げた。

「まさか、帝国の第六皇子であることを明かすのですか!?」

「相手を雇おうとするんだから、僕の身分は明かさないと駄だ目めだろ？」

「皇子の身分を知ったら、それこそ連中が身代金目当てに襲ってくると思うのですが？」

「そこは、ほら、僕を誘ゆう拐かいしても身代金を払はらう者はいないし。だいいち身代金を払うほどの資産はもうないから、誘拐しても無む駄だだってことを納得してもらうしかないね」

「な……納得してくれるでしょうか」

「腹を割って話せば納得してくれると思うな」

「そして部下にするために仕合をする……のですね？」

「そこもちゃんと納得して闘えば、後あと腐くされは残らないと思うよ？」

　ステラステラは、はぁ、とため息を吐ついて額を手で押さえた。

「皇子の感覚にはついていけません」

「僕、そんなにおかしなこと言っている？」

　サイファカールが周りを見回すと。

「言っていると思いますがねえ」

　とシュラトゥが応え。

　リ・インとネムネモは遠えん慮りよがちに頷うなずき。

　ソフィとゼフィはそれとなくサイファカールから視線を逸そらした。

　サイファカールが、おかしいなぁ、と首を捻っていると、勇んだ様子でフレイヤが立ち上がった。

「では、皇子様、早速かちこみに参りましょう！」

「いやいやフレイヤ、喧けん嘩かをしに行くんじゃないからね？　正々堂々、正式に仕合をするだけだからね？」

「そうでありました。では、殺してしまっては駄目なのでありますね？」

「部下にしたいから、それは駄目だね。それにあの頭目を殺したら、残りの部下がみんな逃げてしまうよ。あるいは逆上して襲いかかってくるか。それは避さけたいし」

「あの男を相手に、殺さないように勝つのでありますか。難易度が上がったであります」

　フレイヤが難しい顔で考え込む。

「難しいのは承知の上でフレイヤに頼たのんでいる。なんとかやってくれないかな」

　フレイヤは弾はじかれたように直立不動の姿勢になった。

「もちろん、なんとかするであります。皇子様のご期待には、不肖、このフレイヤ、必ず添うてご覧に入れる覚悟でありますれば」

「よろしくね」

　皇子がフレイヤに向かって手を挙げ、笑いかけると。

「ししし、死んでも頑がん張ばるであります」

「だから死んじゃ駄目だって」

「あ、では、死なない程度に必死で頑張るであります」

「頼んだよ」

（くっ。女誑しの本性が炸さく裂れつね。悔くやしいけれど、わたしにはフレイヤたちのような武力はないから、こういう場面では皇子の役には立てない。でも、今回のように知力で役に立つときが再びあるはず。そのときには今回以上に皇子のお役に立てるよう頑張らないと……い、いえ、もちろん教育官としてね。それ以上でもそれ以下でもないわ……って、わたし誰に言い訳しているのかしらっ!?）

　内心で自分ツッコミを繰くり広ひろげてしまうステラステラだった。

「皇子、具体的にはどうするんで？　頭目を決けつ闘とう……というか仕合に引っ張り出すため、フレイヤやリ・イン、ネムネモに一暴れさせるんですかい？」

　とシュラトゥが訊きいてきたので、サイファカールは思案気な顔になる。

「それだと話し合う余地がなくなりそうだな……うん、そうか」

　サイファカールは差し入れられた酒食に目を落とし、それからネムネモを見やった。

「これを味見してくれる、ネムネモ？」

「あ！　はい」

　彼女はサイファカールの言わんとすることを理解したようで、持ち上げた酒さか瓶びんを傾かたむけ、一滴てき、二滴と掌てのひらに落とし、それを舌先ですくい取った。それから皿に盛られた酒の摘つまみ──乾ほし肉や野菜の酢す漬づけ──を手で小さくちぎり、口の中に放り込むと、軽く咀そ嚼しやくし、すぐに吐はき出した。

「毒では、ない。たぶん眠ねむり薬ぐすり」

　フレイヤやリ・インは驚おどろいているが、サイファカールは、やはりそうか、と呟つぶやいた。

「ということは、少ししたら、寝ね入いった僕たちを拘こう束そくしに来るな」

「じゃあ、眠った振ふりをしておいて、捕つかまえに来た連中を逆に捕まえるのはどうです？」

　とシュラトゥが提案すると。

「僕もそう思ってたところ。で、捕まえた人間を人質にしてグラゥクスのところへ連れていってもらおうか」

「わぁお」

　フレイヤとリ・インが小さく仰のけ反ぞった。

「皇子様の……深しん謀ぼう遠えん慮りよには感じ入るばかりであります」

　フレイヤがそう言うと、すかさずリ・インがツッコんできた。

「どうしてそこで言葉に詰つまるのかネ、フレイヤ？」

「つ、詰まってはおりません。感動のあまり言葉が出てこなかっただけであります」

　サイファカールがにやにやと笑いながら声をかけてきた。

「言ってて苦しくないかい、フレイヤ？」

「ううう、申し訳ありません」

「はい、本音は？」

　とサイファカールに促うながされたフレイヤは、つい本音を漏もらしてしまった。

「皇子様の悪わる巧だくみには感じ入るばかりでありました」

「なるほど。でも悪巧みと言うほど悪くはないと思うんだけどな」

「あぁぁ、も、申し訳ございません」

　恐きよう縮しゆくの体ていで何度も何度も頭を下げるフレイヤを押し留め、サイファカールは準備をしようと皆みんなに呼びかける。

「酒や水は器を倒たおしておけばいい。いかにも眠くなって倒してしまったというふうを装ってね。中身がこぼれていれば、どれだけ飲んだかなんてわからない。食べ物は少量を布にでもくるんで荷物の中に隠かくしておこう。そうしてみんなで床ゆかに倒れていれば、連中も警けい戒かいしないで近づいてくるだろうから、そこをフレイヤ、リ・イン、ネムネモで取り押さえる。そんな手て筈はずで行こう。僕とシュラトゥ、ステラステラ、それにソフィとゼフィは、三人の邪じや魔まにならないよう、ことが始まったらすぐに部屋の隅すみに退たい避ひすること。いいね？　何か質問はあるかな？」

「皇子様たちが襲おそわれたら困ります。三人のうち一人は皇子様たちの護衛に回るべきではありませんか？」

　フレイヤがそう訊くと。

「あの頭目が乗り出してこない限り、ソフィとゼフィでなんとかなると思うけど」

　サイファカールがそう言うと、二人が一歩、二歩と進み出た。

「お任せください。皇子様には絶対に手出しさせません。ねえ、ゼフィ？」

「はい。頑張ります！」

「そうでありますね。戦せん陣じん侍じ女じよである二人なら、なんとかなりますか。いえ、一人は侍女ではないでありますが」

　ソフィとゼフィは、戦場まで主人に付き従うために剣けんや槍やり、弓などの修練を積んでいる戦陣侍女で、サイファカールの館にいた侍女の中でも腕うでが立つほうだった。いや、一人は侍女ではないのだが。

「頼んだぞ、ソフィにゼフィ。なんとしても、何がなんでも、必ずや皇子様をお守りするように」

「お任せください、フレイヤ様。命に替かえましてもお務め果たしてご覧に入れます」

　ソフィとゼフィは眦まなじりを決し、悲ひ壮そうな決意を胸に秘め大きく頷いた。

「盛り上がってるところに水を差すようで悪いんだけど、たぶん、それほど危険はないと思うよ。相手は完全に油断しているんだし、人数だって十人かそこらだろうしね」

「ですが、万が一ということもあります。覚悟は決めておくべきだと思うであります」

「うん、そうだね。頼たよりにしてるから、フレイヤ。ソフィとゼフィも頼んだよ」

　三人は感激の面持ちで何度も何度も頷くのだった。

（こ……この女誑たらしはもう。っていうか、男子まで誑されてるし。もしかすると皇子最大の特長は、切きれ味あじ鋭するどい頭脳や物に動じない度胸などではなく、この人誑しの資質なのではないかしら。わたしも皇子の教育官という立場でさえなければ、皇子に誑されたいところだけど……って、誑されたいとか、何を言っているのかしら、わたしは！）

　またもや自分ツッコミを繰り返かえすステラステラだった。

「よし、じゃあ、そろそろお喋しやべりは止めて、居い眠ねむりするとしようか。連中が僕たちの様子を見に来るかもしれない」

　サイファカールの指示で、フレイヤ、リ・イン、ネムネモが出入り口に近い場所で床に転がった。シュラトゥとステラステラは部屋の奥のほうで、サイファカールとソフィ、ゼフィが部屋の真ん中辺りで横になり、自じ称しよう山の民の連中が来るのを待った。
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　サイファカールたちが入った小屋の外で、数人の男たちが耳を扉とびらにつけ、中の様子を窺うかがっている。

「どうだ？」

「いびきが聞こえるぜ」

　余談だが、いびき担当はシュラトゥとリ・インである。

「眠ったかな。おい、そっと窓から覗のぞいてみろ」

　一人が窓の板戸を静かに持ち上げ、隙すき間まから室内を覗き込むと、燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの炎ほのおに照らされた薄うす暗ぐらい部屋の中で、男女八人がごろごろと転がっているのが確認できた。

　男は親指を上に向けて仲間に合図を送った。

「よし、踏ふみ込むぞ」

　眠り薬で眠ったのだから遠慮は要らない。男たちは乱暴に戸を開け、ずかずかと室内に踏み込んだ。

「とりあえず全員を縛しばり上げろ。男の二人はとくに念入りにな」

　そう言って部屋の奥へと進もうとした男は、次の瞬しゆん間かん、後頭部に衝しよう撃げきを受け、何が起きたのかもわからないまま床の上に昏こん倒とうした。後続の男たちも同様だ。糸の切れた操り人形のように次々と膝ひざから頽くずおれていく。最後の数人だけは、目の前で疾風はやてのように動く人ひと影かげを確認することができたが、それに応対する暇ひまはなかった。

　持参した得物を構える間まもなく、十人あまりの男たちは床に転がった。

（改めてこうして闘たたかっているところを眼前で見ると……この三人は凄すごいな）

　フレイヤ、リ・イン、ネムネモが任地まで一いつ緒しよに来てくれることを感謝したくなるサイファカールだった。同時に彼は、このフレイヤと、彼女と互ご角かくだと思える山さん賊ぞくの頭目との闘いがとても楽しみだと思った。

「じゃ、こいつらを縛り上げて」

　というサイファカールの指示で皆が縄なわを取り出し、手足を縛っていく。

「全員を連れていくのは無理だから、三、四人でいいかな」

「はい、皇子様」

　フレイヤは両りよう肩かたに気絶した男二人を担いだ。それで足下がふらつきもしないのだから、フレイヤの足あし腰こしはそうとうに鍛きたえられているのがわかる。

　一方、リ・インは一人の男の襟えり首くびを摑つかんで引きずっていく。

　ネムネモは気絶している男の一人を起こし、喉のど元もとに短刀を突つきつけた。

「死にたくなかったらおとなしく静かに歩い、てね？」

　目を覚ました男は、かくかくと無言で頷うなずいた。

（はは。三者三様で面白いな）

　人質を連れていくだけでその人物の性格や嗜し好こうが出るものだと、サイファカールは興味深く感じた。

　サイファカールはネムネモが脅おどしている男に近寄り、そっと声をかけた。

「君たちの頭領と話がしたい。彼がいる場所へ案内してくれるかな？」

　ネムネモが突きつけている短刀の刃はが喉に触ふれ、冷たい金属の質感を肌はだで感じた男は、ひたすら頭を前後に振った。
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　巨きよ漢かんの長が怒いかりに燃えた目でこちらを睨ねめつけているが、サイファカールは平然と受け流し、周囲を見回した。

　場所は集落の広場。といっても、要するにただの空き地だが、サイファカールは人質を盾たてにしてネムネモを使者として遣つかわし、そこへグラゥクスを呼び出したのだった。

　サイファカールたちは山賊に取り囲まれている。その数はざっと百人ほどいて、全員が抜ぬき身みの得物を掲かかげ、殺気を漲みなぎらせていた。グラゥクスが一声かければ、一いつ斉せいに斬きりかかってくるだろう。けれどサイファカールは恐おそれることも怯おびえることもなく、グラゥクスと相対していた。

「てめえ、すぐさま仲間を放せ。そしたら楽に殺してやる。仲間に手ぇ出しやがったら、死ぬより辛つらい殺し方をしてやるぞ」

　グラゥクスの全身から闘気が噴ふき出しているのがわかる。

（手下じゃなく仲間……ねぇ。そして、その仲間を大だい事じにするわけか。やはりただの山賊じゃない。エスファールの旧臣で間ま違ちがいなさそうだ）

「そう言わずに、話し合わないかい？」

「話し合う？　何をだ!?」

　サイファカールは単刀直入に斬りつけた。

「君たち、エスファール王国に仕えていた兵士じゃないのかな？　そして頭目の君は……もしかするとエスファール王国軍の将軍か何かだったのかな？」

　グラゥクスは驚おどろきに目を瞠みはる。

　その反応でサイファカールは確信した。

（大当たり）

「で、そのエスファールの旧臣が山さん賊ぞく紛まがいのことをして、何を狙ねらっているのだろう」

　グラゥクスの目に猜さい疑ぎ心しんや警戒心が浮うかぶが、一方で、その表情には不思議そうな怪け訝げんそうな色合いも滲にじんでいる。どうして自分たちの出自を見破ったのか。自分たちの出自を見破ったサイファカールが何者なのか。それを知りたいと思っているのがよくわかる。

　サイファカールは相手に考える時間を与あたえず畳たたみかけた。

「まさか帝てい国こくを打だ倒とうしてエスファール王国を復活させようとでも思っている？　それとも帝国の輜し重ちよう部隊や隊商を襲って、単に憂うさを晴らしているだけなのかな？」

「うるせえ！　てめえには関係ねえだろうが！」

　グラゥクスが吠ほえると、空気が震ふるえ、その振しん動どうが周りの建物までを揺ゆらした。

「関係なくはないんだ」

「は……はぁ？」

（何を言っているんだ、こいつは!?）

　グラゥクスはサイファカールの意図が読めずに困こん惑わくする。

「君たちは食うに困って山賊をしているのか。それとも何か目的があってのことなのか。君たちがただ単に食うに困って山賊をしているなら、あるいは目的が憂さ晴らしみたいな小さなことだったら、君たちに用はない」

「な……な……」

　グラゥクスは目を白黒させている。彼だけではない。サイファカールを取り囲んだ彼の部下たちも当とう惑わくに支配され、グラゥクスとサイファカールを交こう互ごに見やるだけだった。

「でも、帝国を打倒しようとか、滅ほろんだエスファール王国を復活させようとか、そういう無茶で無む謀ぼうなことを考えているのなら、とても面白い。まぁ実現の可能性をどこまで信じているかは別にして」

　サイファカールは、すっと右手を差し出した。

「どうだい？　僕と一緒に来ないか？」

「……………………」

　グラゥクスも部下たちも、サイファカールが何を言っているのかさっぱりわからない。

　沈ちん黙もくが夜の広場を支配する。

（さて、どう出るかな）

　やがてグラゥクスが重い沈黙を破った。

「……幾いくつか確認させてくれねえか、兄あんちゃん」

（やはり最初に立ち直ったのはこの男か）

「何かな？」

「貴様はどこの何者だ？　どうして俺たちがエスファールの旧臣だとわかった？　一緒に来いって、どこにだ？」

「一つずつ答えよう。まず、僕がどこの何者かという質問に対する答えだけど」

　周りを見回したサイファカールは、やがてグラゥクスに視線を戻もどすと、何気ない仕草で自分を指し示した。

「ロムニア帝国初代皇帝ロムニエゥス一世の第六皇子、サイファカールだ」

　ある者はぱかっと顎あごを落とし。

　ある者は腹を抱かかえて笑い出し。

　またある者は蔑さげすんだ目を向け。

　別のある者は可か哀わい想そうな子を見る目つきになった。

「おまえ、本気で言ってるのか？　寝ね言ごとだったら寝てから言ったほうがいいぜ？」

　憐あわれむような目をサイファカールに向けてグラゥクスがそう言うと、仲間からはどっと笑い声が上がった

「いや、本気とか噓うそん気とかじゃなくて、ただの事実なんだけどな。僕は第六皇子のサイファカールで、彼女が僕の親衛隊長フレイヤ」

　サイファカールがフレイヤを指し示すと、彼女は小さく会え釈しやくする。

　取り囲んでいる男たちは、ぎょっとして思わず背後を振ふり返った。仮に皇子という彼の自称が本当で、彼女が親衛隊長だとしたら、すでに周囲は帝国部隊に包囲されているのではないかと疑ったのだ。とはいえ、辺りは夜の闇やみに閉ざされているから何が見えるわけでもないのだが。

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶ。僕たちは帝国部隊なんか連れてきてないから」

　とサイファカールが言っても、何人かは安心できないといった顔で、しきりに背後を窺っている。彼らにかまわず、サイファカールは連れている者の紹しよう介かいを続けた。

「で、彼女が僕の教育官のステラステラ、そちらは食客のリ・インにネムネモ。ちなみに君たちが山の民ではなく山賊なんじゃないかと見破ったのはステラステラね」

　全員が一斉に険しい視線を向けてきたので、ステラステラは内心でため息を吐つく。

（そんな余計なことは言わなくてもいいのに）

「あと、向こうが侍じ女じよのソフィとゼフィ」

　片方が侍女ではなく「侍じ男なん」とでも言うべき存在なのは、説明が面めん倒どうなので黙だまっていることにする。

　ソフィとゼフィは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「で、二つ目の質問の答え。さっきも言ったけど、ステラステラが君たちのことを山の民らしくないと見破ったんだ。言われて僕も、なるほどと思った。山の民ならこんなふうに一カ所に定住しないよね。定住するのは農耕をするためだ。けれど、君たちは畑を耕しているようには見えない。獣けものを狩かっているようにも見えない。では、どうやって暮らしているのだろうと彼女は疑った。そして思い出したんだ。かつてこの辺りには、エスファール王国という国が存在していたことを」

　サイファカールはわざとらしく言葉を切り、そして徐おもむろに言葉を継ついだ。

「僕も思い出したよ。アンブロウ州と東辺境州の州しゆう境ざかい辺りで山さん賊ぞくが出るという話を聞いたことをね。恐ろしく統制の取れた山賊で襲しゆう撃げきも撤てつ収しゆうも鮮あざやか。帝国兵の追つい跡せきをいつも見事に撒まいてしまうんだってね。まるでどこかの軍の部隊のようだという話も聞いた。そこまで考えれば全体像が見えてくる。話の辻つじ褄つまが合ってくる。君たちが帝国兵の追つい撃げきを易やす々やすと振り切れたのは、この辺りの地理に精通していたからだね」

　グラゥクスは驚いた。同時に、目の前の若い男が、そして彼の教育官だという女が只ただ者ものではないことも悟さとった。

（まさか……こいつら、本当に帝国の皇子とその臣下……なのか？）

「さて、最後の質問の答え」

　考え込んでいたグラゥクスは、はっと顔を上げた。

「僕はどこに行くのか。ここに来たときに言ったとおり、要よう塞さい都市アル＝アラだよ」

「なっっ!?」

　さすがのグラゥクスも驚きに目を剝むいた。

「アル＝アラ行きというのは本当だったのか。だが、あんなところへ何しに？　皇族様が行くような場所じゃねえと思うが？」

「じつは僕、皇帝陛下の不興を買ってしまってね、帝てい都とから追放され、アル＝アラに赴ふ任にんする途と中ちゆうなんだ」

　グラゥクスの眉まゆがぴくりと跳はねた。

「ほほう？」

「直じき参さんの家臣衆は帝都の屋や敷しきを畳むときに暇ひまを出してしまって、今はこの七人だけなんだ。だから頼たよりになる家臣を募ぼ集しゆう中ちゆうでね。そこで君に声をかけたのさ、グラゥクス」

　それまで静かに皇子の話を聞いていたグラゥクスが目を見開いた。

　再び彼の全身を闘気が覆おおう。

「貴様の言うことに噓うそ偽いつわりはなさそうだが、何か証しよう拠こはあるのか？」

「証拠といってもねぇ。皇家の宝ほう剣けんでも見せれば納得してくれるのかな？」

「……見せてみろ」

「ソフィ、出して」

　というサイファカールの指示で、ソフィは持ってきていた細長い箱の蓋ふたを開け、中から慎しん重ちように一ひと振ふりの剣けんを取り出した。箱をゼフィに渡し、それを両手で掲げて進み出ると、彼女はサイファカールに恭うやうやしく一礼した後、宝剣を差し出した。

　サイファカールは剣を右手で摑つかみ、グラゥクスに向けて掲げてみせる。鞘さやに象眼された金銀宝石が松たい明まつの炎ほのおを受けて煌きらめいて、取り囲んだ男たちから感かん嘆たんの声が上がる。

「たしかに宝剣と言うに相応ふさわしい作りだな」

　グラゥクスはしげしげと剣に見入っていたが。

「よし、それは俺がもらってやろう」

「そうはいかないよ」

　サイファカールはフレイヤに向けて宝剣を無造作に放り投げた。

　フレイヤは飛んできた宝剣を慌あわてて受け取り、大だい事じそうに胸に抱える。

「どうしてもというなら、彼女と闘たたかってもらおうか。彼女に勝てたら宝剣を差し出すよ」

　グラゥクスは、またもや目を剝いた。

「正気か、てめえ!?」

「いたって正気だよ。その代わり」

　サイファカールは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶった。

「フレイヤが勝ったら、君には僕の臣下になってもらう……というのはどう？」

「貴様らを皆みな殺ごろしにしたあとに宝剣を取ってもいいんだがな？」

「そう簡単に取れると思わないほうがいいよ」

　サイファカールの言葉を受けて、リ・インとネムネモが進み出た。

　剣を構えたソフィとゼフィも。

（たしかに簡単じゃねえ。とくにあの三人が厄やつ介かいだ。倒たおせたとしても、こっちの半数以上が死傷してるだろう。なら、俺が一人を倒すほうが簡単だ。それでこいつが約やく定じようを破ったとしても、すでに厄介な三人のうちの一人は消えてるんだから、こちらが圧あつ倒とう的てきに有利になる。最近は暴れる機会もなくなっていたしな。よし、闘やるか）

「その申し出、受けてやろう。ただし」

　グラゥクスが一歩、二歩と前に出た。

「その女が死のうが壊こわれようが責任は取らないがな」

（一人が売り物にならなくなっても、あの宝剣があれば、充じゆう分ぶんにおつりが来る）

　というのがグラゥクスの読みだ。

「だってさ、フレイヤ。大丈夫？」

「お気になさらずに、皇子様」

「で、勝負の方法は？　無む手てか？」

　グラゥクスは盛り上がったフレイヤの鎧よろいの胸部に目を留めて言った。

「俺は組み討ちでもかまわないがな」

　フレイヤは受け取った宝剣をリ・インに手て渡わたし、グラゥクスに向き直った。

「いいえ。わたしは槍やりを遣つかいます。あなたも得物をお持ちください」

「それこそ正気か？　俺に剣を持たせたら、おめえ、百に一つ、いや、万に一つの勝ち目もねえぜ」

「おかまいなく」

「そうか。だったら死ね」

　そう吐き捨てたグラゥクスは、部下に向かって、

「おい、アレを持ってこい」

　と言った。

　何人かの男が慌てて倉庫と思われる建物に駆かけていった。
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　配下の男がグラゥクスの得物を三人がかりで運んできたのを見て、さすがのサイファカールもフレイヤも、うっ、と大きく息を吞のんだ。

　グラゥクスの剣は大人の背せ丈たけより遥はるかに長く、大人の胴どう体たいほどの太さだった。恐おそるべき重さなのは、三人で運んでいるのを見てもわかる。一人では持ち上げることすらできないのだろう。なのにグラゥクスは、受け取ったその大剣を右手一本で軽々と振った。

　ごぉっ、と轟ごう音おんを立てて空気が切きり裂さかれ、次に、ずんという衝しよう撃げきが足下を揺ゆらした。見ると地面が抉えぐれ、切っ先が地面にめり込んでいた。

「これが俺の得物の大剣。号して山割り」

　軽く振ってこれなのだから、本気で振れば、なるほど山をも割るかもしれない。

「まともに食らったら、おめえ、挽ひき肉にくだぜ？」

　サイファカールの顔色が少し青ざめていた。

（まさか、これほどの使い手とは）

「だ、大丈夫かい、フレイヤ？」

「も……問題ないであります、皇子様」

　と応えるフレイヤの声が少し震ふるえているように思えた。

（フレイヤがこんなに緊きん張ちようするところは初めて見るな）

　少し心配になったサイファカールだが。

「わたしも神槍グレイヴァニルの使い手であります故ゆえ。相手が山を割るのなら、わたしは天を切り裂くであります！」

　フレイヤは自分の得物を手に取り、穂ほ先さきに被かぶせてあった革製の覆いを外した。そうして槍の柄えを背中側に回すと、足を開き気味にして腰こしをやや落とし、独特の構えを取った。

　フレイヤが持つ槍の穂先が、松明の炎を受けて虹にじ色いろに煌めいている。

「いざ、存分に勝負！」

（緊張はしても臆おくしてはいない、か。さすがフレイヤ、見事なものだ）

　こうなったら彼女に託たくそうとサイファカールも覚かく悟ごを決めた。

「面白え。おめえの神槍が上か、俺の山割りが上か、試してみようじゃねえか」

　二人が広場の中程へ進み出ると、他の者が一いつ斉せいに後退した。山割りの威い力りよくを知っているグラゥクスの部下たちは、逃にげるようにして二人から距きよ離りを取った。サイファカールたちも大きく下がって、息を詰つめ、二人の勝負の行方ゆくえを見つめる。

「勝ち負けはどう決める？」

　とグラゥクスが問うた。

「得物を落とすか、地に倒れるか、参ったと言うか。それで如何いかがです？」

「倒れる間まもなくおまえの体が木こっ端ぱ微み塵じんになったら、どうすんでえ？」

「わたしの負けでいいでありますよ」

「そうか。なら、俺に異存はねえ。じゃ、行くぜ」

　大剣を右みぎ肩かたに担ぐ体勢でグラゥクスが前に進み出てきた。

　そして。

　いきなり大剣を振ふり上げ、振り下ろした。間合いを計るつもりすらないようだ。

　風圧がフレイヤの体を圧おす。万全の構えをしているはずなのに彼女の体が揺れた。

　その瞬しゆん間かん、グラゥクスが跳とんだ。

　巨きよ体たいに似合わぬ身軽さと、重い大剣を持っているとも思えぬ素早さで。

　一足飛びにフレイヤの間合いに跳び込んだグラゥクスが大剣を振りかぶった。

　フレイヤには逃げる術すべがないように思えた。であれば、受けるしかない。だが、いくら彼女の得物が神槍であろうと、あの大剣を受けきれるとは思えなかった。

「うわっ!?」

　ステラステラとシュラトゥは小さく叫さけんで思わず目を瞑る。サイファカールも目を瞑りたくなるのを必死で我が慢まんした。けれどリ・インとネムネモは平然と二人のぶつかり合いを見つめている。あの程度でフレイヤがやられないのを知っているからだ。

　フレイヤは逃げも受けもせず、迫せまるグラゥクスめがけて逆に踏ふみ込んでいった。

　自らの体を大剣の真下に入れる自殺行こう為いとも見えたのだが。

　頭上から恐るべき速さで振り下ろされる重い大剣の峰みねを、フレイヤは手にした槍の穂先で軽く突ついて軌き道どうを逸そらせた。

　フレイヤの体のすぐ脇わきを大剣の刃やいばが通過して、その風圧でフレイヤの体が浮うき上がる。

　体が浮いたのを利用して、フレイヤは槍の後こう端たんで地面を強く突いた。

　その直後、大剣が地面を叩たたき、ずん、と地面が揺れた。

　槍の柄で地面を突いた反動で、すでにフレイヤの体は高々と宙に舞まっている。

　巨きよ漢かんグラゥクスの頭頂よりも高く飛んだフレイヤは、頭上からグラゥクスめがけて槍を繰くり出だそうとした。

「むおっっ!?」

　大剣の刃は先さきは地面にめり込んでいて、剣で弾はじくのは間に合わない。剣を手放し、跳んで逃げるしかなさそうだが、剣を手放せば、申し合わせのとおりフレイヤの勝ちだ。

（やったか!?）

　思わず身を乗り出すサイファカールだったが。

「ぬおおおお──っ」

　大たい剣けんを両手で持ち直したグラゥクスの腕うでの筋肉が盛り上がり、軋きしんだ。

　地にめり込んだ刃先が抜ぬけ。

　グラゥクスは頭上から迫るフレイヤに向けて、持ち上げた大剣を振るってきた。

「なんとっっ！」

　さすがにこれはフレイヤも予期していない。

　今度は空中にいるフレイヤのほうに逃げ場がないと思われた。

　しかし。

　大剣が充分な速度に達する前に、空中に浮いたままフレイヤは咄とつ嗟さに槍を突き出して、穂先で大剣の峰を突いた。

　そして再び、突いた反動で方向転てん換かんをして剣の間合いから飛んで逃げた。

　大剣は空を切り裂いただけだった。

　勢い余ったグラゥクスは、巨体を一回転させてしまう。

　充じゆう分ぶん距きよ離りを取っていたにも拘かかわらず、見ていたサイファカールたちを突とつ風ぷうが襲おそった。

（うわ、これは）

　サイファカールは思わず手で顔を覆おおい、冷ひや汗あせを流す。

（あれがまともに当たったら、洒落しやれや冗じよう談だんじゃなく挽肉になりそうだ）

「驚おどろいたな」

　体勢を立て直したグラゥクスがフレイヤに向かって呼びかけた。

「俺の山割りをそこまで見事に躱かわしたのは、おめえが初めてだ」

「わたしも、必殺の突きを外されたのは初めてであります」

　グラゥクスから距離を取り、油断なく身構えたフレイヤがそう応えた。

「惜おしいな」

「何がでありますか？」

「それほどの腕を持っているおめえが、ここで死んじまうのが惜しいと言ってるのさ」

「それはわたしの腕を認めてくださったという理解でよろしいでありますか？」

「ああ、認めたな。で、あまりに惜しいから一つ提案があるんだが」

「なんでありましょう？　降参しろとかは駄だ目めでありますよ？」

「おめえ、あいつの」

　グラゥクスがサイファカールを指さした。
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「部下を辞めて俺の部下にならねえか？　というか、俺と夫婦めおとにならねえか？」

「えぇと……はい？」

　フレイヤは目をぱちくりさせてグラゥクスを見ている。

「俺とおめえが組めば、帝てい国こくにも敵無しだぜ？」

「あひゃひゃひゃヒャ」

　リ・インが爆ばく笑しようする。

「フレイヤ、モテモテだねエ？　とても羨うらやましいのヨ！　ひゃっはははハ～～っ」

　フレイヤはムッとした顔をリ・インに向けて言い返した。

「悔くやしかったら、リ・イン殿どのも求きゆう婚こんしてくれる殿方を見つけるのであります。あなたでも五十年くらい頑がん張ばれば、言い寄る殿方の一人や一人くらい、現れないとも限らないと思えなくもないでありますよ」

「おぉウ？　喧けん嘩か売ってんのカ？　その男に殺される前に我に殺されるヨ？」

「この男を片付けたら、あなたの相手をしてあげるであります」

「こらこら。二人とも勝負の途と中ちゆうに喧嘩をしないように」

　とサイファカールが窘めると、二人は、うへぇ、と首を竦すくめた。

「というか、いや……」

　サイファカールは驚いたような感心したような顔をグラゥクスに向けた。

「君、本気？」

「何がだ!?」

「だから、フレイヤと夫婦になるとかどうとか……」

「おう、本気だともよ。俺に相応ふさわしい女だぜ、そいつは」

「えぇと、どうするの、フレイヤ？」

「もちろん、綺き麗れいきっぱりお断りするのであります」

（綺麗きっぱりって……まぁ言いたいことはわかるけど）

　サイファカールは内心で苦笑する。

　一方。

「なんだとぉ!?」

　グラゥクスは目を剝むいた。

「どうしてだ!?　そんなへなちょこより俺のほうがずっと強い。俺の相手を自分でせずにおまえに任せてる時点で、腰こし抜ぬけもいいところだろうが」

「もちろん、剣や槍やりを取れば、わたしは皇子様より遥はるかに強いのであります」

「綺麗きっぱり断言してくれるねぇ、フレイヤ」

　サイファカールが少し情けなさそうな顔になる。

「ですが人の価値は、いえ、人の大きさは、武力のあるなしで決まるものではないでありますよ、グラゥクス殿どの」

「だったらなんで決まると言うんだ!?」

「人の大きさは見ているものの大きさで決まる、と申し上げればいいでありましょうか」

　グラゥクスの顔に戸と惑まどいの色が浮かんだ。

「み、見ているものの、大きさ？」

「たとえばあなたは帝国の輜し重ちよう部隊や隊商を襲って金品を奪うばっているようですが、それはなんのためでありますか？　エスファール王国再建の軍資金でありますか？　では、軍資金を幾いくらぐらい貯めたら決起なさるのでありますか？」

　痛いところを衝つかれ、グラゥクスの視線が揺ゆれる。

「い……いや、べつに幾らとかいつとか決めてるわけじゃねえ。とにかく十二分の資金を貯めないと動けないからな。それに俺は昔の部下を食わせていかなきゃならねえ。家族を持ってる奴やつもいるし、どうしたって金が要るんだよ」

「あなたほどの腕なら帝国に仕官すれば高こう禄ろくで召めし抱かかえられると思うでありますが？」

「巫ふ山ざ戯けるな！　帝国兵になるくらいなら、山さん賊ぞくしてたほうが遥かにマシだわ！」

　フレイヤは空いている左手を水平に挙げ、グラゥクスを指さした。

「そこであります」

「は？　どこだ？」

「あなたは自分の意地だけで、よりよい未来を閉ざしているであります」

「な……」

「あなたが高禄で召し抱えられれば、ここにいる部下を雇やとうこともできるでありましょう。彼らも、もっといい生活ができるのではありませんか？」

「うるせえ！　貴様に何がわかる!?」

「わからないでありますよ。ですが、つまらない意地を張ってつまらない境きよう遇ぐうに甘んじ、かつての部下に苦しい生活を強しいているのは人として大きいとは言えないであります」

「く……こ……な……」

　グラゥクスは目を白黒させつつ、顔を赤くしたり青くしたりしている。

　やがて彼は怒いかりの形相でサイファカールを睨にらんだ。

「じゃあ、そっちのそいつはどうなんだ!?　そいつが本物の皇子だとして、帝てい都とから追放されて、おとなしくアル＝アラまで落ちていく。そんな惨みじめな境遇でおまえらを従えてるそいつのどこが人として大きいんだ!?」

「勘かん違ちがいしないでいただきたいのでありますが、わたしたちは皇子様に命令されて従っているのではないであります。皇子様は、帝都のお屋や敷しきを引ひき払はらう際、全員に暇ひまを出しているのであります。親衛隊も解散したであります。ですからわたしは自ら好きこのんで勝手に皇子様に付いてきているのであります。他の者も同様であります」

「なんだ……と」

　グラゥクスは疑い深そうな目でフレイヤを、その他の者たちを見回した。

「俸禄も雀すずめの涙なみだでありますし、じっさいアル＝アラへ行ってみないと、それさえまともにいただけるかもわからないであります」

「相変わらず正直者だね、フレイヤ」

　サイファカールはますます情けない顔になる。

「な……なら、貴様たちはどうしてそいつに従っている!?」

　何を今さらという顔でフレイヤが応える。

「わたしが皇子様の親衛隊長だからでありますが？」

「いや、親衛隊は解散したんだろ!?　そうじゃなくて！　暇を出されたってのに、なんでおまえらはそんな零れい落らくした皇族に好きこのんで付いていくのかって訊きいてんだよ！」

　グラゥクスは苛いら立だたしげな顔で体を揺すり、フレイヤは少し考える素そ振ぶりを見せた。

　が、彼女はすぐに顔を上げた。

「皇子様がいずれ帝国の頂点に立つお方だと思っているからでありますよ」

　グラゥクスは目を見開き、口をぽかんと開けた。

「そうそう、そうだネ」

　リ・インが、うんうんと首を縦に振り。

「皇子ならなれ、る」

　とネムネモが頷うなずき。

「俺はそこまで確信してないけど、まぁ皇子がでっかい人間だってのは認めてるさ」

　とシュラトゥが肩かたをすくめ。

（わたしの立場では、そのようなことは軽けい々けいに言えないので、何も言いませんが）

　ステラステラだけはグラゥクスから目を逸そらした。

（な……なんなんだ、こいつら!?　そして、こいつらにそんなことを言わせる、あの男はいったい……）

　本人が言っているだけなら、ただの大たい言げん壮そう語ごだ。大おお法ぼ螺ら吹ふきの一言で片付けてもかまわない。だが、他人が言っているとなると信しん憑ぴよう性せいが出る。しかも、暇を出されたのにアル＝アラのような辺境まで敢あえて付いていくとなると、これはただ事ではない。そこまで主君が部下に信しん頼らいされ、むしろ心しん酔すいされる事例はそう多くない。

　たいていの人は利によって動く生き物だ。王国が滅めつ亡ぼうする際、グラゥクスはそのことを嫌いやというほど思い知らされた。

　非勢に陥おちいるや、沈しずむ船から鼠ねずみが逃にげ出すが如ごとく帝国に通じる幹部が続出し、最後の決戦すら叶かなわないままにエスファール王国は滅亡したのだ。寝ね返がえった幹部も小こ者ものなら、そんな幹部を引き留められなかった王も小者。そして、離り反はんする兵を抑おさえられず、最後まで戦えなかった自分も小者。

　あのときを振り返れば、なるほど、そう言えるのかもしれない。

（だが、こいつは。皇こう帝ていから帝都を追われ、家いえ屋や敷しきを処分し、抱えていた兵や家臣に暇を出し、たった七名を従えただけで辺境に向かうというこの男は）

　男の目には絶望感など微み塵じんもなく、その表情には悲ひ愴そう感の欠片かけらもない。付き従う者たちの目は、むしろ希望に燃えている。

（俺は部下たちに、こんな目をさせることができるだろうか）

　そう思うとグラゥクスは忸じく怩じたる思いに囚とらわれてしまう。

　もしかすると目の前の優やさ男おとこは、本当にとてつもなく大きな器の持ち主なのかもしれない。グラゥクスはそう感じ始めていた。

「なるほど、おまえの言うことに一理あるのかもしれねえ。けどな、俺は頭が悪いから、本当にそうなのかどうかは判断がつかねえ」

「そうでありますか。グラゥクス殿は頭が悪いのでありますか。では」

　そこで言葉を切ったフレイヤは、にっと笑った。

「わたしと同じでありますな」

「はっ。ははっ。ますます気に入ったぜ、おめえ。やっぱ、そいつの親衛隊長なんか辞めて俺の嫁よめになれ」

「お断りするであります」

「じゃあ、力ちから尽ずくでモノにしてやらぁ」

「力尽くでお断りするであります」

「おまえが勝ったら、いいだろう、約束どおり、そいつの部下になってやる。だが、俺が勝ったらそいつを殺す。殺しておまえを俺のモノにする。もしもそいつがおまえの言うとおり帝国の頂点に立つほどの男なら、ここで俺に殺されることはないだろ。おまえは俺に勝ってそのことを証明してみせろ！」

「委細、承知したであります！」

　二人は再び得物を構え睨み合う。

　二人の体から闘気が噴ふき出し、渦うずを巻き。

　空気が震ふるえ、絡からみ合った視線が火花を散らした。

「行くぜ！」

「どこからでも！」

　グラゥクスが大たい剣けんを振り上げ。

　フレイヤは槍を突つき出だした。

　大剣を穂ほ先さきで突いて軌き道どうを狂くるわせ、フレイヤはグラゥクスの懐ふところに飛び込んだ。

　そのまま槍の柄えを回転させ、柄の後こう端たんをグラゥクスに叩たたき込もうとする。

　が、グラゥクスは大剣の柄つかでそれを弾はじいた。

　間合いが近すぎて、二人は大剣も槍も振れない。

　が、殴なぐり合あいでは膂りよ力りよくに劣おとるフレイヤに勝ち目はない。

　彼女は思いきりグラゥクスの体を蹴けり、その反動で宙に舞まい、大きく背後に飛んで見事に着地した。

　フレイヤに蹴られたくらいで倒たおれるグラゥクスではないが、足を踏ふん張ばったせいでフレイヤを追つい撃げきすることはできず、二人は再び間合いを取って睨み合う。

（驚おどろいたな。本気で驚いた。俺と互ご角かくに渡わたり合える奴がいるとは。そして、これほどの腕うでを持つこの女が、一点の曇くもりなく「皇子に付いていく」と言い切るか。本気で惚ほれたぜ。こりゃぁ、どうしても勝たなくちゃなあ）

　そうして二人は、大剣と神槍を振るい、何合も切り結んだ。

　だが、グラゥクスは勝てなかった。

　フレイヤも勝てなかった。

　仕合は膠こう着ちやく状態に陥り始めていた。

　フレイヤの体力が心配になったサイファカールは、そっと訊いてみる。

「どうなの、リ・イン、持久戦になったらフレイヤが不利じゃない？」

「それほど不利ではないと思うヨ」

「いやでも、あの男、見るからに体力ありそうだけど？」

「フレイヤも巨きよ大だいなおっぱいに体力を蓄たくわえてるから大だい丈じよう夫ぶネ」

「はぁ？」

「こんなときのための巨きよ乳にゆうじゃないのかネ。体力勝負で負けるような役立たずの巨乳なら、そんなモノ、我がもぎ取ってやるネ。むしろもぎ取りたいネ！」

　脇わきでステラステラとネムネモが、うんうんと頷いているのがちょっと恐こわい。

「まぁ……穏おん便びんにね」

　とだけ言って、サイファカールはもう一度、勝敗の行方ゆくえを注視する。

　その直後。

　互角に思えた勝負は意外なことで均きん衡こうが崩くずれた。
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　このままでは頭目が危ない。そう思ったグラゥクスの部下の一人が、フレイヤめがけて短たん剣けんを投げつけてきたのだ。ちょうどグラゥクスが大剣を振り下ろし、それをフレイヤが槍やりで受け流そうとしたところだった。

　グラゥクスとフレイヤは互角の戦いを繰くり広ひろげていたが、そもそもグラゥクスが一対一で互角の戦いをするところなど、部下は見たことがない。だから何人かの部下は、互角なのにグラゥクスが押されていると感じてしまったのだった。




「はっ!?」

　飛んでくる短剣に気づいたフレイヤは咄とつ嗟さに体を捻ひねってなんとか避よけたのだが、体勢が崩れてしまい、おかげで槍の穂先がぶれた。上手く大剣の軌道を変えられない。このままでは大剣がフレイヤを直ちよく撃げきする。

「ちぃっっ」

　グラゥクスは両りよう腕うでに力を込め、自ら剣の軌道を変えようとした。しかし、重くて勢いがついている大剣は、グラゥクスの膂力を以もつてしても簡単に軌道を変えられない。

　勢いは削そがれたが。

　そして直撃は避けられたが。

　それでも剣の腹がフレイヤの体に衝しよう突とつした。

「ぐっっがぁっっっ」

「うわっっ！」

　サイファカールは思わず身を乗り出してしまう。

　鈍にぶい音がしてフレイヤが吹ふっ飛とんだ。

　フレイヤの体は高々と宙を舞う。

　かなりの衝しよう撃げきがあったようで、彼女は受け身が取れないまま地面に叩きつけられた。

　それでも槍を手放さなかったのはさすがである。

　藻も搔がきながら立ち上がったフレイヤに、サイファカールが声をかけた。

「おい！　大丈夫か、フレイヤ!?」

「肋あばらが三十本ほどやられましたが……問題ないであります。まだ闘やれます」

「問題大ありだろ！　っていうか、肋は三十本もないけどね！」

（まぁ、そんな軽口が叩けるのなら大丈夫なんだろうけど、でも、怪け我がをして勝てる相手じゃない。どうするかな。今のは向こうの反則だと言い立てるのもアリだけど）

　サイファカールが忙せわしなく頭を回転させていると。

　グラゥクスが大剣を放り投げた。

　そのまま体を回したグラゥクスは、後方に居並んでいる部下の下へと大おお股またで歩み寄る。

「勝負の邪じや魔ましやがって、この馬ば鹿か野や郎ろうが！」

　丸太のような右みぎ腕うでを伸のばしたグラゥクスは、一人の男の首を摑つかんで軽々と持ち上げた。

「ぐっえぇぇっ」

　男はじたばたと足を動かし必死になって両手でグラゥクスの腕を叩くが、グラゥクスの腕の力はまったく緩ゆるまない。

「俺と俺の嫁の一世一代の勝負を汚けがした罪を死んで償つぐないやがれ！」

「いえいえ。ぜんぜん嫁ではないでありますが」

　脇わき腹ばらを押さえながらもツッコむフレイヤを無視して、グラゥクスは右腕に力を込めた。見開かれた男の目からは目の玉が飛び出そうになっている。

「か、頭かしら！」

「許してやってくれ、大将。そいつぁ大将のことを心配しただけなんだ」

「きっちり謝罪させるから」

　などと叫さけぶ部下たちを、グラゥクスがぎろりと睨ねめつけた。

「てめえら、俺が負けると思ったのか？　ああ？」

「い、いや、そういうわけじゃねえけど」

「生死を懸けた勝負の最中に手を出すってのは、俺への侮ぶ辱じよくだ。そうだろうが！」

　グラゥクスに一いつ喝かつされ、部下たちは押おし黙だまってしまう。

「だから、俺と俺の嫁に死んで詫わびろ」

「ですから！　嫁ではないと言っているでありますが！」

　ツッコむフレイヤは、かなり必死の様子だった。

「ちょっと待ってくれないか、グラゥクス」

「なんだ？」

　顔を巡めぐらせたグラゥクスは、険しい視線をサイファカールに向けた。少し腕の力が緩んだのか、高々と吊つられ首を絞しめられていた男が喘あえぐように息を吸う。

「おめえには関係のない話だ、すっこんでろ！」

「関係なくはないと思うけど。今の勝負をどうするつもり？」

「む。あれは……」

　グラゥクスの眉まゆがぴくりと跳はねた。

「こいつのせいで嫁は怪我をしちまったようなもんだ」

「嫁ではないと言っているでありますが～～」

　フレイヤが凄すごく嫌いやそうに顔を歪ゆがめている。

　一方、リ・インは腹を抱かかえて笑っていた。

「勝負は台無しになった。まずはこいつを殺して落とし前をつける。勝負をどうするかはそのあとの話だ」

（へえ。責せき任にん逃のがれはしないんだ。潔いさぎよいんだね。ますます気に入ったな）

「勝負は互角だったと思うけど？　それに異存は？」

「……いや、ねえな。不本意だが認めざるを得ねえ」

「じゃあ、こうしないかい？」

「どうするんでえ？」

「勝負は引き分け。勝ちも負けもなし」

「…………」

　グラゥクスはサイファカールを見つめたまま何かを考えているようだ。

「君にはフレイヤと夫婦になるのを諦あきらめてもらう。僕を殺すのもね。代わりに、こちらも君を部下にするのは諦めるよ」

「いや、ちょっと待て」

　グラゥクスは吊つるし上げていた部下を放り出した。地面に落ちて咳せき込んでいるその男を駆かけ寄よった仲間が引っ張っていくが、グラゥクスは皇子から目を離はなさなかった。

「何か不満が？」

「不満というか……おまえ、本気で帝てい国こくの頂点に立つつもりか？」

「僕は皇帝陛下に弓引く気は毛頭ないよ」

　というサイファカールの答えを聞いて、ステラステラは内心で安あん堵どの息を漏もらす。

　ここで彼が「ある」などと答えたら、彼女としては皇帝へ報告しないわけにはいかない。たとえ皇子の本心がどうでも、「否」と言い続けてくれれば彼女は何もしなくて済む。

「おい、話が違ちがうじゃねえか」

「何も違わないよ。さっきのはフレイヤが僕をどう思っているかという話で、僕の意志とは関係ない」

「おい、こいつ、あんなこと言ってやがるぞ。おまえ、それでいいのか!?」

　グラゥクスがフレイヤを指さした。

「いいであります。これはわたしの信念の問題でありますから、皇子様の意向とは無関係なのであります」

（なんなんだ、こいつらの信しん頼らい関係は。いまどき親子兄弟でもこうはいかねえだろ）

　グラゥクスは苛いら立だたしさを隠かくせない。それは自分には、自分たちにはないモノだからだ。と同時に少し羨うらやましくもあった。それは自分の今までの人生で手に入れたことがないモノだったからだ。

「それじゃ、おまえはこれからどうする気なんだ？」

「僕の任地はアル＝アラだからね。そこで頑がん張ばって北方蛮ばん族ぞくに備えるよ」

「それで何がどう変わるんだ？　おまえはおまえの部下の期待に応えられるのか!?」

「さて、それでどうなるかは時の運次第かな。天運と言ってもいい。僕が天に見放されているなら、アル＝アラで朽くちていくか、蛮族との闘たたかいで命を落とすかだろうな。もし僕が天運に恵めぐまれているのなら」

「い、いるのなら、どうなんだ？」

　グラゥクスが焦じれたように先を促うながすと、皇子は小さく肩かたをすくめて応えた。

「いずれ新たな道が拓ひらけるんじゃないかな？」

（なんだ、その達観具合は。若さに似合わぬ落ち着きっぷりだな。これが視野がでかいってことなのか？　わ、わからねえ。こいつのことが、こいつらのことがわからねえ）

　わからないということは、サイファカールが自分の物差しでは測れないほど大きいためではないか。グラゥクスは、ふとそんなことを思った。

「おい、おまえ」

「何かな？」

「勝負は引き分けだと言ったな」

「不満かい？」

「不満だな」

（やれやれ、やはりそこには執しゆう着ちやくするのか。しかし、怪我をしたフレイヤではこれ以上の闘いは無理だ。代わりにリ・インを送り出すしか。問題は、どうやって相手に認めさせるかだけど……）

　サイファカールが思案を巡らせていると、グラゥクスは意外なことを言い出した。

「俺の部下が卑ひ怯きような真ま似ねをしたせいで嫁よめが怪我をしたんだ。俺の反則負けだろう？」

「嫁ではないのでありますが～～」

　フレイヤは今にも泣きそうな顔になっていた。

「君の負けだとすると、君はフレイヤを嫁にはできないんだけど？」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　グラゥクスはフレイヤに向けて、びしっ、と太い親指を立ててみせた。

「今回は諦めるが、いずれ嫁にする」

「くきゃきゃきゃキャッ」

　腹を押さえたリ・インが、声を殺して笑いながら地面の上をのたうち回った。

　肝かん心じんの当事者、フレイヤはどうしていいかわからずに頭を抱えている。

「それより、おめえ。えっと、サイファカールだっけか？　第六皇子の」

「そうだけど」

「俺には今、百五十人ほどの部下がいる。中には家族持ちもな。こいつらをまとめて雇やとってくれる気はあるか？」

（お？　そうお出いでなすったか）

　グラゥクスの申し出は少し意外だったが、サイファカールとしては予想しなかったわけでもない。というより、話をそういう流れに持っていったのは彼の狙ねらいでもあった。

（とはいえ、乗ってくるかどうかは五分五分だと思っていたけど）

「僕個人で雇うのは無理だけどね。さっきも言ったように、お金がないから」

「皇子なんだろう？」

「そうだけど、僕の領地は皇帝陛下に返上しちゃったしね。だから僕の収入はアル＝アラから上がる租そ税ぜいくらいだよ。東辺境州には他に大きな都市もないし、農地も乏とぼしい。租税収入だって、どのくらいになるものかは行ってみないとわからない。だけど、アル＝アラで新規の兵を募ぼ集しゆうするつもりだから、それに応じてくれれば、アル＝アラの執しつ政せい官として、東辺境州の長官として、僕の裁量で雇うことはできる。それは約束できるよ」

「そうか。なら、それでよしとするか」

「ただし」

「ただし？　何か条件があるのか？」

「いや、条件というわけじゃなくて。君は。グラゥクス、君だけは僕が個人で雇いたいんだけど、どうかな？」

「……金はないんだろう？　それとも、ただ働きしろってことか？」

「まさか。俸禄はちゃんと払はらうよ」

「さっき金はないって言ってなかったか？」

「だから、出世払い」

　グラゥクスが呆あきれた顔でサイファカールを見つめた。

「出世できるのか？」

「さて、どうだろう。それも天運次第だね。運に見放されて出世の見込みが潰ついえたときは君の好きにしていいよ。未払いの俸給も私財を処分すればなんとかなるんじゃないかな」

「気軽に言ってくれるぜ。だが、まぁ、いいだろう。俺の俸禄はあんたが決めてくれればいい。俺に俸禄を払う価値がないと思えば馘くびにしてくれればいい。いつ払うかも任せる」

「わかった。ところで最後に一つだけ訊きいておきたいんだけど」

「なんだ？」

「僕はあくまでもロムニア帝てい国こくの第六皇子だよ。それでいいんだね？」

「俺の雇い主はあくまであんただ。あんた個人だ。俺はロムニア帝国に雇われるわけじゃねえ。だから」

　グラゥクスは大きく盛り上がった肩をすくめた。

「気にするな」

　それまで真ま面じ目めな顔と態度を崩くずさなかったサイファカールの表情が、グラゥクスの言葉を聞いて一気に緩ゆるんだ。

「あいつらは」

　とグラゥクスは顔を巡らせ、顎あごをしゃくった。

「帝国兵になるのに複雑な心境の奴やつもいるだろうが、エスファール王国の復興を本気で考えてるわけじゃねえ。それは自分たちの辛つらい毎日を支えるお題目みたいなもんだ。日々の暮らしが安定し、将来が見通せるようになれば奴らの心情も安定する。帝国の兵士になったことに疑問を持つこともないだろう。だから」

　そこで言葉を切ったグラゥクスは、真しん摯しな目をサイファカールに据すえた。

「奴らにはちゃんと俸禄を払ってやってくれよ」

「それは、うん、頑張るよ」

「おいおい、不安だなぁ」

「大丈夫。きっとなんとかなるさ」

　グラゥクスの眉が八の字形に下がり、情けない表情になった。

（それが不安だと）

「ともあれとにかく。これからよろしく頼たのむよ、グラゥクス」

「ああ。こちらこそよろしくな」




　思わぬ展開に、先ほどまでグラゥクスと生きるか死ぬかの激げき闘とうを繰くり広ひろげていたフレイヤが目をぱちくりさせている。

　笑い転げていたリ・インも。

　展開をじっと見守っていたネムネモやシュラトゥも。

　サイファカールの狙いがある程度は読めていたステラステラも。

　まんまと皇子がグラゥクスを部下にしてしまったことに呆れ、驚おどろき、感心していた。

　立場上、そんな感情を表に出せないソフィとゼフィも、内心では大いに驚いている。

　とはいえ、いちばん驚いているのはグラゥクス本人だろう。

　気がついたら、捕とらえて身代金を要求しようとしていた──途と中ちゆうからは殺す気になっていた──相手に仕えることになってしまったのだから。

（狐きつねに抓つままれたみたいってのは、こういうことを言うのか）

　と、そんなふうに思う。

　だが、彼に不満はなかった。エスファール王国の復興などという可能性のないお題目で自分や部下を縛しばり付け、山さん賊ぞくをして食いつないできた屈くつ辱じよくの日々とおさらばできるのだと思うと、少し心が軽くなる。かつての部下たちが安定した暮らしを取とり戻もどせると思うと、大いに安心する。

　自分の現状が安定したわけではないが。むしろ、皇帝から追放されたも同然に辺境へと赴ふ任にんしていく貧びん乏ぼう皇子の直臣になったのだから、将来が見えないということに関しては、今までとあまり変わらないのかもしれないが。なのに彼は手応えを感じている。胸の中うちに希望すら湧わいてくる。自分の将来はともかく、サイファカールが天運の加護を受けているのかどうか、それを見極めたいと思う。

（もしもこの男が本当に天運に恵まれているのなら、また暴れられるかもしれねえしな。山賊として輜し重ちよう部隊や隊商を襲おそうなんてつまらねえ仕事じゃなく、帝国の第六皇子の部将として腕うでを揮ふるう日が、そのうちくるかもしれねえ）

　そんな期待を胸に秘め、グラゥクスはサイファカールを見やるのだった。
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　こうして、今は滅ほろんだエスファール王国の元将軍グラゥクスと彼の部下百五十名余りをサイファカールは手に入れることとなった。

　こと軍事面に限れば、後にサイファカール軍団の中ちゆう核かくを彼等が担っていくことになるのだが、さすがにそこまではサイファカール本人も予想していなかった。




　グラゥクスと百五十名の部下を得たことで刺し客かくの心配をする必要がなくなったサイファカール一行は、東辺境州に入るや即そく座ざに街道へ戻り、アル＝アラ目指して道を急いだ。

　じつはこのとき、警護部隊から皇子の姿が消えたことに気づいた刺客たちが東辺境州へ先回りしていたのだが、百五十名の山賊──見た目は山賊にしか見えなかった──に守られた皇子一行に手出しができず、むざむざとアル＝アラへ入られてしまったのだった。

　この一事を以もつてしても、サイファカールが天運に恵めぐまれた者だと主張することが可能かもしれない。もっともそんな裏事情など、サイファカール自身も与あずかり知らぬことだったのだが。




　そして舞ぶ台たいはいよいよ辺境の要よう塞さい都市、アル＝アラへと移っていく。
















　　　　１




　要塞都市アル＝アラの内城にある執しつ務む棟とうにアル＝アラの執しつ政せい官は詰つめている。




　東辺境州の場合、アル＝アラの執政官は州の長官も兼かねているのだが、都市と呼べるほど大きな城じよう郭かく都市は他になく、実質的にはここにいる軍団が東辺境州の軍事力のすべてといってよかった。

　この軍団、正式には「帝国第十三軍団」というのだが、東辺境州には他に軍団がいないので「アル＝アラ軍団」と呼ばれることが多い。口さがない者は「寄せ集め軍団」と言い、中には「犯罪者軍団」と言う者すらいた。

　通常、軍団は五千名の兵士で構成されるが、アル＝アラ軍団はここしばらく兵の補ほ充じゆうがなされておらず、その兵力はざっと四千だった。この兵力で北方の騎き馬ば民族の侵しん入にゆうを阻そ止ししなくてはならないのだから、ここの守将──州の長官にして街の執政官──も大変だ。もっとも最近は騎馬民族もおとなしいので、守将も彼を支える幹部も兵も街の民も、それほど切せつ羽ぱ詰つまっているわけではない。
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　内城に建つ執務棟の執政官室──。

　いま部屋の隅すみに置いてある長ちよう卓たくを挟はさんで二人の男が向き合って座っていた。




「おい、そろそろ新しい執政官様が着到する頃ころじゃないのか、現執政官様よ？」

　だらしない恰かつ好こうで椅い子すに座っている三十前後と見える男がそう言った。

　応える相手が、州長官を兼けん任にんしている現アル＝アラ執政官である。相手よりも少し年上──三十代後半から四十くらい──に見える。こちらの男はさすがに州の最高責任者だけあって、相手よりも真っ当な出で立ちだ。もっとも真っ当なのは見た目だけ、その口調はとても州の長官とは思えない伝でん法ぽうなものだった。

「途中でおっ死ちんでなけりゃあな」

「どういうことだ？」

「追放同然に陛下から帝てい都とを追われたんだ。途中で何か事件か事故が起きないとも限らないって思ってな」

　そこまでを見み抜ぬいているのだから、頭が悪いわけではなさそうだ。そしてそれは相手の男も同じだった。

「……なるほどな。事件か事故に見せかけて謀ぼう殺さつするってか。けど謀殺するなら、陛下もわざわざ辺境へ追いやったりはしないんじゃないか？」

「陛下にその気はなくとも、重臣の誰だれかが気を利かせて……ってこともあるわな」

「お、おう、そうか、それはあり得るか。帝国の中ちゆう枢すうは恐こわいところだな」

「おまえの頭は平和だな」

　そう言って執政官はいかにも馬ば鹿かにしたような目を相手に向けた。

「考えてみろよ。皇帝陛下に睨にらまれてる第六皇子がここの執政官兼州長官になるんだぜ？　俺らも睨まれるだろうが」

「あ！」

「陛下の重臣だって快く思ってないだろうしな。どころか、皇太子殿でん下かにしたら競争相手だろうが。第六皇子は出で来き物ぶつだって噂うわさだしよ、目めの敵かたきにされるかもしれねえ。その場合、皇子の部下となる俺たちも一いつ緒しよに……だぜ」

　片方が、うげぇ、と呻うめいて頭を抱かかえる。

「どうすればいいよ？」

　執政官は天てん井じようを見上げて考え込んだ。

「いちばんいいのはお引き取り願うってことだが、陛下の命令だからな。皇子からすれば勝手に帰るわけにはいかんだろうよ」

　顔を戻した男は声を潜ひそめて言葉を継ついだ。

「やっぱり事故か何かでいなくなってもらうのが手っ取り早いな。なぁに、アル＝アラは中央から遠い。査察官が来たところで、実際に何があったかなんてわかりゃ……」

「大の男が二人、こそこそと何を話し合おうている？」

　いきなり背後から声をかけられ、二人は椅子から飛び上がった。
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　部屋の出入り口の扉とびらがいつの間にか開いていて、そこに子供のように小こ柄がらな女子が立っているではないか。大人っぽい意い匠しようの服を着てはいるが、見た目としてはせいぜい十二、三歳くらいか、といった印象だ。

　背後を振り返った片方が安あん堵どの息を吐はいた。

「な……なんでぇ、幼女か、脅おどかすなっつ～の」

　小柄な女子がいきなり跳とんだ。裳を翻して跳んで、男の顔に拳こぶしを叩たたき込んでいた。

「ふん！」

「ぶっへ──っっっ」

　男は数ヤルドを吹ふっ飛とんで、部屋の壁かべに背中から激げき突とつした。

　小柄な女子は、吹っ飛んだ男と椅子に座っているもう一人、執政官のほうを交こう互ごに睨ねめつける。

「いま儂わしのことを幼女と言ったのはどいつじゃ？　ぶん殴なぐってやるぞ？」

　執政官は椅子から腰こしを浮うかせ、びしっ！　と女子を指さした。

「巫ふ山ざ戯けるな！　もう殴ってるだろ！　殺す勢いで思い切りぶん殴ってるだろ！」

「ん？」

　女子は握にぎりしめた自分の拳に目を落とし、それから壁際で白目を剝むいて気絶している男に目を向ける。

「おお、いかんいかん、つい」

「ついじゃねえよ！　ったく、この暴あばれん坊ぼう幼……」

　執政官は慌あわてて口を噤つぐんだ。

「よう？　今なんと言いかけたのかえ、執政官殿どの？」

「用がないなら来るな！　と言いたかったんだよ、リリィ！」

「その略りやく称しようは幼い感じがして、あまり好きではないのだがのう」

「おまえの正式名なんか長くて呼べるか。っていうか、未だに覚えられんわ」

「ならば、高貴な我が名を、ぬしのその不足気味の脳のう味み噌そに刻み込んでやろうか？　この鉄てつ拳けんでな」

「リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ、用がねえなら、もう帰れ」

「言えるではないか！」

　執政官は、ふっと目を逸そらしてぼそっと呟つぶやいた。

「たまに思い出すんだよ」

「戯たわけたことを言いおって」

　執政官は小柄な女子から目を逸らしたまま小声で訊きいてきた。

「で。だから。なんの用だ？」

「そろそろ第六皇子様がご着任されるのではないのか？　何か連れん絡らくは？」

「なんだ、おまえもその話か」

　執政官はやれやれとため息を吐つき、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカという長い名を持つ女子の眉まゆが、ぴくりと動いた。

「おまえ、も？」

　執政官は壁際で目を剝いて伸のびている男を指さして言った。

「俺とレフラフティもその話をしてたところなんだよ」

「なるほど。誰もが新しい主あるじ様のことが気にかかるというわけじゃの」

「まぁヨーコの奴やつは気にしてないみたいだけどな」

「ふふん。彼奴あやつは誰が主君であろうと関係ないのであろうな。それより。どうなのじゃ、現執政官様よ？」

「なんの連絡もねえ。したがって、第六皇子殿がいつ到とう着ちやくされるかも不明。そもそも到着できるのかも不明」

「ん？　……おお、そうか。途と中ちゆうで誰ぞに襲おそわれるやもしれんと、そういうことか。皇帝陛下の不興を買ったという噂が本当なら、充じゆう分ぶんにあり得る話よの」

　リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ──あまりに長いので、この後はリリィという愛あい称しようで呼ぶことにする──は何度も頷うなずいた。

「ああ、そういうことだ。連絡によると、皇子殿の従者は十名にも満たないらしいからな。山さん賊ぞくにでも襲われれば、それで終わりだろうよ」

「いや待て。王都からは警護部隊が付いてくるのではなかったか？」

[image: ]

「数日前に、その警護部隊が何者かに襲われたらしい」

「……話の繫つながりがよく見えんのう」

「じゃあ、黙だまって最後まで聞け」

「偉えらそうに」

「偉いんだよ、俺は！　アル＝アラの執政官で、州の長官でもあるんだぞ!?　俺のことをこれっぽっちも敬わないおまえが不ふ遜そんなだけだ」

「敬うべきだと思った者には腰が低いんじゃがのう、儂は。つまり、ぬしが儂が敬うには足りん男ということじゃな」

「それが不遜だと言ってるんだがな！」

「まぁ、ぬしの器の小ささはさておき」

　リリィは長卓の前に並んでいる椅子の一つを引いて、ちょこんと腰を下ろした。両足の先が床ゆかから浮いているのはご愛敬か。

「話を続けんかい」

（こんの、くそ生意気な幼女め！）

「なんぞ言いたいことがあるのか？」

「話を進めるがな！」

　と吐き捨てるように言ってから、執政官は自分が把は握あくしている状じよう況きようをリリィに説明してやった。
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　執政官の説明が一通り終わると、腕うで組ぐみして聞いていたリリィは、なるほどなるほど、と何度も頷いた。

「皇子一行は湯とう治じ場ばに立ち寄り、その後、次の街へ移動中に何者かに襲われて逃にげ出したのか。じゃが、そのとき皇子本人は警護部隊の中にはおらんかったと。そして結局、行方ゆくえ不明になぁ」

「本人だけじゃなく、直じき率そつの部下たちも一緒に行方不明だそうだ」

　リリィは見た目に似つかわしくない鋭するどい目を男に向けてきた。

「襲った何者かというのは山賊などでなく、皇子を狙ねらった刺し客かくなのじゃろうのう」

「俺もそう思っているよ。もっとも、誰が送り込んだのかはわからないがな」

「陛下自身か、重臣の誰かか、それとも……皇太子殿下やもしれんの」

「どうせ行方不明になったのなら、このままどこかで野垂れ死んでくれると面めん倒どうがなくていいんだがな」

「おやおや。執しつ政せい官様がそんな無責任なことを言っていてよいのかや？」

　執政官は、ちぃっ、と吐き捨てた。

「こんなときだけ執政官だと認めやがって」

「州の長官としては、責任を取らされるのではないのか？」

「いや。襲しゆう撃げき事件が起きたのはアンブロウ州だから、俺には関係ねえ」

「相も変わらず責せき任にん逃のがれだけは上う手まいのう」

　執政官は、びしっ、とリリィを指さして叫さけんだ。

「逃れてねえだろ！　実際、そのとおりなんだから、俺に責任はねえ」

　ま、いいがの、とリリィは鼻で笑ってから言葉を継いだ。

「警護部隊から姿を消したのは、刺客の襲撃を予想したからじゃろうな。じゃとすると、皇子様一行には頭の切れる者がおるの」

「ん？　ああ……そうだな」

「だが、十名足らずで山野を移動していては、本物の山賊の餌え食じきになりかねんのう」

「州しゆう境ざかいに巣くう連中か。たしかに、ありゃあ厄やつ介かいだな。俺もアンブロウ州のほうに進言してはいるんだが、本気で掃そう討とうしようという気にはならんらしいな」

「州境付近に潜んでおるからの、連中は。アンブロウ州長官である第四皇子殿にしたら、こちらに押しつけたいところじゃろうからの」

「山賊どもがこちらで事件を起こさない限り、俺たちには関係のない話だ。皇子の行方にしても、俺たちにはどうしようもねえ。生きてるならそのうち到着するだろうし、死んでいるなら来られない。それだけの話だ」

　リリィはジト目になって上体を引いた。

「それだけの話のう。他ひ人と事ごとじゃな」

「来たら来たで厄介事に巻き込まれる虞おそれがあるから他人事じゃねえんだが。それにしても皇族同士の暗あん闘とうだ。俺たちは距きよ離りを取って、できるだけ関係ない立ち位置を確保してればいいんだよ。どうせこの辺境から中央に返り咲ざくことなんかできやしねえんだから」

「他人事の上に投なげ遣やりじゃの」

「こんな場所じゃあ自分の立ち位置を確保して自分の身を守るだけで、もう精せい一いつ杯ぱいなんだ。おまえは違ちがうのか、リリィ」

　リリィはじろりと目の前の男を睨にらんだが。

「じゃから、その略し方は……いや、まぁ、よいわ」

　彼女はまたもや、ふふんと鼻で笑った。

「儂は面白いほうが好みじゃのう。少しくらい危険なほうが、人生、刺し激げきがあって楽しいぞよ？」

　執政官は力なく首を横に振ふる。

「俺は好きじゃねえなぁ、そういう生き方は。慎つつましく恙つつがなく、静かに日々を送れれば、俺はそれでいいんだ」

「ほんにつまらん男よのう、ぬしは」

「ほっとけ。それよりリリィ、おめえ……」

　と男が言いかけたとき、廊ろう下かでけたたましい足音が聞こえてきた。

「ん？　ずいぶんと慌ててるな。皇子殿でん下かが到着されたか？　だったら出で迎むかえにいかにゃならんな」

　執政官は、やれやれと腰を上げた。
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　執政官が椅い子すから立ち上がるのと同時に勢いよく扉とびらが開き、血相を変えた幹部が二人、部屋に転がり込んでいた。

「しっ、失礼いたします、ザネッティ様！」

　名前を呼ばれた執政官は嫌いやそうに顔を顰しかめた。

「本当に失礼だな、おまえら。まずは声をかけてから部屋に入ってくるのが礼れい儀ぎってもんだろうが」

「そっそれどころではありません」

「たったいま駆かけ込こんできた早馬が重大な報しらせを！」

　ザネッティ執政官の表情が怪け訝げんそうなものに変わる。

「なに？　サイファカール様が到着された……んじゃねえのか？」

　部下は激しく首を横に振った。

「ちっ違います！」

「もっと重大な報せです」

　二人の表情を見ると、なるほどただ事ではないのがわかる。ザネッティは思わずリリィと顔を見合わせたが、すぐに二人の幹部に向き直り、敢あえて鷹おう揚ような態度で促うながした。

「言ってみろ。いったい早馬は何を報せてきたんだ？」

「そっそれが」

　幹部はごくりと唾つばを吞のみ、それから言葉を一気に吐はき出した。

「こっ皇こう帝てい陛下が！　ロムニエゥス一世様が事故でご逝せい去きよされたそうです！」

「なんだってえぇえぇぇ!?」

　衝しよう撃げき的な報告を受けた執政官ザネッティは言葉を失い、その場で固まった。

　一方、リリィは。

（ほほう、それはそれは。もし誤報でないのなら、風雲急を告げる事態じゃな。しかも、第六皇子がここ、アル＝アラに着任しようかというこの時機を狙ったようにのう。何やら面白くなりそうではないか）

　リリィはにたりと口くちの端はしを吊つり上げた。子供のように可愛らしい顔に似つかわしくない、見ようによっては邪じや悪あくな笑みだった。

（にしても、事故じゃと？　暗殺ではなく？　どういうことじゃ）

　リリィは笑みを消し、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめたまま固まっている執政官に目をやった。

「おい、ザネッティ様よ、いつまで惚ほうけておる？　今すぐに対策会議を始めねばならんのではないのか？」

　その声で執政官は我に返る。

　彼は目を剝むき、怒おこっているような顔になって報告に来た幹部二人に命じた。

「すぐにいつもの連中を集めろ！」

　部屋から飛び出ていく二人の後ろ姿を見送ると、ザネッティは頭を抱かかえ込む。

「なんでこんな厄介事が……どうせ起きるなら、俺が執政官のときじゃなく、第六皇子が来てからにしてくれ」

「ぬしは……本当に尻しりの穴の小さな男じゃのう」

　呆あきれ顔がおになったリリィに向かって、ザネッティは吠ほえるように言った。

「おまえだって大きな責任を背負う立場になったら、俺の苦労がわかるわ！」

「そんな苦労はわかりたくもないが……まぁよいわ。陛下の死因も気になるが、とにかく今は陛下の崩ほう御ぎよという重大事にどう対処するかを決めるのが先決じゃものなあ」

　リリィがそう言うと、ザネッティはまたもや力なく肩かたを落とした。
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　それから四し半はん時とき後。

　執政官室の横にある評ひよう定じようの間まにアル＝アラの大幹部たちが勢せい揃ぞろいしていた。




　長ちよう卓たくの上座に座るのは執政官ザネッティ。

　彼の左ひだり隣どなりにはリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ。

　その対面にいるのはリリィに殴なぐられ気絶した男で、名をレフラフティという。だらしない恰かつ好こうのまま椅子に座った彼は、後頭部にできた大きな瘤こぶをしきりに右手で撫なでている。

　リリィの左隣にいるのは長い黒くろ髪かみを背に垂らし独特の意い匠しようの上下に身を包んだヨーコ。やはりこの辺では見かけない不思議な形状の剣けん──彼女に言わせると「刀」──を携たずさえていた。

　レフラフティの右隣──ヨーコの前──は、見ただけでは性別がよくわからない衣装と顔立ちのギ・ジュカ。

　さらにその右隣が細身の筒つつ袴ばかまに短い筒つつ袖そでのシュメイル。印象としては狩しゆ猟りよう民のようだ。

　そしてヨーコの左隣──シュメイルの前──にいるのが、限界まで露ろ出しゆつが多く、とても服とは呼べないような極小の衣装を身に着けているセイヤで、彼女は魔ま女じよである。

　これがアル＝アラを統治している大幹部たちだった。




　彼ら、彼女らを前に熱弁を振るっていたザネッティは、一通り説明を終えると、救いを求めるように幹部の顔を見回した。

「で、かかる緊きん急きゆう事態に俺たちはどうしたらいいと思う？」

　ふむ、と芝しば居いがかった声を出したのはギ・ジュカだ。

「下へ手たに動かないほうがいいのではないですかな、ザネッティ様」

　話すあいだ微び妙みように表情を変え手を動かしている様はかなりわざとらしいのだが、それもそのはず、ギ・ジュカは俳優わざおぎの出なのだった。

「動かねえって、じゃあ、どうしろって言うんだ!?」

「さぁて？　決めるのは我わが輩はいではく、あなた様なので」

「無責任だな、てめえは！」

「あなた様に言われたくはありませんけどね」

　ちっ、と舌打ちしたザネッティは、他の幹部の顔を見やる。

「レフラフティ？　セイヤ？　シュメイル？　何か考えはないのか!?」

「何をそう焦あせっているの、執政官殿どのは。しょせん中央の政争劇じゃない。あたしたちには関わりの無い話でしょう？」

　目を閉じたままの澄すまし顔でそう応えたのはセイヤだが、執政官はそんな彼女を怒ど鳴なりつけた。

「関わりないわけあるか、この色ぼけ魔女が！」

　セイヤは、くくっ、と笑って薄うす目めを開けた。

「わかっているわよ。帝てい国こくの次の支配者が誰だれになるかはわからないけど、その支配者が、今までどおりあんたをここの執しつ政せい官に据すえ置おくかは、わからないものねぇ？」

「俺だけじゃねえ。犯罪者同然の身の上のおまえらだって同じだろうが！」

　するとリリィが揶や揄ゆしてきた。

「まぁ同じじゃが、ぬしほど見苦しくじたばたはせんがのう。ぬしは小こ者ものじゃから、慌あわてふためき我を忘れるのも仕方ないやもしれんが」

「うるせえ！　おまえこそ俺の補ほ佐さ役なんだから、偉えらそうにふんぞり返ってないで、何か建設的な意見を言いやがれ！」

「建設的な意見のう」

　ちらっとザネッティに視線を向けたリリィは、熱のない様子で言った。

「街の城じよう壁へきをもそっと高くしたらどうじゃ？」

「たしかに建設的な意見だな！　そっちの建設じゃねえわ!!」

　まぁまぁ、とヨーコが割って入ってきた。

「執政官殿をそう虐いじめるものではない、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ殿」

　腕うで組ぐみをしたヨーコは、うんうんと頷うなずきながら言葉を継ついだ。

「わたしも一対一の闘たたかいなら誰にも負けぬと自負しているが、千対千では凡ぼん庸ような指揮官でしかない。万対万では、どうしていいかわからずに立ち往生してしまうことだろう。このような大だい事じを前に足がすくみ体が震ふるえ小便を漏もらしそうになっている執政官殿のお気持ち、わからぬでもない」

「おいぃ、ヨーコ！　てめえこそ最低だな！　俺はそこまで腰こし抜ぬけじゃねえぞ!?」

「そうだな」

　それまで一言も発しなかったシュメイルが、ぼそりと呟つぶやくように言った。

「このような大だい事じ件けんを前に何をどうすればいいのかわからないのは俺たちも同じだ」

「じゃがのう。だからといって手を拱こまねいているわけにもいかんでな。まずは情報の真しん偽ぎを確認するところから始めたほうがいいのではないか、執政官様よ」

「お……おお、そうか」

　ザネッティは、たしかにな、と大きく頷いた。

「そうだよ、そういう建設的な意見を俺は待っていたんだよ。もしかすると、陛下が崩御されたなんてのは偽情報ガセかもしれねえしな」

「もっとも、真実じゃと確認できたら、もう逃にげ道みちはないがの」

　というリリィの指し摘てきに、ザネッティは頭を抱えて身み悶もだえしてしまう。

「ああ、もう、くそ、どうしてこんな大事件が俺が執政官やってるときにっ!?」

　そんな彼をリリィは哀あわれみの籠こもった目で見つめながら言った。

「ぬしが責任を取りきれぬのなら。どうしてよいかわからぬのなら。もういっそ、新任の執政官殿に丸投げすればよいのではないのか？　丸投げというより、責任を押しつけると言うべきかもしれんが」

「それだ！」

　ザネッティは抱えていた頭から両手を離はなし、目を輝かがやかせて周りを見み渡わたした。

「そうだよ、第六皇子様がお見えになるんじゃねえか。それで俺の悩なやみは解決だ！　早くご着任されないかな」

　リリィ以下、幹部たちはうんざりとした顔になる。

「ほんに現金な男よのう」

「だけどさぁ、ただいま絶賛行方ゆくえ不明中なんでしょ、皇子様。山さん賊ぞくに襲おそわれて死んじゃったんじゃないのぉ？」

　とセイヤが言うと。

「そうだったぁぁ！」

　ザネッティはまたもや頭を抱え込んだ。

「こいつはほんとに、どうしようもない男よねぇ。きん○ま付いてんのかしら」

　セイヤが蔑さげすんだ目を向けたそのとき、執政官室の扉とびらが激しく叩たたかれた。

「ど、どうした!?」

　顔を上げたザネッティが扉に向かって叫さけぶと。

「はっ。ただいま第六皇子サイファカール様がご到とう着ちやくなさいました……が」

「来たかっっ!?　いやご到着なさったかっっ！」

　跳び上がるように立ち上がったザネッティは、そのまま扉に突とつ進しんした。

「間ま違ちがいないんだな!?」

　部下は敬礼をした後、早口で報告をする。

「はい、皇家の宝ほう剣けんを確認いたしました。それに同道されている親衛隊長のフレイヤ殿は、我がほうにも見知っている者がおりましたので」

「なら、間違いなく本物だな。よし、すぐにお通ししろ！」

　扉の向こうに立っている報告に来た部下は、困こん惑わくの色を顔に浮うかべていた。

「あの、ですが……」

「何か問題があるのか？　まさかお怪け我がをされているのではないだろうな!?」

「いえ、そういうわけではございません」

「そうか」

　安あん堵どの息を吐はいたザネッティは、重ねて部下に訊きいた。

「では、何が問題なのだ？」

「それが、警護部隊が一いつ緒しよでありまして」

「は？　それのどこが問題なのだ？」

　背後から鋭するどい声がかかった。

「おい、待て！」

「なんだ、リリィ？」

「たしか情報では警護部隊は何者かの襲しゆう撃げきで逃げ出した……のではなかったか!?」

「あ！」

　慌てて顔を戻もどしたザネッティは、さらに部下を問い質す。

「警護部隊は帝てい都とからついてきた奴やつらか？　何人いる？　全員無事なのか？」

「いえ、それが、百五十人以上いる警護部隊は帝国兵ではなく……山賊なのであります」

「は……はぁあぁ？」

　ザネッティは目を剝むき。

　他の幹部連も驚おどろきの表情を浮かべ。

　一人、リリィだけが腹を抱えて大笑いしていた。
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　待つことしばし。

　警備兵に案内され、サイファカールを先頭に六人の部下──ステラステラ、フレイヤ、リ・イン、シュラトゥ、ネムネモ、グラゥクス──が登場した。ソフィとゼフィは、このような席に顔を出せる立場ではないので、別室で待機中だ。グラゥクスの部下は、今すぐ街に入れては騒さわぎになるかもというサイファカールの配はい慮りよで、街の外に控ひかえていた。




　アル＝アラの幹部連は、長卓の一方に整列してサイファカールたちを出で迎むかえた。

「遠路遥はる々ばるのご着任、お疲つかれ様さまでございます、サイファカール様！」

　ザネッティが大きな声をかけて一礼すると、サイファカールはにこやかな顔で軽く右手を挙げた。

「ああ、本当に遠いね、アル＝アラは」

「お疲れのところ申し訳ございませんが、事態が事態だけに、サイファカール様には至急、引ひき継ぎをお願いいたしたく思う次第でございます」

　上座に立ったサイファカールが眉まゆを顰ひそめる。

「事態って……何かあったのかな？　まさか蛮ばん族ぞくの動向に変化が？」

「あ、そうでありましたか。まだお聞きき及およびには……なっておりませんでしたか」

　なんとなく言い難にくそうにザネッティが応えたので、サイファカールはますます怪け訝げんそうな顔になった。

「いったい何が？」

　ザネッティは少し躊躇ためらった後、思い切って口を開いた。

「ロムニエゥス一世陛下が崩ほう御ぎよされたそうです。何やら思いもよらぬ事故が起きたそうでして。つい先ほど、帝都から早馬がその報せを持ってきたところです」

「な……」

　さすがのサイファカールも言葉を失った。

　控えている彼の配下も口をあんぐりと開け、阿あ呆ほうのようにザネッティを見やった。

（まぁそうなるだろうな。皇こう帝てい陛下の崩御だなんて、俺も信じられないもんな。ましてや殿でん下かにとっては実の父親なんだ。衝しよう撃げきの報に接して茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるのも無理はない）

　とザネッティは思ったのだが、彼の観察は的外れだった。

　たしかにサイファカールは言葉を失い、茫然自失に陥おちいっているように見えたが、その実、彼の頭脳は凄すさまじい速度で回転をしていた。

（親父おやじ殿どのが死んだ？　しかも事故？　暗殺ではなくて？　どうも胡う散さん臭くさいな。たしかに、あの人を殺すのは骨が折れそうだけど……いや、この際、死因の追究は後回しだ。本当に事故なのか、事故に見せかけた暗殺なのか、その違ちがいは限定的なものだ。問題は、死んだのが事実なのかということと、もし事実だとすれば、この後、誰だれがどのように動くのかということだ）

　サイファカールはゆっくり視線を動かし、ザネッティを見やった。

「誤報ということはない？」

「早馬は一頭だけじゃありません。帝都以外からも何頭かが駆かけ込んできましたが、みな陛下の崩御の報を携たずさえていました」

（そうか。親父殿が僕を騙だまそうとしている……という線はなさそうだな。何頭もの早馬を走らせたら、周囲の耳じ目もくを集めてしまう。もし中身が漏れたりしたら、帝国中が大おお騒さわぎになる。そんな危険を冒おかす意味がないな。ということは）

「ザネッティ」

「あ、はい？」

「すでに僕はこの街の執政官と州の長官職を引き継いだと思っていいのかな？」

「え、ええ、もちろんですとも、殿下」

「では、会議を始めよう」

　ザネッティの顔に安堵の色が浮かんだ。

（助かった。これで何があっても、もう俺の責任じゃねえ）

「とはいえ、お互たがい名前もわからないままでは会議にならないな。手早く紹しよう介かいを済ませてしまおうか」

　サイファカールはそう言って、相手の返事も待たずに連れている者の紹介を始めた。
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　上座に立っているサイファカールは、長ちよう卓たくを挟はさんでアル＝アラの幹部連と正対している自分の臣下を指し示す。

「親衛隊長のフレイヤ。教育官のステラステラ。官かん僚りようのシュラトゥ。あとは、そうだな、僕個人の食客だと思ってくれればいい。リ・インと、ネムネモと、グラゥクスだ」

　名を呼ばれた者が軽く会え釈しやくをしていく。

　ザネッティは素早く顔と名前を頭に叩き込んだ。リリィの正式名が長くて覚えられないなどと言っていたが、彼は人の顔と名前を覚えるのは得意なほうだった。

（それにしてもデカいな、あいつ。天てん井じように頭が閊つかえそうじゃないか。あそこだけ遠近感が狂くるってるみたいだわ）

　巨きよ漢かんのグラゥクスに目をやったザネッティは、内心で驚き呆あきれた。

「あと二人、侍じ女じよ的な者を連れているけど、そちらはまた改めて紹介しよう」

　ゼフィのことを「的」という言葉で誤ご魔ま化かしたサイファカールは、視線をザネッティの横に並んでいる幹部連に向けた。

「そちらの紹介をよろしく、ザネッティ」

「ええ、はい、早速」

　頷うなずいたザネッティは、自分の左ひだり隣どなりを指し示した。

「こちらが執しつ政せい官かん補ほ佐さのリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ。アル＝アラ軍団の軍団長兼けん任にんです」

（彼女が軍団長!?）

　さすがのサイファカールも驚きの色を顔に浮かべてしまう。

「とてもじゃありませんが正式な名前は覚えきれないでしょうから、彼女のことはリリィと呼べばいいです」

　リリィは不満そうに鼻を鳴らし、軽く頭を下げた。

「その右みぎ隣どなりが、水軍の指揮官、レフラフティ」

「レフラフティっす。よろしくっす」

　サイファカールはまたしても顔に驚きの色を浮かべて訊いた。

「水軍!?　こんな内陸の街に水軍があるの？」

「もちろんありません」

　とザネッティが応えると、なるほど、とサイファカールは納得顔で頷いた。

「水軍はないけど、水軍の長ちようなんだ。つまりは左さ遷せんされたわけか」

「そういうことです」

　と応えながら、ザネッティやレフラフティは皇子の頭の良さに舌を巻いていた。

（今のやりとりだけでレフラフティが置かれた立場を理解したのか。これは虚うつけ者なんかじゃねえな）

　と思いつつ、ザネッティはそ知らぬ顔で次の者を紹介する。

「その隣となりがヨーコ。極東から流れ着いた異い邦ほう人じんで剣けんの達人です。アル＝アラ軍団の副団長でもあります」

　ヨーコは黙だまって頭を下げただけだった。

「こっちが」

　とザネッティは自分の左隣を指し示す。

「元俳優わざおぎのギ・ジュカ」

「ギ・ジュカであります、皇子様。よろしくお願いいたしますね」

　顔立ちや体つきでは男か女かよくわからないギ・ジュカだが、声を聞いても男女の判別はつかなかった。人を見る目には自信があるサイファカールにも見分けがつかない。

（さすがに元俳優わざおぎということかな）

「その隣がシュメイル。弓矢の達人で、彼も軍団の副団長です」

「よろしくお願いいたす」

「で、最後、そこの裸はだか同然の女がセイヤ。そいつは魔ま女じよですので、迂う闊かつに手を出すと火傷やけどします。お気をつけください」

「失礼ねぇ、ザネッティ様は。人のことを燃えてる炭か何かみたいに言わないでいただきたいものね？」

「おいこら、皇子様の御ご前ぜんだぞ。言こと葉ば遣づかいに気をつけろ」

　とザネッティは窘めるが、セイヤはどこ吹ふく風かぜだった。

「あら、いいじゃありませんか。こちらの皇子様、そんな小さなことなんか気にしやしませんよ。ねぇ？」

　セイヤが蕩とろけるような笑みを皇子に向けてきたので、左右に居並ぶフレイヤやリ・イン、ネムネモが、む？　と身構えた。

（あらあら？　皇子様は部下に慕したわれているのね。とくに女の部下から）

「まぁ、あたしが魔女だってのは本当のことなので。だから星読みとかしますよ？　何か困ったことがあれば相談してくださいな」

「ありがとう。でも僕は星を見て自分の行動を決めるより自分の頭で考えて行動を決めるほうが好みかな」

（なかなか潔い男子みたいだわね。はきはきしてて気持ちがいいわ）

　セイヤはサイファカールに向かって軽く頭を下げた。

「よし、わかった。では、すぐに始めるとしようか」

　サイファカールは自信満々でそう宣言した。

「対策会議を……ですね？」

　ザネッティが、へっぴり腰ごしで訊きいてきた。

「対策会議というより、陛下の崩御という緊きん急きゆう事態に際して、僕たちはどう動いて、何を目指すべきか、という確認の会議だな」

「えぇと、俺た……いえ、我々が目指すものとはなんのことでしょうか？」

　そんなザネッティの質問に、サイファカールは至極あっさりと答えた。

「決まっているよ。帝国の瓦が解かいを食い止め、再統一するという大仕事のことさ」

「は……はあぁぁあぁ!?」

　ザネッティは目を剝むいて固まった。

　彼だけでなく、その場に集まった幹部たちも皆みんな、一様に言葉を失っていた。

　リリィですら目を見開いてサイファカールを見つめている。

　グラゥクスもサイファカールの言葉が理解できず、しきりに目を瞬しばたたいている。

　サイファカールの言葉を当然のこととして聞き、受け容いれているのは、フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、シュラトゥなど、帝てい都とから引き連れてきた直臣たちだ。

　ステラステラだけは複雑な心境を隠かくしきれないが、皇帝が死去したとなれば、サイファカールがどう動こうと皇帝に反旗を翻ひるがえしたことにはならない。それどころか、帝国の平和を保つため、やむにやまれず動いたのだと言い訳することも可能になる。

（陛下御ご崩ほう御ぎよの報が真実ならば、ですけど。あのお方がそう簡単に亡くなるはずがないですから。もしかしてこれはサイファカール様を決起に追いやる罠わな……いえ、アル＝アラに駆け込む伝令がすべて崩御を伝えているのであれば、その可能性はないわ。そんな虚きよ偽ぎの報を帝国に広める意味がないもの。自ら帝国に不安と動どう揺ようを撒まき散ちらすだけのそんな愚ぐ行こうを陛下が冒すはずがない）

　というステラステラの読みは、おおよそサイファカールと同じだった。

　ステラステラは、そこからさらに一歩、読みを先に進める。

（まさか、ここの幹部連の小細工……というか、一世一代の大おお芝しば居い？）

　中央政府の重臣、あるいは皇太子の意を受けたアル＝アラの幹部が一ひと芝しば居い打った可能性も皆かい無むではない。その場合、伝令兵も自作自演ということになるのだが。

　ステラステラはそっと周囲の様子を窺うかがってみる。けれど幹部連は、みな茫ぼう然ぜん自じ失しつといった状態で、サイファカールを陥おとしいれようという気配など微み塵じんも感じられない。

（やはり違うようね。では、陛下の御崩御は本当のことで……）

　ステラステラは暗あん澹たんとした気持ちになる。ロムニア帝国は偏ひとえにロムニエゥス一世の才覚で築かれた帝国なのだ。建国の覇は王おうが消えた今、帝国の瓦解は防ぎようがない気がする。

（いえ、一つだけ希望があるとすれば、それは）

　ステラステラは、そっとサイファカールのほうを盗ぬすみ見みる。

　彼は泰たい然ぜん自じ若じやくとして街の幹部たちの反応を待っていた。

「あの……すまねえが……」

　ようやくのことでザネッティが言葉を絞しぼり出だした。

「あ、いや、すみませんが、もう一度、仰おつしやっていただけませんか？　このあと何を始めるおつもりなのです、サイファカール様は？」

　サイファカールはにこやかな表情を崩くずさないまま応える。

「だから。陛下が身み罷まかられたのが事実なら、この後、帝てい国こくは大おお荒あれに荒れるだろう。最悪、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよとなって分ぶん裂れつ、瓦解する。それを食い止めるのさ」

「……あなたが？」

「僕と、君たちで」

「…………」

　茫然自失状態のアル＝アラ幹部の中でリリィが真っ先に我を取とり戻もどした。

「これは。これは面白いことを仰おおせになる。面白すぎてわくわくが止まらぬわ」

　そして彼女は声を抑おさえて笑い始めた。

「くっくっくっ、面白い。面白くなりそうではないか。楽しくなりそうではないか」

　そんなリリィと、まだ固まったまま動けないでいる他の幹部連を見回しながら、ステラステラは悟さとっていた。実感していた。背に大きな翼つばさを生やした虎とらは、ついに野に放たれ、自由を得たのだということを。

（やはり辺境州の長官などで収まる方ではなかった。この時機に、こんな大だい事じ件けんが起きるなんて、天もそれを認めたということに外ほかならない。サイファカール様は天運に恵めぐまれた男ということね。こういうのを東方の言葉でなんて言うのでしたっけ）

　アル＝アラの幹部連の思おも惑わくなど我関せずと、サイファカールは話を続けようとした。




　このときのサイファカールに皇帝の死を悲しむ気持ちがなかったわけではない。

　彼を帝都から追いやった皇帝だが、それでも彼は皇子の才覚を認めた数少ない者の一人だった。強大な王国を育て帝国の建国者となった父のことを、サイファカールは一人の男として敬愛していたのだ。しかし、それ以上に今のサイファカールは、降って湧わいた難事への挑ちよう戦せんに心を躍おどらせていた。

　今までは五ご里り霧む中ちゆうを歩いているようなものだった。先が見えないからと足を止めれば、背後から槍やりの穂ほ先さきを煌きらめかせた追っ手が現れそうで一ひと時ときも心が安まらなかった。

　追っ手を恐おそれて先へと進めば、足下には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが待ち構えているかもしれなかった。大きな落とし穴が待ち構えているかもしれなかった。

　進んでも止まっても引き返しても、あらゆるところに危険は潜ひそんでいた。

　けれど今、覆おおっていた霧きりは晴れ、先を見通せるようになった。

[image: ]

　目の前に広がっているのは荒れ果てた大地。何も生まず何も採れないのかもしれない。だが、見えているなら足を踏ふみ外はずすことはなく、目指すべき方角を見失うこともない。

（何も生まない大地なら耕せばいいんだ。何も採れない大地なら苗なえを植えればいいんだ。自分のこの手で）

　サイファカールの心は、実父である皇帝を失った悲しみを凌りよう駕がするほどの大きな希望で満ちていた。

（それに、このまま帝国が瓦解したら、親父おやじ殿どのが一生を懸かけてやって来たことが無に帰きしてしまう。それだけは阻そ止ししなくては）

　サイファカールには、そんな義務感もあった。




「まずは情報の真しん偽ぎを確認するのが大だい事じだね。ザネッティ。伝令兵を用意してくれないか。そうだな、百名くらいは」

「そ、そんなに？　帝都に遣やるのに、それほどの大人数が必要なのですか」

「帝都だけじゃない。帝国中に送る必要があるんだ」

「え？」

「まず、送った使者が帝都に無事に着けるという保証がない。その場合、他の都市で情報を集めるしかない。崩御の報が真実なら、事故の原因も確認しなくてはならない。同時に、誰だれがどのように動くか、動こうとしているかも調べないとならないからね」

「誰が……どのように？」

「陛下が崩御されたのをいい機会だとばかりに自立しようとする者が出ないとも限らないだろう？　というか、必ず出るはずだからね。あるいは自立しようとまで思わなくても、様子見に走る者もいる。帝国の主立った者たちがどういう行動に出ようとするのかを知ることは僕たちの生命線だよ。こんな辺境にいる以上はね」

（この皇子、もしかしてもしかすると本物やもしれんのう）

　自分同様、すぐに情報の真偽を確かめるべきだと言ったサイファカールの判断力、思考力をリリィは信用した。同時に、辺境にいる自分たちの生命線が帝国幹部──具体的には皇族や大将軍など──の動向を知ることだと言ったサイファカールを信しん頼らいした。そして、それは他の幹部たちも同様だった。サイファカールなら、この危難を乗のり越こえる術すべを考えてくれるのではないか。どころか、こんな辺境に飛ばされた自分たちを新しい場所へ連れていってくれるのではないかと、皆は直感的に感じていた。

　そんなアル＝アラの幹部たちを横目で観察していたステラステラは、先ほどから脳内で探していた単語をようやく見つけ出した。

（そう、たしか麒き麟りん児じとか）

　もしかしたらサイファカールは希き代たいの英えい雄ゆうに、時代の英雄になれるのではないかと夢想したステラステラは、砂さ漠ばくを行く旅人のような強きよう烈れつな渇かつ望ぼうに襲おそわれた。

（帝国の瓦解は食い止めることができるかもしれない。この方がいてくだされば。そして……見てみたい。この方の行く末を。この方の戦いを。お側で見て、遺したい）




　　　　９




　彼女のこの欲よつ求きゆうが素晴らしい歴史資料を後世に遺す遠因となったのだが、それはまだ先の話だ。いまはこう記しるして、この巻の記述に終しゆう止し符ふを打とう。




　ロムニエゥス一世の死と共にロムニア帝国の瓦解は始まったが、同時にそれはサイファカールによる帝国の再統一という偉い業ぎようの始まりでもあった。
















　さて、最後に一つだけ付け加えておくとしよう。




　ロムニエゥス一世の死去という衝しよう撃げき的な報告がアル＝アラに届いた時期とサイファカールがアル＝アラに到とう着ちやくした時期に関しては、幾いくつかの説がある。

　報告が届いた直後にサイファカール一行が到着したという説が今では主流だが、皇子の到着のほうが少しだけ早かったという主張も未だになされている。どちらが先だったのかという点についてはステラステラの著述にも詳しよう細さいが書かれていないため、後代の歴史家のあいだで論争の種となっているのだ。

　そしてサイファカールは到着前にその衝撃的な事実を知っていたと言う者と、到着して初めて知ったと言う者に分かれている。




　筆者は断定するに足る材料を持ち合わせていないので、ここでは主流派の主張に合わせておく。また、皇子がその事実を知った時期については後者の立場に立つこととするが、いずれにしても、衝撃の報とサイファカールのアル＝アラ到着がほぼ同時であったことは間ま違ちがいない。




　つまりはこういうことだ。

　サイファカールのアル＝アラ到着と同時に、偉い大だいなるロムニア帝国の瓦が解かいが始まった。

　そしてそれは、新たな帝国の再生が始まる契けい機きでもあった。




　しかし、この時点で第六皇子サイファカールは、自立しようとする数多あまたの群ぐん雄ゆうの一人でしかなかった。

　いや、それどころか。

　まだ群雄にも数えられることのない、取るに足りない存在でしかなかった。

　彼の帝国再統一の道みち程のりは、苦難と危険に満ちた先の見通せない荒れ地を行くようなものだったことを忘れてはならない。




　では次巻では、サイファカール皇子が取るに足りない存在から群雄の一人にのし上がっていく過程を振ふり返かえるとしよう。







　　　あとがき




　お久しぶりです、舞まい阪さかです。

　富士見ファンタジア文庫さんでは、およそ一年（とちょっと）ぶりですか。べつに遊んでいたわけじゃありませんよ？

　さて、新シリーズは戦記ファンタジー……と言えるのかな。一時期は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されそうだったこのジャンルも最近では復活著しく、いろんなタイトルがヒットしているようです。そんな事情もあって、わたしのところへ来る依い頼らいも「戦記ファンタジーで」と指定されることが多いのです。なので、わたしも必然的に戦記ファンタジーを書く機会が増えまして。本作でシリーズ三本並行になるのですが、いずれもが戦記ファンタジーだったりします。

　そうなると如い何かにして差別化するかということが大きな問題になります。キャラを変えるだけではダメで、設定や世界観、果ては物語の構造からシリーズ構成まで気を配らないと類似亜あ種しゆになってしまうので、原げん稿こうを書く以前の段階で、けっこう頭を悩なやませました。とくにわたしの場合、長期に亘わたって続けていた「白しろ兎うさぎ」シリーズとの差別化も考えなくてはならず、なかなか難題でした。でも、こうして皆みなさんの前にお披ひ露ろ目めできたということは、自分の中でその課題はクリアできたということでもあります。どうやってクリアしたかということは、「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国」（ＭＦ文庫Ｊ）や「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六ろく姫き士し」（富士見ファンタジア文庫）と比ひ較かくして皆さんの目で確かめていただくとして。

　本作に関して一言だけ言いい添そえておきます。

　この「ロムニア帝てい国こく興亡記」は戦記ファンタジーですが、歴史物の色合いも濃こくなっています。というより、作者の中では歴史物を書いている感じが強いです。どこがどう歴史物なのか……ということも皆さんの目で確認していただくとして、サイファカール皇おう子じが並み居る競争相手を降くだし、出だし抜ぬき、共きよう闘とうし、別れ、欺あざむき欺かれながら、そして頼たのもしい部下に支えられながら、帝国の頂点へと昇のぼり詰つめていく様さまをご堪たん能のうください。




　最後に一言。ツイッター、始めました。

　舞阪百貨店新別館稼か働どう中→prize@maisaka100ka.sakura.ne.jp

　では、来月、十月に「夜姫と亡国の六姫士II」でお目にかかりましょう。




　二〇一三年八月吉きち日じつ


舞阪＠またバイクに乗りたくなった洸こう　拝
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